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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行
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『鷹たか崎さき駆かる真まを笑わせた者には賞金二万苑えん』





　そんな冗じよう談だんを含ふくんだ内ない容ようの文書が、蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団だんの騎士たちの間に出回ったのは、およそ一か月前のことだった。


　まるで昔話に出てくる笑わないお姫ひめ様さまのような調子である。王さまはおふれをだしました。わが姫を笑わせた者には、一生かかっても使い切れない宝たから物ものを与あたえよう──


　もちろん、そんなものは過すぎた悪ふざけである。犯はん人にんは未いまだ判はん明めいしていないものの、捕つかまれば厳げん重じゆう注意を受けるであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。


　しかし文書を発見した将しよう校こうも、その昔話を知っていたのだろう。これは洒しや落れがきいていると額ひたいを覆おおって苦く笑しようしたという。


　それほどまでに、彼女──駆真の鉄てつ仮か面めんは有名だったのである。











　だが──





　　　　　◇





「畜ちく生しよう……畜生、畜生──ッ！」


　唇くちびるから漏もれ出る稚ち拙せつな呪のろいを空に溶とけ込こませ、その騎士は焦しよう燥そうに染そまった顔をさらに歪ゆがめた。どうにか退たい路ろを探さぐるべく、ゴーグル越ごしの狭せまい視し界かいの中で眼がん球きゆうを巡めぐらせる。


　蒼穹園上空、高度二千メートル。そこにあるのは、抜ぬけるような青さを誇ほこる空と、絨じゆう毯たんのように敷しき詰つめられた層そう積せき雲うんくらいのものだった。遥はるか彼か方なたに、微かすかに丸みを帯びた地平や、標高の高い山々が顔を覗のぞかせ、わずかながら景色を飾かざってはいるものの、それ以外には何も見受けられぬ空間である。


　──もっとも、例外的に不ふ純じゆん物ぶつを挙げるとするならば、無数の獣けものの姿すがたと空気を震ふるわす咆ほう吼こう、そしてそれに囲まれた人間の恐きよう怖ふを加えることが可か能のうであったのだけれど。


「──畜生──ッ！」


　一体幾いく度どその言葉を発したろう。幾度奥おく歯ばを嚙かみしめたろう。喉のどは渇かわき唇は荒あれ、とうに声は嗄かれている。


　しかし、彼はそれを中ちゆう断だんできなかった。言葉の意味など重要ではない。別に気の利きいた冗じよう句くでも、恋こい人びとに語らうような優やさしい愛の言葉であっても構かまわない。だが、声を絶たやすのは駄だ目めだ。絶ぜつ対たいに、駄目だ。もしそれを止めたなら、きっとその瞬しゆん間かんに自分の心は容た易やすく絶望に喰くわれてしまうと、彼は何の根こん拠きよもなく確かく信しんしていた。


『落ち着け！　落ち着くんだッ！』


　耳元のインカムから小隊長の叫さけびが聞こえてくるが、その上うわ擦ずった声に説得力などあろうはずもない。結局は小隊長も彼と同じなのだ。自みずからの唱となえている言葉を理り解かいしているのかどうかさえ怪あやしいものである。


　しかしそんな彼らの最後の虚きよ勢せいも、一ひと際きわ大きな轟ごう声せいに容易く搔かき消された。


「────っ」


　咆吼に気け圧おされ、彼の言葉が途と切ぎれてしまう。


　瞬間──目の前を飛び回る、羽根の生えた四足獣のような生物の姿が、一いつ層そう鮮せん明めいに彼の目に映うつり込んできた。


　体長は個こ体たいにもよるが、平へい均きんすれば尾おまでを入れて十メートルほどだろう。毛も鱗うろこもない、岩のように硬こう質しつ化かした皮ひ膚ふで全身を覆われている。敵てき意いを剝むき出しにした吼ほえ声は雷らい霆ていの如ごとく大気を震わせ、辺りに自らの存そん在ざいを知らしめているかのようだった。


　大地に嫌きらわれた怪かい物ぶつ──空エ獣ア。


　鋭えい利りな爪つめを、強きよう靭じんな筋きん力りよくを、堅けん牢ろうな皮膚を持ち、ヒトすらもその牙きばにかけんとする空の支し配はい者しやである。


　彼は全身を緊きん張ちようさせながら頭中に後こう悔かいを巡らせた。ああ、もし今朝体調が悪いといって寝ね込こんでいれば。もし事前に休きゆう暇かを申しん請せいしていれば。もし──騎士になどなっていなければ。


　彼にとってはこれが初めての実戦であった。


　とはいえ、そう難むずかしくない仕事のはずだったのだ。確かく認にんされた空エ獣ア群ぐんの規き模ぼは小隊クラスであったし、構こう成せいは最も小型のハーピー級のみ。訓練の延えん長ちよう線せん上じようにある任にん務むであったと言ってもいい。事実さしたる負ふ傷しよう者しやも出さずに、その群むれの掃そう討とうは完かん了りようした。


　だがその直後、中型種であるグリフォン級の空エ獣アが、上空から大挙して押おし寄よせてきたのである。


　その結果が今の状じよう況きようであった。


　残った騎士の数は六名。元の数の半分程てい度どである。皆みな大型バイクのような形をした天てん駆く機き関かんに跨またがり、周囲に群むらがる空エ獣アたちに油ゆ断だん無く視線と銃じゆう口こうを向けているのだが、ほとんどの者が既すでに弾たまを撃うち尽つくしていた。一体の空エ獣アが気まぐれを起こせば、途と端たん瓦が解かいしてしまうような危あやうい緊張状じよう態たいである。


　と、そんな危き機き的状況を察してでもいたのだろうか、突とつ然ぜん、一体のグリフォン級空エ獣アが大きく羽根を羽ばたかせ、騎き士したち目がけて飛ひ翔しようしてきた。


『う……ッ、わぁぁぁぁぁッ！』


　誰だれかの悲鳴とともに連続した銃声が聞こえ──すぐに止やむ。恐おそらく、弾切れ。未だ顕けん在ざいのグリフォン級は怒いかりにも似にた咆吼を上げ、彼らの目の前まで迫せまり来た。


「─────ッ！」


　全身の筋きん肉にくが緊張し、呼こ吸きゆうすら止まる。渇ききった喉に走る痛いたみが、いやに鮮明に脳のうに届とどいた。心しん臓ぞうは早はや鐘がね。血けつ液えきは急流。己おのれを構成する全すべての要よう素そが確信している。──死とはこういうものだ、と。


　だがその全身の総そう意いの中、何な故ぜか眼球だけが異いを唱えた。


　彼の目は、遥か上空からグリフォン級の頭部に向かって引かれた、一本の線を見ていたのである。


「──え……？」


　間の抜けた声は、痺しびれる喉から発せられていた。


　──一瞬。まさに刹せつ那なの間の出来事。


　気が付くと、目前まで迫っていた空エ獣アは、頭ず蓋がいを砕くだかれ脳のう漿しようと血液を玉のように散らしながら空中に浮ういていた。


「────」


　唾だ液えきを飲み込む。


　彼は一瞬、空エ獣アと自分の間を高速で過よぎる、何者かの影かげを認みとめていたのである。僅わずかな時間のため詳くわしく見取れてはいない。しかしそのシルエットは明らかに空エ獣アのそれよりも小さく──人の形をしているように見えた。


「今のは……」


『おい──ッ、見ろ！』


　惚ほうけたような呟つぶやきは、空エ獣アの咆吼と、インカムを通して鼓こ膜まくを震わす仲間の声に搔き消された。今の今まで絶望の色に染そまっていた声こわ音ねが、一転して興こう奮ふんを帯びたものになっている。


　彼は弾はじかれるように顔を上げた。


　そしてその目に見た。彼ら小隊を取り囲んでいた空エ獣ア群のあちこちに咲さいた赤い花を。決して地に還かえることのない空エ獣アの血と肉にく片へんで構成された醜しゆう悪あくな花か弁べんを。


　──今の彼らにとって、何ものにも代え難がたい祝花であるそれを。


「これは──」


『応おう援えんだよ！　ようやく応援が来たんだ！』


　そんな同どう僚りようの弾はずんだ声とともに、彼の視し界かいの端はしに、四つの騎き影えいが現あらわれる。それらは綺き麗れいに弧こを描えがきながら空エ獣ア群に触ふれたかと思うと、またその場に空エ獣アの血を散らしていった。


　空エ獣アたちもようやく新たな敵てきの存在に気づいたようだ。すぐさまこちらに向けていた顔を外側に逸そらし、憤ふん怒ぬじみた吼え声を上げる。


　空エ獣アの注意が外れたことで、周囲の同僚たちの安あん堵どや歓かん喜きが吐と息いきと声に変化して聞こえてきた。無理もない。数秒前まで毛ほどの間ま違ちがいで死が訪おとずれるような緊張状態に晒さらされていたのだ。それが普ふ通つうの反はん応のうだろう。


「…………」


　しかし彼は、息を吐はくことすら忘わすれ、辺りに視線を放はなっていた。


　雲を眼がん下かに据すえる蒼そう穹きゆうで、空エ獣アと騎士とが飛び交かっている。彼は目を細め、先せん刻こく自分の窮きゆう地ちを救った騎士の影を探さぐった。


　確認出来る影は四。しかし──違う。そのいずれも、彼が見た騎士ではなかった。彼は左に右に首を振ふり──


「──ッ」


　視線を上方に傾かたむけた瞬しゆん間かん、空エ獣アの隙すき間まを縫ぬうようにして引かれる、一本の線を目まの当あたりにした。


「あれは──」


　それは、まさに先刻の騎影である。彼の位置からでは子し細さいは知れないが、異い常じようとも言える飛空速度と複ふく雑ざつな軌き道どうだけは見て取れた。


　他ほかの天駆機関とは比くらべものにならない。身か体らだを深く前ぜん傾けいさせ、まるで高速で海を行く鮫さめの如ごとく空ヽをヽ泳ヽぐヽ。その影は道すがら目に付く空エ獣アの頭を的てき確かくに踏ふみ抜ぬき、打ち払はらい、あるいは粉ふん砕さいし、空の青を幾いくつもの赤い水玉模も様ようで飾かざっていった。


　それ以外の騎士も順調に空エ獣アを打ち倒たおしていくのだが、その殲せん滅めつ速度に敵かなう者は一人もいない。敵あらば討うち、無くば探さがす。一つの敵を砕いたのなら、すぐさま次なる獲え物ものに向かっていく。


「……凄すげえ」


　呆ぼう然ぜんとした感で、ただただその舞ぶ踏とうを眺ながめる。


　特筆すべき点は幾つもあった。天駆機関をああも巧たくみに操あやつる技ぎ術じゆつは素す晴ばらしいの一言であるし、空エ獣アの動きを瞬時に見切る能のう力りよくも群ぐんを抜いている。それに、一いち撃げきで空エ獣アの頭蓋を砕く脚きやく蹴しゆうは、よほど遠心力や位置エネルギーを身体が感覚として覚えていなければ不ふ可か能のうであろう。


　しかし彼の脳に最も強きよう烈れつな印象を残したのは、それらの材料ではなかった。


「…………………」


　息を呑のむ。


　その飛空は、ただ単たん純じゆんに、美しかったのである。


　何の誇こ張ちようも冗じよう談だんもなしに、それが戦場であることを一瞬の間忘れてしまいそうになるほど、彼かの騎き士しの存そん在ざいは圧あつ倒とう的だった。


　個こ々こ人じんを見ても一級の腕うでを持っているであろう隊員たちが、あれほど恐ろしかった空エ獣ア群が、その騎士の前ではまとめて脇わき役やくに霞かすむ。


　もはや騎士は完全にその場を支し配はいしていた。今ここで敗北することなど有り得ない──そんな根こん拠きよのない確信。彼らは、結末を知っている舞台を観みる観客のようなものであった。先がどうなるか分からないという緊きん張ちよう感はなく、ただ演えん目もくの様式美を楽しむ。そんな贅ぜい沢たくな嗜たしなみだ。


　叶かなうのならばこの舞踏を少しでも長く。つい先刻まで冥めい界かいの入り口まで見ていたはずの目は、そんな子こ供どものような我わが儘ままを訴うつたえ始めた。


　しかし──やがて舞台は終しゆう幕まくを迎むかえる。


　この空くう域いきに響ひびいていた獣けものの咆ほう吼こうが完全に、消えた。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて次に響いたのは歓かん声せいだった。奇き跡せき的な生せい還かんを涙なみだとともに喜ぶ歓喜の音。しかし彼にはそれが、一人の騎士に向けられた賞しよう賛さんに聞こえてならなかった。


　そんな彼の想そう像ぞうなど知るはずもなく、五つの騎影が、空エ獣アの死し骸がいの合間を縫いながら彼らのもとに近づいてくる。


「──え？」


　そしてその騎士たちの姿すがたがはっきりと確かく認にん出来た瞬間──彼は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


　そのうちの一人──終始彼の目を奪うばっていた最速の騎士の姿が、可か憐れんな少女にしか見えなかったのである。


　嗚あ呼あ、それは天使か、魔ま女じよか。


　彼は惚ほうけた意い識しきに喝かつを入れ、首を振った。果たして彼女を、己おのれと同じ人間という範はん疇ちゆうに置いて良いものなのか──彼の頭はそんなくだらないことを考えてしまっていたのだ。


　しかしその非ひを責せめる者も居いるまい。何な故ぜなら今この場にいる騎士たちは皆みな、彼と同じように、あるいは輪をかけて壮そう絶ぜつに、その少女に意識を奪われていたからだ。


　風に流れる髪かみは漆しつ黒こく。その間はざまから微かすかに覗のぞく面おもては白はく磁じ。およそ騎士に備そなわるべきものとは思えぬ優ゆう美びな記号は、華きや奢しやな体たい軀くと相まって彼女を深しん窓そうの令れい嬢じようのようにすら見せた。


　しかし今少女がその身に帯びるはレースに飾られたドレスではなく、空エ獣アの血と埃ほこりに汚よごれ、所々に解ほつれの出来た紫し紺こんの空くう戦せん衣いであった。加え、その細ほそ枝えだの如き両手足を、鈍にび色いろの輝かがやきを放つ無ぶ骨こつなシルエットで覆おおい隠かくしている。


　空を舞まう鎧よろい──甲かつ冑ちゆう型がた天てん駆く機き関かんである。空エ獣アの骨ほねを芯しんとし、外がい殻かくを金きん属ぞくで固められたそれは、彼女の儚はかなげな容よう姿しに兵つわものの風ふう格かくを備える戦士の形だった。


　唇くちびるを嚙かむ。驚きよう愕がくのあとに押し寄よせたのは羞しゆう恥ちであった。年とし端はもいかぬ少女に助けられたのだという事実と、何よりその少女の力に圧あつ倒とうされてしまった自分への悔かい恨こんが脳のうの中を駆かけ回る。


　しかしそのような感覚も、彼女の名を思い出した瞬間、一瞬で搔かき消えた。


「鷹崎……少しよう尉い」


　彼の声に反はん応のうするように、少女が軽く振ふり向く。どこか幼おさなささえ残る顔立ちを、樹じゆ脂し製せいのゴーグルと、戦場に在ありながら何の興こう奮ふんも恐きよう怖ふも滲にじませない無味な表ひよう情じようが彩いろどっていた。


　鷹崎駆真。その少女の名を知らぬ者は、今この場にいなかった。齢よわい十七にして蒼穹園騎き士し団だん屈くつ指しの実力者と謳うたわれる若わかき天才。決して笑わず、決して泣かず、決して怒おこらず……そして、決して狼うろ狽たえることのない無む貌ぼうの女。


　放心する彼を、ゴーグル越ごしに血ち色いろの目が舐なめる。


『無事か』


　老人のような落ち着きを有したその少女は、さしたる感かん慨がいもなさそうにそう言った。


「は……はいッ」


　と──彼の返事とほぼ同時に、死し骸がいの山の中から空エ獣アが一体、駆真に向かって躍おどり出る。


『────』


　しかし駆真は特に動どう揺ようも見せずに身か体らだをひねると、膝ひざより下を覆う天駆機関の踵かかとで獣の頭を蹴けり砕くだいた。硬かたい皮ひ膚ふと頭ず蓋がいに包まれた内ない容よう物ぶつが空に散り、対象の完全なる絶命を示しめす。


　駆真が再ふたたび浮ふ遊ゆうする死骸の山に目を向けた。その顔には、やはり何の表情も生まれていない。


　彼女も、蒼穹園の空を護まもる騎士である。空エ獣アの脅きよう威いは誰よりも熟じゆく知ちしているはずだった。その鋭するどい爪つめに裂さかれれば、牙きばに貫つらぬかれれば、脆ぜい弱じやくな人間は生に執しゆう着ちやくすることすら出来はしない。どんなに熟練した騎士であろうとも、直ちよく接せつ空エ獣アと対たい峙じするときは微かな緊張を滲ませるものだ。


　だが彼女には、それすらも見受けられなかった。頰ほおにはねた返り血を金きん属ぞく製せいのグローブが装そう着ちやくされた手で拭ぬぐいながら、無機的な口調で言う。


『討うち漏もらしがあったぞ、三み谷や原はら』


『ああ、悪わりィ』


　後方に控ひかえた騎士と短く言葉を交かわすだけで、彼女はその奇き襲しゆうの処しよ理りを終えた。


「………………はは」


　彼は一ひと月つきほど前、新兵たちの間に流れた文書のことを思い出した。──彼女の鉄仮か面おに皹ひびを入れたならば二万苑えん。嗚呼、それはまさに鬼おにも泣くような難なん題だいだ。


　曰いわく、どんな喜き劇げきにも笑わず、どんな悲劇にも泣かぬ女。鷹崎駆真が微み塵じんでも焦あせるような事じ態たいが発生したのなら、それは国の危き機きと思って対たい処しよにあたれ。そんな馬ば鹿かげた言葉が冗じよう談だんに聞こえぬほどに、彼女の落ち着きようは異い常じようだった。


『任にん務む完かん了りようだ』


　駆真は一通り辺りを見回して宙ちゆうに浮ういたままの空エ獣アの死骸を確認すると、インカムに向かって、やはり何の達成感も感じさせない声こわ音ねで作戦の終了を告げる。


『……っ！　た、鷹崎少尉……！』


　震える声音は、先せん刻こくまで甲かん高だかい声を上げていた小隊長のものだった。駆真は急せくでもなく煩わずらわしげにするでもなく……つまりは今までと何ら変わらぬ調子で振り向くと、用よう件けんを問うように小さく首を傾かしげた。


『た、助かったよ。礼を言わせてくれ』


『お気になさらず。任務ですので』


　彼はそんな会話を苦く笑しようしながら聞いた。恐おそらく他ほかのメンバーも同じだろう。あまりにもらヽしヽいヽ返答である。


　駆真はそんな彼らの思考になど気づいていない様子で振り向くと、自分の部下たちに指し示じを出していった。


『三谷原、錐きり本もと、鎧よろい塚づかは空エ獣アの死し骸がいの回かい収しゆうに回れ。鉤かぎ野のは──』


　と。


『──ん？』


　駆真は言葉を切ったかと思うと、腰こし元もとのポーチを探さぐり始めた。どうやら携けい帯たい電話が鳴ったらしい。騎士同士の会話であればインカムで事足りるので、私し的てきな用件であることは知れた。いや、わざわざ任務中に電でん源げんを入れておく辺り、もしかしたら独どく自じの情じよう報ほうルートでも持っているのかも知れない。


　そして駆真が電話を耳元に押おし当ててから数秒の後──


『……な──っ？』


　そんな、狼ろう狽ばいに満ちた声が発された。


　生せい還かんを喜び合う騎士たちの声が、一いつ斉せいに鎮しずまる。皆みなインカムから響ひびいた少女の声が誰のものか、一いつ瞬しゆんの間理り解かい出来なかった。


『……そう……ん、それで……？』


　駆真は、自分が注目されていることになどまるで気づいていないかのような調子で、携帯電話を握にぎる手に力を入れる。


『……くっ──私がいればそんなことには……！』


　右耳に携帯電話を押しあて、賞金さえかけられたその顔を思い切り歪ゆがめながら、そんな声を絞しぼり出す。──端たん的てきに言って、異常な事態であった。


　ざわざわざわざわ。不自然な沈ちん黙もくは、すぐにどよめきに変わる。


　ここにいる人間のほとんどが、駆真が焦った姿すがたを見るのは初めてだった。一体彼女の握る携帯電話から、どんな恐ろしい情報がもたらされているのか……それを考えると、皆の心しん臓ぞうの鼓こ動どうはより速く、強くなっていく。内ない紛ふん勃ぼつ発ぱつ。女王陛へい下か暗殺。隕いん石せき衝しよう突とつ。宇う宙ちゆう人じん襲しゆう来らい。起こり得る得ないの区別すら曖あい昧まいなまま、あらゆる恐きよう怖ふの可か能のう性せいが、騎士たちの脳のう内ないを走り回った。


『………………』


　──背はい後ごでざわめく同どう僚りようたちになど微み塵じんも興きよう味みを示さず、駆真が携帯電話の通話を切る。未いまだその顔は蒼そう白はく。額ひたいにはうっすらと汗あせが浮かび、彼女の蠟ろうのような肌はだに、髪かみを数本張り付けていた。


『……少し席を外す。もし私が居いない間に何かあったら、小隊の指し揮きは──三谷原、おまえに任まかせる』


　駆真が、すぐ近くに浮遊していた男に視し線せんを向ける。思えばそれは、彼女の振ふる舞まいに驚おどろいていない数少ない人間の一人だった。


『おやまァ、その慌あわてよう。……Ａコールかい？』


　鷹崎小隊の副隊長を務つとめる騎士・三谷原雄ゆう一いち曹そう長ちようが、無ぶ精しよう髭ひげの生えたあごをさすりながら、眠ねむたげな半はん眼がんをさらに少し細める。


　上官に向けたものとは思えない馴なれ馴なれしい口調を注意するでもなく、駆真は浅く首を倒たおした。まるで、その肯こう定ていの動作に割さく時間すら惜おしいとでも言うように。
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　そしてすぐさま足を縮ちぢめると、目にも留とまらぬ速度で以もつて雲海へと降こう下かしていった。


　数瞬の間、沈黙が流れる。皆、今起こったことが上う手まく理解出来ていなかった。


『……曹長、Ａコールとは一体……君は何か知っているのか？』


　小隊長が三谷原に話しかける。彼は気の抜ぬけた笑えみを浮かべながら答えた。


『ん？　あァ、鷹崎とは空ハ獣ン狩タりー時代からの腐くされ縁えんですんで。……ま、あいつにとっての最さい優ゆう先せん事じ項こうっていうんですかねェ。あんま気にしないでやってくださいな』


　言って、呑のん気きにくつくつと笑う。


　しかしそんな三谷原とは対照的に、残された他の騎士たちは、今し方目もく撃げきした鷹崎駆真の異い様ような表情が忘わすれられず、しばらくの間呆ぼう然ぜんとするしかなかった。





　　　　　◇





　空から逆さかさまに急降下し、超ちようスピードで騎士団本部庁ちよう舎しやにほど近い自じ宅たくに舞い戻もどった駆真は、扉とびらを開け放つなり、足に装そう着ちやくされた天駆機関を外すことすらせずに室内に入り込こんだ。


　がしゃがしゃとけたたましい金きん属ぞく音おんを廊ろう下かに響かせながら、居い間まを目め指ざして猛もう進しんする。フローリングの床ゆかに血けつ痕こんや土つち汚よごれ、あとは細かな傷きずを幾いくつも残しているのだが、今の彼女にはそんなことを気にする余よ裕ゆうなどなかった。


　先せん刻こく携帯電話よりもたらされた破は滅めつ的な情報に身か体らだを突つき動かされるように、一いつ心しん不ふ乱らんに廊下を進み、居間の扉を弾はじくように開ける。


「あ・り・さぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　駆真は叫さけびながらリビングに飛び込み、ソファの上に腰こし掛かけていた小さな人ひと影かげを両手で抱かかえ込むと、そのままピンク色のカーペットにごろごろと転がり込んだ。


　そして数秒の間力強く一方的な抱ほう擁ようを遂とげたあと、腕うでの力を抜いて胸むな元もとの少女と目を合わせる。


「……お帰りなさい、ねえさま」


　いきなり飛びつかれた少女は、さして驚くでもなく駆真の胸むねの中でそう言った。彼女に感かん情じようの起き伏ふくが少ないというよりも、もう慣なれている、といった調子だ。


　歳としの頃ころは十から一つ二つ歳とし月つきを重ねたくらいだろう。生まれたばかりの子こ供どもを強力な漂ひよう白はく剤ざいにでも漬つけて育てれば、もしかしたらこのような容よう貌ぼうになるのではあるまいか。そんな馬ば鹿かげた妄もう想そうをさせるほど、彼女は『白かった』。背せを覆おおい隠かくす髪をはじめとして、その愛らしい貌かおも、首も、腕うでも、脚あしも、さらには身に纏まとった洋服さえ、一いつ切さいが真っ白であったのだ。


　ただ、駆真と同じような色をした瞳ひとみと、右手の人差し指に滲にじんだ血の跡あとだけが、赤く赤く色付いていた。


「血……あ……あ、あ……あああ在あり紗さの指から血が血が血がァッ！　うああああああああああああああああ痛いたいいたいイタイッ！　ど、どどどどどの包丁で切ったの在紗さあお姉ちゃんに言ってごらんどこの金物屋だどこのメーカーだどこの研とぎ師しだ一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにして七代祟たたってやるぅぅぅううゥゥぁァァァぁああァァぁッ！　ジェノサァァイッ！　ジェノサァァァァァァァァァァイッ！
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　同僚が戦せん闘とうで右腕を失くした時さえ目を伏ふせなかった鷹崎駆真が、少女の指先についた三センチほどの切り傷を見て狂くるったように叫さけぶ。


「……大だい丈じよう夫ぶよ、ねえさま」


　が、小さく囁ささやくような声こわ音ねで少女──在紗が言うと、駆真は途と端たん表情を変えた。


　どこか恍こう惚こつとした様子すら漂ただよわせ、小さな小さな少女の手をさする。


「あぁぁぁぁもぉぉぉぉ在紗は強い子だねえ良い子だねえ優やさしい子だねえ。そうだよね大丈夫だよね。ほぉら、痛いの痛いの地平線の彼か方なたまでぶっ飛び失うせろー」


「もう……大げさ。……絆ばん創そう膏こうの場所訊きいただけだったのに」


　小さくため息を吐ついて、在紗が言った。








　──鷹崎駆真が微み塵じんでも焦あせるような事じ態たいが発生したのなら、それは国の危き機きと思って対たい処しよにあたれ。


　先の言葉が本当に正しいとするのなら、いつの日か蒼穹園に崩ほう壊かいの危機をもたらすであろう恐ろしい恐ろしい少女は、小さく苦く笑しようしながら駆真の頭を撫なでた。
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「お断ことわりします」


　鈴すずの音ねというほどに軽くはなく、風の声というほどに涼すずしくもなく、しかしどこか凜りんと澄すむような調子で、鷹たか崎さき駆かる真まはその事じ務む的な言葉を飾かざった。


　騎き士し団だん本部の一室には、直立不動の体たい勢せいをとった空戦衣姿すがたの駆真と、それに向かい合うように座すわった初老の男だん性せいがいる。その出いで立ちは蒼そう穹きゆう園えん騎士団の将しよう校こうであることを示しめす略りやく式しき礼服だ。一部の隙すきもなく着こなされた濃のう色しよくは、それだけで相手に重じゆう圧あつを与あたえるような凄すご味みすら有していた。


　とはいえ駆真にとってはそれも見み慣なれたものである。


　少なくとも、上官から言い渡わたされた緊きん急きゆう任にん務むを、一いつ瞬しゆんの躊ため躇らいもなく放ほう棄きするという、騎士にあるまじき行動をとれるくらいには。


「……一いち応おう、理由を聞こうか」


　明めい確かくな駆真の意思表ひよう示じに対し、椙すぎ浦うら少しよう佐さは、額ひたいに手を置き眉まゆをひそめるという、これまた分かりやすい動作をしながら聞き返した。


　そもそも上官が部下に対しそのような言動をとる時点で、彼がそれなりに柔じゆう軟なんな発想を持つ指し揮き官かんであることは分かるのだが、駆真にとってそんなものはさしたる興きよう味みの対象にもならない。表ひよう情じようをぴくりとも動かさず、言葉を続ける。


「今日は在あり紗さの授じゆ業ぎよう参観があります。休きゆう暇かを申しん請せいしていたはずですが」


「アリサ？」


「姪めいです」


「それで？」


「行かねばなりません」


　陰いん鬱うつそうに吐と息いきして、彼は机つくえに肘ひじをついた。


　無む論ろん駆真は、そんな上官の様子を見ても、新兵に手本として示されるようなその姿し勢せいを崩くずすことはなかった。


　休暇中に緊急任務だと言って本部に呼よび出されることは今までも何度かあったし、今さらそのことについて不満を述のべたりする気などもないけれど、今日ばかりは融ゆう通ずうをきかせるわけにはいかない。何しろ在紗の授業参観である。


　しかしそこは少佐も退ひくつもりはないのだろう。額についていた手を、最近白しら髪がの目立ち始めた頭に滑すべらせながら、マネキンの如ごとく同じ姿勢を保たもち続ける駆真に視し線せんを向けてくる。


　彼が部下を叱しかりつけるときの癖くせだ。もちろん、駆真はさして身み構がまえもしなかったけれど。


「授業参観ン……ッ？　しかも姪の……？　君はそんな理由で、任務を放棄すると言うのかねッ！　空戦衣に袖そでを通した瞬間から、親の死に目に会えないくらいの覚かく悟ごはしておきたまえ！」


　先ほどとは一変して語気を荒あららげる少佐。新兵はこのギャップに腰こしを抜ぬかすのだという。


　なるほど、確たしかにまるで別人のような振ふる舞まいである。駆真はなんとなく、逆さかさまにすると表情が変わる騙だまし絵を思い出した。


「お言葉ですが少佐」


　無論そんなことを考えられるくらいだから、駆真がその怒ど気きに怯ひるむことはない。


「六時間目の総そう合ごう科目で、ダンスの発表が行われるのです」


「それがどうかしたかね！」


「なんと衣い装しようが、それ専せん用ように作られた白いフリル付きのワンピースなのです。モチーフは蒼穹園神話の天空神に仕つかえる雲の妖よう精せいでして。この愛らしさはまこと筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたく……写真があるのですが御ご覧らんになられますか」


「いらんッ！」


　胸ポケットに手を伸のばしかけた駆真を制せいするように少佐が叫さけぶ。


「そうですか。──ともあれ、私は今ほど、午後の時間を待ち遠しいと思ったことはありません。理由は以上です」


「…………鷹崎少しよう尉い」


「はっ」


「却きやつ下かだ」


「何な故ぜですか」


「聞き返すなッ！　そのような馬ば鹿かげた理由で任務を放棄するなど、蒼穹園の空を護まもる者にあるまじき行こう為いだ！」


「見けん解かいの相そう違いですね。悲しいことです。あなたのように他者の価か値ち観かんを理解しようとしない人間がいるから戦争は無くならない」


「フリル付きワンピースで起こる戦争など無いッ！」


　今までで一番の大音量で椙浦少佐が叫ぶ。先日医者に高こう血けつ圧あつを注意されたばかりだという話だが、そんなことはまるで頭に無いような剣けん幕まくであった。


　それに気け圧おされたわけではないし、少佐の脳のうの血管を気き遣づかったわけでもないのだが、駆真は少佐に伝わらぬような小さな規き模ぼでため息を吐はき出した。もっとも、端はたから見ればそれはただの呼こ吸きゆうと何ら変わらないものではあったのだけれど。


「……詳しよう細さいを聞きましょう」


　少佐も恐おそらく命令を曲げはしないだろう。ならば膠こう着ちやく状じよう態たいになってしまうのは時間をいたずらに消費するだけである。そう判はん断だんして、駆真はその言葉を吐いた。


「……まったく、何を考えている」


　眉まゆを歪ゆがめてぼやきながら、少佐が数すう枚まいの資し料りようを示してくる。


　一応、上官は上官だ。在紗の授業参観に比くらべれば彼の命令などゴミクズのようなものだけれど、原げん則そく的には従したがわねばならない。駆真は資料に目を落とした。


　そこには萩しゆう存そん平へい野や北部の地図と、その上空の空ヽ図ヽ、そして空エ獣アの情じよう報ほうが細こま々ごまと書かれていた。


　空エ獣ア。


　この生物については、その生せい態たい、習しゆう性せいなど、詳くわしく解明されていないことが多い。


　理由は単たん純じゆんなもので、この生物が、誕たん生じようから死し亡ぼうまでをすべて空中で過すごすからである。


　大地に嫌きらわれた怪かい物ぶつとも称しようされるその所ゆ以えん。空エ獣アの身か体らだは、爪つめの先一ひと欠かけ片らに至いたるまで、すべて不ふ随ずい意いに浮ふ遊ゆうするように出来ているのだ。


　出産、食事、睡すい眠みん、交こう尾び、あらゆる生活を空に擁ようされながら営いとなみ、そして死を迎むかえてからも、その屍しかばねは地に還かえろうとはしない。他の生物には絶ぜつ対たいに見られない異い常じような特とく性せいを備そなえた怪物である。


　無論、彼かの異い形ぎようが人間を襲おそう理由についてもまた、詳しいことはわかっていない。各国の工業化に端たんを発する慢まん性せい的な大気汚お染せんや鳥類の激げき減げんなどの理由から、餌えさが極きよく端たんに足りなくなったためという説もあるし、もっと単純に、大地に生きるモノへの嫉しつ妬ととか憎ぞう悪おとかそういった感情が彼らにもあるのではないかという説もある。


　ただ、その獰どう猛もうな生物が人々の生せい活かつ圏けんの真上に生息しているのが明めい確かくな脅きよう威いであることだけは、世界中の誰だれもが理解していた。


　単純な話だ。騎き士したちは、古いにしえには隣りん国ごくに向けていた槍やりを、その青空に向けざるを得なくなったのである。


「………………」


　資料の右上に、望遠レンズで撮さつ影えいしたと思おぼしき空エ獣ア群ぐんの写真が貼ちよう付ふされている。


　そこに写っている空エ獣アは、大きく分けるのならば二種。身体の二倍はあろうかという皮ひ膜まく性せいの羽根を有する蝙こう蝠もりのようなタイプと、それよりも一回り身体の大きい、前脚が異常に発達したタイプである。双そう方ほう、常つねに強力な紫し外がい線せんに晒さらされる皮ひ膚ふは硬こう質しつ化かし、まるで甲こう殻かく類るいのようにすら見えた。


「見ての通りだ。昨日深夜、萩存平野北部の上空四千五百メートルに、ハーピー級とガーゴイル級で構こう成せいされる大隊規模の空エ獣ア群が確かく認にんされた。数時間前から徐じよ々じよに高度を下げ、今は高度二千五百メートルに停てい滞たいしている。鷹崎少尉以下鷹崎小隊は、直ちに現げん場ばに向かい岬みさき中隊と合流、警けい戒かいにあたれ」


「警戒ですか」


「ああ、そうだが。何か不満かね」


　不満が無いと言えば噓うそにはなった。実じつ際さい空エ獣ア群の警戒任にん務むは、空エ獣アが危き険けん域いきから去らない限かぎり続く長なが丁ちよう場ばだ。駆真も、最長で一週間、一つの空エ獣ア群に貼はり付いていたことがある。


「いえ。ただ、一つ確認を」


「何かな」


「空エ獣ア群が高度二千メートルまで降こう下かした際さいは、いつものように掃そう討とう作戦に移い行こうしてよろしいのですね」


「無む論ろんだ。何をわかりきったことを」


　不ふ機き嫌げんというより怪け訝げんそうな顔をして少しよう佐さが言う。駆真は心の中でのみ小さく「よし」と呟つぶやき、敬けい礼れいをして部屋を出た。





　　　　　◇





「はぁー……なんかもう、ねえ。なんて言うの？　アレよ、気が重いわ。五Ｇくらい」


　そんなことを言いながら、鷹崎在紗の机つくえに、クラスメートの橙とう堂どう美み須す々ずがしなだれかかってくる。


　本当に五倍の重力でもその身に受けているかのような格かつ好こうでもう二、三度呻うめいたあと、どこか憔しよう悴すいした色の映うつる瞳ひとみを在紗に向けてきた。


「とうとうこの日が来ちゃったワケよ。我わが橙堂家が誇ほこる天然記念物的珍ちん獣じゆうがみんなの目に晒される日が。……あー、なんて言うの？　アレよ。ユーウツ」


　在紗は目の前で揺ゆれる頭に手をやると、そのまま『いいこいいこ』をするように左右に軽く動かしてやった。


　登校してから授じゆ業ぎようが始まるまでの時間をどう過ごすかは人によって様々だろうけれど、結局の所もっとも多いのは、気の合う友人と何くれとなく会話をする、ということだろう。外を走り回るには短く、トイレで用足しをするだけでは余あまってしまう中ちゆう途と半はん端ぱな時間だけに、朝の挨あい拶さつがてら、自然と教室内にグループができることになる。


　皓こう成せい大だい付ふ属ぞく小しよう学がつ校こう、西にし棟とう三階に位置する六年三組での今日の話題の中心は、当然、本日の午後行われる授業参観のことであった。あちらこちらに、淡あわい色調の制せい服ふくを身につけた子どもたちが集まっている。その多くは、どこか恥はずかしさを感じながらも、概おおむね午後の授業を楽しみにしているようなのだが──


「去年も一昨年も、授業参観のプリントは完全に隠いん滅めつしてたのよ。それが……それが今年に限って……ッ！」


「……見つかっちゃったの？」


　ぽつりと囁ささやくような在紗の声こわ音ねに、美須々は再ふたたび肩かたを落とした。


「そぉなのよぉー。びりびりに破やぶって生ゴミの下に捨すてといたのに……フツーそれを復ふく元げんしようとかする？　湿しつ気け吸すってへろへろになった紙がセロテープで無む理り矢や理り外げ科か手しゆ術じゆつされてテーブルの上にあった時には、なんかもう恐ろしさすら感じたわよ。なんて言うの？　アレよ、異常者」


「……そんなこと言っちゃだめ。お母さん、大事」


　在紗がそう言うと、美須々は「うっ……」と呻うなり、ばつの悪そうな顔をした。


「いや、……うん、そりゃわかってるわよ？　でも、授業参観のときは別。何度注意してもあの勘かん違ちがいファッションを正そうとしないママが悪いの」


「……そんなに？」


「そうよ。目立った方が勝ちとか思ってんじゃないの、あの南国の極ごく彩さい色しき怪かい鳥ちようは。ほら、何か月か前に図工の時間でマーブリングってやったじゃない？　色んなインクを混まぜ合わせるやつ。アレが全身をくまなく覆おおってると思えば、ママの脅威の何なん割わりかは分かるはずよ」


　言ってようやく身を起こす美須々。しかしそれでも陰いん鬱うつな気は晴れないらしい。肺はいにたまった重い息を、在紗に向かって長く吐はき出してきた。
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　と。


「鷹崎さん、ちょっといい？」


　それに合わせたように、一人のクラスメートが在紗の席に歩み寄よってきた。


「やっぱり今日って鷹崎さんの叔お母ばさん、来るの？」


　期待とか羨せん望ぼうとか、そういうキラキラしたものを瞳に宿らせながら、背せの高い女子生徒が胸むな元もとで手を組みながら尋たずねてくる。在紗は少し困こまったような顔をして頰ほおをかいた。視し界かいの端はしでは、美須々がため息混じりに苦く笑しようしている。


「え……と、来るとは言ってたけど……ん、ちょっと、どうなるか」


「え？　どういうこと？」


「うん……今朝、緊きん急きゆう任務が入っちゃったみたいで……」


　女子生徒は情なさけなく眉まゆを垂たらすと「ええー」と呟き、肩を落とした。


　とはいえ、それも仕方あるまい。蒼穹園騎き士し団だんの騎士たちは、まさに国民の英えい雄ゆうである。その中にあって屈くつ指しの実力を持つと言われる鷹崎駆真は、その若わかさと見目の麗うるわしさも手伝って、並なみ々なみならぬ人気を獲かく得とくしていた。雑ざつ誌しや新聞で特集が組まれたことさえある。


「残念。今年こそは会えると思ったんだけどな」


「ん……ごめんね」


「ああ、いいのいいの。鷹崎さんのせいじゃないんだし。あ、でももし来たら、私のこと紹しよう介かいしてねー」


「あはは……うん、わかった」


　ひらひらと手を振ふって女子生徒の背を見送ってから、ニヤニヤした表ひよう情じようを浮うかべる美須々と目を合わせる。


「相変わらず人気ねえ、カルマさん。ま、あんだけキレイで強けりゃ当たり前かも知れないけど」


「ん……そう、かな」


　在紗は思わず笑えみを作りたがる顔の筋きん肉にくを制せいした。もちろん、自じ慢まんの叔母をほめられて悪い気はしない。いや、それどころかとても嬉うれしい。しかし少し気き恥はずかしさもあって、なんとか口元を微び妙みようにもごもごさせながら頰を染そめるにとどめた。


　とはいえ、相手は長い付き合いの美須々である。それを丸ごと見み抜ぬかれたのだろう、やれやれと肩をすくめながら息を吐き出してきた。


「はあ……ま、いいわ。……でも何、緊急任にん務む？　なんか去年と同じパターンじゃない？」


「……そうなんだよね」


　実は、去年の授業参観の日も、駆真に本部から召しよう集しゆうがかかったのである。駆真は任務を終え次し第だい学校に向かうと言っていたのだが……結局、彼女が学校に到とう着ちやくしたのは授業が全すべて終わった後だった。


「去年は……その後が大変だったんだよね」


「ふうん？　何があったの？」


「いや、まあ……いろいろと」


　ため息混じりに呟つぶやく。残念であったのは確たしかだが、在紗には、駆真を責せめる気など毛頭なかった。人々を空エ獣アから守るのが駆真の仕事である。在紗はそんな叔母を誇ほこらしく思っていたし、彼女が学校行事に出られないなどということも、覚かく悟ごの範はん疇ちゆうにあった。


　だが、駆真にとってそれは致ち命めい的な過か失しつであったらしい。その日は一日中床ゆかに頭を擦こすり付け「遅おくれてゴメンナサイ」と繰くり返していた。在紗は別に気にしていないと言ったのだが、それがさらに彼女の自じ己こ嫌けん悪おを加速させることになったらしく、わんわんと泣き出してしまったのだ。在紗は気にしていない、駆真の判はん断だんは正しかった、何度も何度もそう言い聞かせ、泣きやませるのに成功したのは実に三時間後のことであった。


　在紗はそんな出来事を思い起こして苦笑した。今日もし間に合わなかったとしても、去年の再さい現げんは遠えん慮りよしてもらいたいものだ、と。


　と、その瞬しゆん間かん、休み時間の終わりを告げるチャイムが鳴った。


　もともと在紗の前の席である美須々は「おっと」と呟き、身か体らだの向きを戻す。


　パタパタと自分の席に戻もどっていくクラスメートたちの足音を聞きながら、在紗は窓まどを──正せい確かくには、窓の外に広がる空を見つめた。


「ねえさま……ちゃんと来れるかな」


　別に神様なんて信じていないけれど、在紗は軽く胸むねの前で手を組んだ。





　　　　　◇





　淡あわい緑の絨じゆう毯たんの上には、既すでに薄うす汚よごれたカーキ色のテントが幾いくつも設せつ営えいしてあった。


　現げん在ざい萩存平野には、岬中隊三十六名、葛くず谷や小隊九名、そして鷹崎小隊五名の計五十名が待機しており、各おの々おのが様々な作業に従じゆう事じしている。


　監かん視し班はんはモニターや通信端たん末まつの前で慌あわただしく作業をし、整せい備び班もまた、背の低い芝しばの上に並ならべられた天てん駆く機き関かんの点てん検けんを行っていた。様々な形が見受けられるが、一番数が多いのは大型バイクのような形をしたそれだろう。バゼット式天駆機関と呼よばれるこのタイプは、蒼穹園騎士団でもっとも多く使用されている機種だ。


　空エ獣アを狩かるために必要不ふ可か欠けつな飛行機械──天駆機関も、今や民間にも多く出回ってはいるものの、その基き本ほん設せつ計けいが成されてからまだ数十年程てい度どしか経たっていない、非ひ常じように若い乗り物である。


　しかしそれも道理。何しろ、天駆機関は空エ獣アの存そん在ざいが公式に確かく認にんされた後、もっと詳くわしく言うのなら、空エ獣アの死し骸がいが浮ふ遊ゆう特とく性せいを持っていることが確認された後、それを加工して飛空挺に仕上げたのが原初なのだ。


　恐おそろしい害がい獣じゆうを駆く除じよするために、その害獣の力を扱あつかわねばならないこの皮肉に、当時の人々はあるいは笑いあるいは落らく胆たんしたというが、飛行というそれまでの人類の歴史に存在しなかった二字が、蒼穹園の経けい済ざいを急速に発はつ展てんさせたのは疑うたがいようのない事実であった。


　かくして空エ獣アはただの害獣ではなく、希少な資し源げんともなったわけではあるが、だからといってその脅きよう威いが薄うすれるわけでもない。


　少なくとも──まだ裸ら眼がんではまともに形すら見えないような高度にその姿すがたが確認されただけで、騎き士し団だんを警けい戒かいにあたらせねばならない程度には。


「………………」


　駆真は無言で時計を眺ながめた。時じ刻こくは九時十分。もう一時間目の授じゆ業ぎようが始まっている頃ころだろう。


　いらいらいらいら。まるで心しん臓ぞうを猫ねこじゃらしか何かでくすぐられているかのような、得も言われぬむかつきが全身を駆かけ巡めぐる。表ひよう情じようにはまったく表れないものの、駆真のストレスは平時のそれを圧あつ倒とう的に上回っていた。


　がたがたがたがた。気づくと、テントの中のパイプ椅い子すに腰こし掛かけていた駆真は、傍はた目めにも異い常じようと思えるほど足を揺ゆらしていた。実じつ際さいただの貧びん乏ぼう揺ゆすりに過すぎないのだが、鷹崎駆真が無表情で椅子を軋きしませる様はさぞ異様なのだろう。遠目に何人かの騎士たちが、怪け訝げんそうな顔で彼女を見ていた。


　正直な所、駆真を含ふくむ実戦部隊のメンバーは、監視班や整備班などと異ことなり、あまりやることがない。さすがに飲酒は許きよ可かされていないが、他ほかの騎士たちも、テントの中でカードゲームに興きようじたり、外で軽く身体を動かしたりしている。


　そんな中、駆真だけが両手足に甲かつ冑ちゆうを装そう着ちやくした状じよう態たいでテントの中にがしゃがしゃという金きん属ぞく音おんを響ひびかせていた。


　休めるときに休むというのも重要な騎士の仕事ではあるけれど、駆真にとって今この時間は、ギロチンの刃はを繫つなぎ止めているロープをライターでちろちろと炙あぶられているかのような心ここ地ちの悪さしか感じられない。何しろ時計の針はりが一つ進むたび、授業が始まる時間が迫せまってくるのである。


　午後の授業は五時間目と六時間目。決して、それこそ命に代えても遅おくれるわけにはいかない。


　駆真は奥おく歯ばを嚙かみしめた。苦い記き憶おく。去年──在紗が五年生のときの授業参観には、出席することが出来なかったのである。


　在紗は気にしていないと言ってくれたが、駆真は前日彼女がどれだけ授業参観を楽しみにしていたかを知っていた。絶ぜつ対たい、絶対来てねと笑え顔がおで駆真に念を押おし、いつもより念入りにシャンプーをし、自分で制せい服ふくにアイロンまでかけていた。


　──嗚あ呼あ、それなのに。


　駆真は頭を抱かかえた。今年は、今年こそは、絶対に出席せねばならない。


　否いな、それだけではない。在紗のためというのが一番なのは間ま違ちがいないが、単たん純じゆんに駆真が授業参観に出たいというのも、少なくないウェイトを占しめていた。


　今年の授業参観はすごい。とてもすごい。一見すると六時間目の総そう合ごう科目のみに目がいきがちであるが、五時間目の国語も、駆真にとっては女王生せい誕たん祭さいを遥はるかに超こえる一大イベントなのだ。


　──なんと作文の発表。しかも、テーマは『私の家族』。嗚呼、なんて、なんてなんて素す敵てきな題目なのだろう。担たん任にん教きよう諭ゆよ貴あ方なたに青ブ宝ルー珠ジユ勲エ章ルを授じゆ与よしよう。もし、もし在紗が先生にあてられたなら、あの囁ささやくようなほんのりと甘あま味みづいた可か愛わいらしいストロベリィヴォイスで、駆真に捧ささげる文を少し頰ほおを染そめながら恥はずかしそうに読むことになるのである。そして作文を読み終えた後皆みなの拍はく手しゆの中でちらりと後方を振ふり返り駆真のことをあの赤い瞳ひとみで見てそれで小さく本当に小さく微ほほ笑えんだりなんかしてしまったらもう鷹崎駆真はこの現げん世せにとどまっていられる自信がないッ！　衛えい生せい兵へい！　衛生兵はどこだッ！


　駆真は胸むねの裡うちでのみそう叫さけんで、安っぽい軋みを上げるパイプ椅子から立ち上がった。


　そう。──そヽろヽそヽろヽ、時ヽ間ヽだヽ。





　　　　　◇





「……おかしいですよね、やっぱり」


　鷹崎小隊・錐きり本もと美み栄はえの言葉に、周囲に集まっていた騎士たちはうんうんとうなずいた。


　それも無理のない話だ。何しろ彼女らの目線の先には、両手足に甲冑を装着した状態で激はげしく貧乏揺すりをする隊長・鷹崎駆真の姿があったのだから。


　しかも身か体らだ全体からこれ見よがしに焦しよう燥そう感を滲にじませているというのに、顔だけは平時の無表情という、これまた騎士たちを混こん乱らんさせる妙みような状態を保たもっている。注目を集めないはずはなかった。


　今このテントには、四名の人間がいた。全員が鷹崎小隊に所しよ属ぞくする騎士たちだ。隅すみで煙た草ばこを吹ふかしている三み谷や原はらを除のぞけば全員が女じよ性せい騎士であるのだが、別べつ段だん唯ゆい一いつの男性である三谷原を気にする素そ振ぶりもなく、皆一様に不ふ審しんそうに駆真の様子を窺うかがい、しきりに首を傾かしげている。


「本当にどうしたんでしょう。ずいぶんと落ち着きがありませんけど……」


「あー。あの日なんじゃないのー？　少しよう尉いも女の子だしー」


「下品よ、サキ。思ってても口に出さないのが礼れい儀ぎ」


　長身の少女──鎧よろい塚づかサキが笑いながら言うのを、三人の中で一番年長の（とはいえ、身長はもっとも低いのだが）鉤かぎ野のかほるが眼め鏡がねの位置を直しながら窘たしなめる。


「まあまあ……でも、ホントにどうしたんでしょうね」


「んー、そーだねー。天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれ？　やっばいなあ。ウチの実家耐たい震しんしてないんだけど」


「今日休きゆう暇かをとっていたって話だけれど……それに何か関係あるのかしらね」


　口々に言ってみて……またも首をひねる。実じつ際さいのところ、立てば赤しやく銅どう座すわればチタン歩く姿すがたはジュラルミン、あの鉄の女鷹崎駆真を焦じらせる事じ態たいなど、皆想そう像ぞうすらつかなかったのである。


「曹そう長ちよう、心当たりはありませんか？」


　美栄が、少し離はなれた位置に腰こし掛かけていた三谷原に声をかける。この場にいる人物の中で、駆真ともっとも付き合いが長いのは間違いなく彼だった。


「……あー？　ンなこと言われてもなァ」


　やる気のなさそうな声を上げ、三谷原が肩かたをすくめる。


　しかし美栄は「そうですか」と返すと、さほど落らく胆たんもせずに話を再さい開かいした。三谷原の調子は何も今日に始まったことではない。さほど的てき確かくな返答を期待していたわけでもなかった。


「あー。そういえば」


　と、サキがぽんと手を打った。


「何日か前さ、少尉に頼たのまれごとをしたんだよねー」


「ふうん、どんな？」


　かほるが聞き返す。サキは頭をかきながら答えた。


「いやー……信じてもらえないかも知れないけど、化け粧しようを教えてくれって」


『は……？』


　美栄とかほるの目が点となる。それはそうだろう。駆真は化粧とか、お洒しや落れとか、そういったものにまるで興きよう味みを示しめさないことでも有名だったのである。アクセサリーなどは言うに及およばず、彼女のクロゼットに収おさまっている私し服ふくの数は十着に満たないという話だ。


　二人はさらに眉まゆ根ねを寄よせた。──そんな彼女が、一体何のために化粧を？


「それで……どうしたのよ？」


「まあ、頼まれたんで、教えたけど。とりあえずナチュラルメイクの基き本ほん一式」


「鷹崎少尉が化粧……？　一体なんでまた」


「ですよね……。あの少尉が……」


　美栄とかほるがあごに手を当てて考え込こむ。しかしサキはこともなげに、


「……いやー、普ふ通つうに考えれば、男でも出来たんじゃないのと思うけど」


　そんなことを、言った。


　瞬しゆん間かん、テントの中は沈ちん黙もくに覆おおわれた。後方からは整せい備び班はんの作業音や休きゆう憩けい中の騎き士しの笑い声、前方からは駆真の貧びん乏ぼう揺ゆすりが生み出すがしゃがしゃという金きん属ぞく音おんが聞こえてくるのだが、恐おそらくそんなものは、誰だれの耳にも入ってはいまい。騎士たちはただ、今もたらされた破は滅めつ的な仮か説せつをどうにか理り解かいしようと──いや、理解した上で完かん璧ぺきに否ひ定ていしようとしていた。


　そして数瞬の後、示し合わせたようにわははと笑い出す。もっとも、それは随ずい分ぶんと乾かわいた笑いだったのだが。


「な、なな、何言ってるんですかサキさん。少尉に彼氏が？　今日はデェトだったとでも？」


「た、タチの悪い冗じよう談だんね……あの鉄てつ仮か面めん見てみなさいよ。あんなの相手にできるような男いると思う？」


「そ……そうですよね。あの鷹崎少尉ですよ？　恋こい人びとなんて、そんな」


「いやー、冷静に考えようよ。少尉ほどの美人さんはそういないってば。あたしが男ならほっとかないけどなあ」


　いやいやいや。でもでもでも。サキの言葉に、かほると美栄は首を振った。それは恋人のいない女の焦あせりにも見えたし……単たん純じゆんに鷹崎駆真を誰かに取られたくないという様子にも見えた。


　三谷原だけが、そんな彼女らの様子を見て、苦く笑しようしながら煙た草ばこを吹ふかしている。


「…………もし」


　そんな中、押し殺したかのようなかほるの声が、テントの中に響ひびいた。


「もし仮かりに──いや、あくまで仮定の話であり一いつ切さい事実無根のフィクションとした上での質しつ問もんだけれど──本当に少尉に男が出来たとして、よ。……親愛なる鷹崎小隊のみんな、君らは一体誰なら認みとめられるかしら？」


「…………んー」


　その言葉に、美栄は深しん刻こくそうな表ひよう情じようを構こう築ちくし、顎あごに手を当てて呻うなった。


「……愛あい沢ざわ大たい尉いなんてどうです？　女じよ性せい人気は高いですけど」


「駄だ目め駄だ目め。あんな軟なん派ぱな男は論ろん外がい。少尉に手を出したなら私が背せ中なかから撃うってやるわ」


「あー。じゃあ技ぎ術じゆつ開発局の切さい籐とうさんとかはー」


　サキが言う。しかしかほるはまたも首を横に振ふった。


「いいのは頭とお顔だけ。少尉には釣つり合わないわ」


「陸戦部の門かど野の少しよう佐さなんてのは」


「ふん、小こ汚ぎたない泥どろ喰くいに空うちの姫ひめ様さまをやれるものですか」


「え、ええと、じゃあ誰なら考えられます？」


「三谷原」


「ん、それは──」


　かほるは眉を八の字に歪ゆがめて呻った。が──すぐに疑ぎ問もんが湧わき出てくる。いくらあまり上下関係にこだわりのない三谷原とはいえ、彼のことを呼よび捨すてにする騎士が今ここにいただろうか、と。


　その疑問はさしたる時間をかけずに解とけた。テントの入り口に、腕うでを組んだ鷹崎駆真が立っている。どうやら今のは、彼女の声だったようだ。


「──っ！　しょ、少尉！」


「そのままでいい」


　立ち上がろうとする美栄たちを軽く手で制せいし、駆真が金属音を響かせながらテントに入ってくる。


「あ……あの、少尉、今の話、聞いてましたか……？」


　美栄が、恐る恐るといった調子で駆真に話しかける。


「……？　いや、よく聞こえなかったが」


　そこで駆真は、何かを察したように「ああ」と言うと、眼がん球きゆう運動だけで軽く騎士たちを見回した。


「別に気にするな。上官の陰かげ口ぐちなど、騎士の必ひつ須す科か目もくのようなものだ」


「い、いえ！　決してそんなことは！」


　言うも──どんな内ない容ようの会話をしていたか説明するわけにはいかず、美栄はそれきり黙だまり込んだ。これでは本当に駆真の悪口を言っていたように見えてしまう。


　だが駆真はやはり微み塵じんも気にかける素そ振ぶりを見せず、テントの奥おくで煙草を吸すっている三谷原に目を向けた。


「三谷原。用事がある。少しいいか」


「んー……？　あァ、はいはい」


　三谷原が露ろ骨こつに面めん倒どうそうな顔を作ってから煙草を灰はい皿ざらに擦こすり付け、パイプ椅い子すから立ち上がる。その気け怠だるげな様子は、まるで老人のようだった。


　そして二人はテントを出、遠くに見える茂しげみの方に歩いていった。残された三人は駆真らの背中が完全に見えなくなると安あん堵どと後こう悔かいがない交まぜになったようなため息を一いつ斉せいに吐はき、緊きん張ちようしていた全身を弛し緩かんさせた。


　だが、そんな放念もそう保もちはしない。誰が号令をかけたわけでもないのに、三人はすぐさまスクラムを組むように密みつ集しゆうした。


「え、なになにー、どういうコト？　まさかお相手って三谷原曹そう長ちよう？」


「……正直否ひ定ていしきれないわね。公こう私しひっくるめても、少尉が一番親しい男性って言ったら多分曹長だし……」


「いや、でもどうなんでしょう……あの二人の場合何かそういうのとは違ちがう感じもしますけど……」


　美栄が冷や汗あせの滲にじむ頰ほおをかきながら言う。しかしサキはチッチッと人差し指を振ると、美栄の顔を下から覗のぞき上げるように頭を傾かたむけた。


「いやいやー、男と女なんて分からないモンよ美栄ちゃん。任にん務むが入っちゃってデートがダメになったから、少しだけでも二人でいたい……と。くぅ、健けな気げじゃないの。あの茂みの奥おくで濃のう厚こうな濡ぬれ場が展てん開かいされてても驚おどろかないね、あたしは」


「ちょっ……や、やめてくださいよサキさん」


　生々しい表ひよう現げんに美栄が顔をしかめる。


　かほるはやれやれといった感でサキの頭を小こ突づいた。もっとも、その額ひたいは平時では考えられないほど汗あせで光っていたのだが。


　と──駆真たちが茂みに消えてから三分ほど経たった頃ころだろうか、突とつ然ぜん遥はるか上空から、遠えん雷らいのような咆ほう吼こうが轟とどろいた。


「な──何ッ！」


　テント内が、騒そう然ぜんとした空気に包まれる。


　それは間違いなく、大地に嫌きらわれた怪かい物ぶつの轟ごう声せいだった。少なくとも、その存そん在ざいが公式に認められる前までは真に化け物とか悪あく魔まとか怪かい獣じゆうとかと呼こ称しようされていた異い常じよう生物が、これでもかと言わんばかりに喉のどを震ふるわせ、痛つう恨こんを、あるいは憤ふん激げきを露あらわにするかのように空気を揺ゆらす。


　皆みなが一斉にテントから飛び出、空を仰あおぐ。まだはっきりとは確かく認にん出来ないが──静止していた空エ獣ア群ぐんが移い動どうしている様子が見て取れた。


「くッ、随ずい分ぶんと急ね……何かあったのかしら」


「は。空エ獣アの思考なんてわかんないって！」


　皆がざわめいていると、茂みの方から、駆真と三谷原が戻もどってきた。駆真の様子は先せん刻こくとさほど変わらなかったが、三谷原は額に汗を滲にじませながら視し線せんを泳がせ、力無い苦く笑しようを浮うかべていた。よく見ると、何な故ぜか彼の手には、先ほどは持っていなかったスナイパーライフルが見受けられる。


「空エ獣アが降こう下かを開始した。急いで準じゆん備びしろ」


　駆真が、いつものごとく平静な調子でそう言う。


「な……何があったんですか？　何の前まえ触ぶれもなくこんな……！」


「偶ヽ然ヽだ。──ああ、ちなみに偶ヽ然ヽＢ地点のモニターは不具合を起こしているようだし、偶ヽ然ヽ今は監かん視し員いんの交代時間のようだ。調べても無意味だぞ」


　駆真は自信満々にそう言って、両手両足の天駆機関をがしゃりと鳴らした。





　　　　　◇





　隊の指し揮き官かんである岬大たい尉いから、全隊に出しゆつ撃げき命令が出たのは、駆真と三谷原が仮かり本ほん部ぶであるテント群に戻ってからすぐのことであった。作戦コードはＣ─１。天駆機関で空中へ向かい空エ獣ア群を掃そう討とう、その後、死し骸がいの回かい収しゆうを行う。


　突とつ撃げき班はん主体であるＣ号台の作戦は、駆真の密ひそかなお気に入りであった。


　何しろ、分かりやすい。


　余よ計けいなことに頭を巡めぐらせずに、ただ目の前の異い形ぎようを倒たおせばいいだけなのだから。


「行くぞ」


　慣なれた動作で首に提さげていたゴーグルを装そう着ちやくし、腰こし元もとのポーチから取り出したブドウ糖とうのブロックを口に放ほうり入れる。駆真は鼻から細く息を吐はくと、足の甲かつ冑ちゆうで地面を蹴けった。


　瞬しゆん間かん、駆真の身か体らだが、正しく言うならば、彼女が手足に装着している甲冑が浮ふ遊ゆうした。


　駆真に続くように、幾いく人にんもの騎き士しが彼女の後方で地からその身体を離はなす。


　空エ獣アの浮遊特とく性せいを利用したそれは、飛行に滑かつ走そうを必要としない。ほぼ垂直に近い軌き道どうをとりながら、突撃班は遥はるか上空へと舞まい上がった。


　耳の奥おくが軽く痛いたむ。エレベーターに乗っているときのような、妙みような浮遊感。


　しかしそれも、駆真にとっては慣なれたものである。初めて天駆機関で空を飛んだ者はその感覚に顔をしかめると言うが、さすがに今この場に、そんな初心者などはいない。


　萩しゆう存そん平野上空、高度二千メートル。


　そこに──その生物はいた。


　灰はい色いろの皮ひ膚ふが鎧よろいのように身体を覆おおい、辛かろうじて目と口の位置から赤い色が覗のぞく。


　身体と同じ大きさの羽根が生えた、蝙こう蝠もりを思わせるフォルムを持つハーピー級。そしてもう一種は、前脚が異常に発達したアンバランスな身体と、頭に生えた二本の角つのらしき器官が特とく徴ちよう的なガーゴイル級。


　生しよう涯がいすべてを空の中で過すごす、大地に嫌われた怪物──空エ獣ア。


「作戦を開始する」


『了りよう解かい！』


　突撃班班長である駆真が言うと、耳元のインカムから騎士たちの声が返してくる。


　それを確認すると同時、駆真は身体を軽く前方に傾かたむかせ、足を縮ちぢめた。


　一瞬息を止め、水泳のスタートを切るように足を伸のばす。


　──そして、舞ぶ踏とうの時間が始まった。


　駆真の視線の先にいたガーゴイル級の頭部を踏ふみ抜ぬき、その内ない容よう物ぶつを空に散らす。しかしそれらは下方には落ちず、宙ちゆうに漂ただよい続けた。


「──ッ、──ッ」


　規き則そく的に、肺はいにたまった息を吐きながら、駆真が次なる目標を求めて身体をねじる。


　ときに複ふく雑ざつ極きわまりない飛行を可か能のうとする天駆機関の駆く動どうは、実は大きく分ければ四つだけしかない。


　空エ獣アの骸むくろの特性そのままに、無重力のような状じよう態たいでただ浮遊するのみの〈浮フロート〉。


　空中の特定のポイントで天駆機関を静止させる〈停ステイ〉。


　空エ獣アの浮遊特性を中和し、地に降おり立つ〈着タツチ〉。


　そして推すい進しん剤ざいを使用し、急きゆう激げきな加速を行う〈翔ソア〉。


　様々な形が存在する天駆機関ではあるが、基き本ほん的にこの四つの駆動は共通している。


　それは、駆真の手足を覆おおう甲冑──マーケルハウツ式天駆機関も例外ではなかった。


　空エ獣アの骨ほねが組み込こまれた拳こぶしと、踵かかとに空エ獣アの眼がん球きゆうが仕込まれた、空を舞う足。搭とう乗じよう者しやに当然の如ごとく限げん界かいを要求する『傲ごう慢まんな機械』。


　至し極ごく簡かん単たんな話だ。浮遊するのはあくまで天駆機関であって人間ではない。装着型の機関を用いたとしても、常人では体たい勢せいを保たもつことすら困こん難なんなのである。


「──ッ、──ッ、──ッ」


　短く区切った息を外へ逃にがしつつ、右足の天駆機関のみを振ふり上げ、駆動を一瞬〈浮フロート〉から〈着タツチ〉へ。その一瞬の間に、右足は重力と筋きん力りよくの力を得て下方へと落ちる。ちょうどその位置にあったハーピー級空エ獣アの頭を打ち抜き、〈翔ソア〉、身体を急きゆう上じよう昇しようさせた。


　その勢いきおいを殺さぬうちに、今度は両りよう腕うでの甲冑を〈停ステイ〉駆動させ、空中に固定。それを軸じくとして足を〈翔ソア〉、独こ楽まのように回転させ、周囲に群むらがっていたハーピー級の翼つばさと、ガーゴイル級二体の顎あごを蹴けり払はらった。


〈翔ソア〉、〈浮フロート〉、〈停ステイ〉、〈翔ソア〉、〈翔ソア〉、〈着タツチ〉、〈翔ソア〉。


　まるで難解なパズルのように四種の駆動を組み合わせ、青の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る。


　駆真が天使と、あるいは魔ま女じよと呼よばれる所ゆ以えん。身体に着ちやく装そうする天駆機関のため、周囲からは彼女が自らの力のみで空を舞っているようにしか見えないのである。


〈翔ソア〉、〈翔ソア〉、〈着タツチ〉、〈浮フロート〉、〈停ステイ〉、〈翔ソア〉、〈翔ソア〉、〈翔ソア〉、〈着タツチ〉、〈翔ソア〉、〈浮フロート〉、〈停ステイ〉。


　ゴーグル越ごしに目に入る仄ほの暗ぐらい視し界かいの中に空エ獣アを確かく認にんしては、その頭を的確に粉ふん砕さいする。


「────ッ」


　何体目とも知れぬ空エ獣アを空の塵ちりとし、駆真はリズムから外れた息を一つ、空に落とした。


　この空エ獣ア群を構こう成せいするカテゴリーは、ハーピー級とガーゴイル級。主おもに大きさによって等級分けされる空エ獣アの中で、下から数えて一番目と二番目に位置する小型種である。


　ハーピー級の大きさは、羽根を入れなければせいぜい中型犬程てい度ど。それよりも一回り大きい体たい軀くを持つガーゴイル級でも、平へい均きんすれば牛くらいの大きさだ。


　もちろん武ぶ器きも持たず、戦せん闘とうの心得もない人間に──あるいは、空での戦いに慣なれていない新兵に──とってみればその爪つめと牙きばと、そして数は恐おそろしい脅きよう威いとなりうるのだが、駆真にとってはそう難むずかしい相手でもない。


　しかも今は、装そう備びも人員も十分にある状態だった。掃そう討とうの終しゆう了りようにも、そう時間はかからないだろう。


「……これなら、間に合いそうだな」


　駆真は辺りを見回した。彼女の周囲には、頭部を損そん傷しようした空エ獣アの死し骸がいと、そこから流れ出た血けつ液えきが、無重力空間に漂うように浮遊している。いちいち倒たおした数など数えてはいないけれど、それなりの量にはなるはずだった。


　時間をとられる死骸の回かい収しゆうは別の部隊に任まかせようと心に決め、駆真は未いまだ残る怪かい物ぶつを狩かるために空の青を蹴けった。





　　　　　◇





　人差し指と中指を口元へ持っていき──今そこに何もくわえていないことにようやく気づく。


　三谷原はそんな自分の行動に苦く笑しようしながらも、今すぐにでも胸ポケットの中を探さぐりたい心ここ地ちをどうにか抑おさえ込んだ。中ちゆう途と半はん端ぱに暇ひまな時間が出来ると、どうしても口くち寂さびしくなってしまう。


　──おまえに一生出来ないことを教えてやろう。それは結けつ婚こんと禁きん煙えんだ。


　そんなことを駆真に言われたのは、何年前のことだっただろうか。当時の彼女の言葉を示しめすように、三谷原は未いまだ、紫し煙えんを吐はき出す紙かみ筒づつを伴はん侶りよとしていた。


　そしてこのような時には、特にそのヤニ臭くさい妻ヽの温ぬくもりが欲ほしくなるのである。


　Ｃ号台の作戦は、三谷原のような狙そ撃げき手しゆにとっては退たい屈くつ極きわまるものであった。彼の仕事は突とつ撃げき班はんが仕し留とめ損そこなった空エ獣アが群むれから離はなれるところを狙ねらい撃うつことなのだが……こういった作戦において、鷹崎小隊の狙撃班は、他ほかの隊に比くらべて暇なことが多い。


　理由は至し極ごく単たん純じゆん。鷹崎駆真を筆頭とする突撃班が仕留め損なう空エ獣アの数が、極きよく端たんに少ないからである。


　とはいえ実じつ際さい、任にん務むが楽なこと自体は一向に構かまわないのである。三谷原は別に希望に燃もえる新兵でも、誇ほこり高き騎き士しでも、好戦的な戦士でもない。遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきがメインとなるＢ号台の作戦よりは、遥はるかに三谷原好みの作戦と言うことができた。


　と、目に見えぬ煙けむりを吐き出すように細く吐と息いきすると同時、


『──すごい』


　耳元の通信端末に、少女のものと思おぼしき声が入ってくる。見やると、すぐ隣となりに、三谷原と同じくバゼット式天駆機関に跨またがった美栄が〈停ステイ〉状じよう態たいで静止していた。


　そして当然と言うべきか、彼女の視線の先には、隊長・鷹崎駆真の姿すがたがある。


　幾いく体たいもの空エ獣アの中にあってその姿は鮮せん烈れつ。舞まうたびに長い黒くろ髪かみを躍おどらせ、同時に青い背はい景けいに血を塗ぬりたくっていく。なるほど確たしかにその舞ぶ踏とうは天使。その所業は魔女である。


「……あァ、鷹崎ね。あいつの飛行はいつ見ても見事だよ」


　いつもは誰だれかの呟つぶやきに言葉を添そえることなどしない三谷原ではあったが、口寂しさも影えい響きようしてだろうか、そんな言葉を吐いていた。


　彼女もそんな三谷原の行動に幾分か驚おどろいたのだろう、数すう瞬しゆんの間、無言が流れる。しかし黙だまったままでいるのも失礼と感じたのか、すぐに言葉を続けてきた。


『はい……私もいつかは少しよう尉いと同じように、マーク式で空を飛ぶのが夢ゆめなんです』


　マーク式、とは、駆真のマーケルハウツ式天駆機関の略りやく称しようである。三谷原はむー、とうなってから返した。


「……君、インラインスケートってやったことあるかい？」


『え……は、はあ……一いち応おう』


「アレを履はいた状態で足首にロープくくりつけて、車にでも引っぱられてみな。幾分かはマーケルハウツが体感出来るはずさ」


　その言葉で、彼女はしばし無言になった。


「……いやまァ、絶ぜつ対たいに不ふ可か能のうとは言わないさ。実じつ際さいは両りよう腕うでの天駆機関も浮ふ遊ゆう補ほ助じよに使えるしな。──だけど、鷹崎と同じレベルまでを求めるとなると、こいつァ努力だけじゃなんともならねェ。あいつはそう、平たく言やァ……特別なんだ」


　いつになく饒じよう舌ぜつに、三谷原の口は動いていた。煙た草ばこを吸すえないための代だい償しよう行動でもあるのだろうが、もしかしたら、自分の古くからの友人がどれほど優すぐれているかということを、〝にわかファン〟に知らしめてやりたくなったのかも知れない。


「特別……ですか」


「あァ。……知ってるかい？　あいつは先せん天てん性せい白はく皮ひ症しようって病気でな。本当は紫し外がい線せんに滅めつ法ぽう弱いんだ。騎き士し団だんの空戦部なんて務つとまる身か体らだしてねェのよ」


『あ、はい……聞いたことがあります。あ、でもなんか特とく殊しゆな抗こう体たいを投とう与よしてるとかで、紫外線には耐たい性せいがあるとか……』


　そこまで知っているのならば話は早い。三谷原は小さくうなずくと後を続けた。


「そう。その通りだ。──じゃあ、その抗体が何から採さい取しゆできるかは知ってるか？」


『えっ……』


　美栄が言葉を詰つまらせるのが聞こえる。三谷原は喉のどを鳴らすように笑うと、前方に片かた手てをやった。


「はは、目の前にいるだろう。年がら年中太陽光浴びっぱなしのバケモンが。──あいつらの皮ひ膚ふってよ、すげェ紫外線耐性持ってると思わねェか？」


『ま、まさか……空エ獣アですか』


　おう、と三谷原は首しゆ肯こうした。


「その抗体は元々空エ獣アの皮膚組そ織しきから抽ちゆう出しゆつされるモンだ。……まあイメージは悪かろうが、鷹崎も、その姪めいっ子の在紗ちゃんもその恩おん恵けいにあずかってる。──ただ、こいつには面おも白しれェ副作用があってなァ。確かメラニンと過か敏びんに反はん応のうするとかで……普ふ通つうの人間がそれを打つと肌はだが炭みてェに黒くなるとかいう話だ」


『そ、そうなんですか……』


　自分の肌が真っ黒になる想そう像ぞうでもしたのだろうか、微かすかに震ふるえた声が返ってくる。


「鷹崎だってそうだ。あいつ、昔は金きん髪ぱつだったんだぜ？」


『えっ？』


「お？　聞いてなかったか。在紗ちゃんは完全な白はく髪はつだったから抗体の影えい響きようは受けなかったみたいなんだが、鷹崎の髪には少し色しき素そがあったみたいで、淡あわい金色だったんだ。──それが抗体投与後には見事に真っ黒。ありゃァ驚いたな」


　と、そこで三谷原は会話を切った。


　五百メートルほど先で繰くり広げられる戦せん闘とう。その群むれの中から、ガーゴイル級空エ獣アが一体、下方へと離り脱だつしていく。


「そうはさせますかァ、っての」


　流れるような動作でスナイパーライフル・〈久く遠おんの声〉を構かまえ、すぐさま発はつ砲ぽう。その銃じゆう口こうの遥はるか先で赤い花が咲さいた。


「──っと、悪いね。話の途と中ちゆうで」


『い、いえ……』


「ええと、どこまで話したっけ。そうそう、あれだ。副作用の話だ。こいつにはもう一つ、面おも白しれェのがあってよォ」


『もう一つ、ですか』


「ああ。こいつを長い期間投与されつづけてると、体重が軽くなるんだそうだ。──正しくいえば、半ば浮ういてるような状態なのかも知れねェけどよ」


　聞きようによっては間の抜ぬけた副作用。実じつ際さい、三谷原は肩かたをすくめながらその言葉を吐はいた。


　しかし美栄は存ぞん外がい頭の回る人間であったようだ。その事こと柄がらが内包する意味をいち早くとらえ、理り解かいしなければ、ここで無言になることもあるまい。


「──分かるかい？　生まれ持ったハンデは、実は騎士として最高の素そ質しつだった。


　その異い常じようなまでに軽い身体こそが、蒼穹園の魔ま女じよの最大の武ぶ器きなのさ」


　前方で響ひびいていた空エ獣アの鳴き声が完全に消える。


　駆真はこの日も、最強であった。





　　　　　◇





　地に足が着いてから、再ふたたびブドウ糖とうのブロックを口に放ほうり入れる。唾だ液えきで湿しめった糖分は速すみやかに口の中に甘あま味みを広げ、舌したの根本を微かすかに痺しびれさせた。


　全身にその甘さが循じゆん環かんするようなこの感覚は嫌きらいではない。駆真は味の付いた唾液を飲み下し、目元を隠かくしていたゴーグルを外した。


「………………ふう」


　駆真の運動量は、他ほかの突とつ撃げき班はんの騎士と比くらべても五倍近くはあった。その異様に軽い体重故ゆえに、マーケルハウツという特とく殊しゆな天駆機関を誰よりも巧たくみに操あやつることの出来る駆真ではある。しかし、そこから生まれた駆真独どく自じの戦せん闘とうスタイルは、彼女の体力を遠えん慮りよなく奪うばっていくのだ。


　拳けん打だと脚きやく蹴しゆうで空エ獣アと戦う者など、そうはいるまい。


　後こう衛えいの騎士たちはほとんどがバゼット式などの搭とう乗じよう型がた天駆機関を用いる。前ぜん衛えいを務つとめる騎士たちの中には確たしかに装そう着ちやく型がた天駆機関を愛用する者もいるが、通常は銃、もしくは長物の武器を扱あつかうことが一いつ般ぱん的だ。


　しかし駆真は真に、空エ獣アと肉にく弾だん戦せんをやってのけるのである。


　駆真が英えい雄ゆうたる騎士団の中でも、特に国民に人気のある理由の一いつ端たんがこれであった。故に騎士団を英雄として扱う際さいに、シンボリックな存そん在ざいとして駆真が選ばれることが多いのである。


　それはどうやら騎士団内でも影響しているようだ。岬中隊や葛谷小隊の騎士たちは、話しかけてくる様子もないというのに、駆真に興きよう味みありげな視し線せんを送ってきていた。もちろん、そんなことを気にかけるような駆真ではなかったけれど。


　とはいえ、どうやら例外もあるようだ。額ひたいに滲にじむ汗あせを拭ぬぐう駆真の前に、大おお柄がらな男が現あらわれる。


「ご苦労、鷹崎くん」


「はっ」


　駆真は居い住ずまいを正してから、その男──岬中隊を率ひきいる騎士・岬大たい尉いに敬けい礼れいした。


「生で君の空戦を見るのは初めてだったが、いやはや見事なものだ。モニターの前で皆みな興こう奮ふんしとったよ、なはは」


「恐きよう縮しゆくです」


　駆真よりも頭三つ分は背せの高い岬は、しかしその巨きよ軀くに似に合あわぬ柔にゆう和わな表ひよう情じようを浮かべて笑った。


「──ああ、そうそう。つい今し方本部に掃そう討とうの終しゆう了りようを通達したんだがね」


「はい」


「少しよう佐さから君宛あてに新しい任にん務むが下ったよ」


「お断ことわりします」


　間かん髪はつ入いれず、平時から無感情な目をさらに平へい坦たんにさせて駆真が返す。


　岬大尉は幾いく分ぶんか驚おどろいたように（当然かも知れないが）目を丸くしたあと、再ふたたび快かい活かつに笑った。


「なっははは。なるほど、噂うわさ通どおりだ。まあ命令不ふ服ふく従じゆうは困こまるが、信念を持つのは良いことだよ。──しかし困ったな。この任務、君以外に任まかせるわけにもいかんのだが」


「申し訳わけありませんが私は──」


「『早く授じゆ業ぎよう参観に行ってやれ』、だそうだが……まあ、君がそこまで言うのなら別の者を行かせようか」


　今度は駆真が目を丸くする番であった。


　数すう瞬しゆんの間をおいてその言葉の意味を理解し、岬大尉に敬礼で返す。


　彼も、非ひ常じように希け有うと言われる鷹崎駆真の表情の変化を目にしてか、上じよう機き嫌げんな様子でまたもなはは、と笑えみを浮かべた。


「ただ、君の小隊は借りるよ。まだ空エ獣アの死し骸がいの回かい収しゆうが残っているからね」


「はい。馬車馬のようにお使いください」


「なはははは。これはこれは。彼らもとんだ隊長を持ったものだ」


　それでは、と最後にもう一度敬礼してから踵きびすを返す。在紗の午後の授業まではまだ随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあった。この後の行動について三谷原たちに伝えるくらいはしていった方がいいだろう。


　マーケルハウツの底で重苦しい音を鳴らしながら萩存平野を進んでいくと、ほどなくして、三谷原等鷹崎小隊の面々が天駆機関の点てん検けんをしている場所に辿たどり着いた。


　そして、


「三谷──」


　駆真がその長身の背に声を──








「……んン？」


　三谷原は一時天駆機関を点検する手を止め、後ろを振ふり返った。


「どうかしましたか、三谷原曹そう長ちよう」


　近くにいた鷹崎小隊所しよ属ぞくの部下が首を傾かしげながら言ってくるのに、これまた首の角度を変えて返す。再び「んンー？」と眉まゆを歪ゆがめながら呻うなり、彼はもう一度後方に顔を向けた。


「……曹長？」


「ん……今よォ、鷹崎の声しなかったか？」


「少しよう尉いのですか？……さあ、どうでしょう」


「そか？　んー、なんか呼よばれた気がしたんだけどなァ」


　三谷原は頭を爪つめで軽くかきながら、首を元の向きに戻もどした。








「──原。この後の行動についてだが……」


　言ってから、駆真はその異い常じように身を固くした。


　前方に、三谷原が、いない。


「…………な」


　否いな──正しく言うのなら、それすらも、今彼女を包む異常のほんの一ひと欠かけ片らに過すぎなかった。


　何が異常か、などと言う問いを発するのは愚ぐ者しやの所業だろうか。何な故ぜなら答えは既すでに視し界かい一面に示しめされている。そう──全ヽてヽ異ヽ常ヽだヽ。


　駆真の周囲の景色が、今の今までいた萩存平野のそれとはまったく異ことなったものになっていた。明らかに屋内。しかもそう広い部屋ではない。意図的に照明が落とされているとしか思えないような薄うす暗ぐらい空間に、しかしぼんやりと浮うかぶのは小さな炎ほのおの灯あかりである。その暗さに目が慣なれるのを待ってから辺りを見回すと、その部屋のおおよその形が摑つかめてきた。


　まず目についたのは壁かべ床ゆか天てん井じように描えがかれた、奇き妙みような紋もん様ようである。そして駆真を取り囲むように設せつ置ちされた、祭さい壇だんか何かのような物体。悪あく魔ま崇すう拝はい者しや主しゆ催さいのサバトの生いけ贄にえにでもなった気分になって、駆真はさらに眉をひそめた。


「……なんだ、ここは……」


　確たしかに駆真は、萩存平野にいたはずである。しかし、今この場所が平野に見えないのもまた、確かであった。


　瞬しゆん間かん──前方から物音がする。


「────っ」


　今の今までそこにあった人の気配を察知できなかった未み熟じゆくに悔かい恨こんを覚えつつも、駆真は腰こしの自動拳けん銃じゆうに手をかけた。狭せまい室内では、天駆機関を用いての格かく闘とうは困こん難なんである。


「何者だ」


　油ゆ断だんなく周囲に気を張はり、駆真が意図的に低くした声こわ音ねで言う。どうも彼女の地声には凄すご味みが無いらしく、相手に威い圧あつ感を与あたえる際さいはいつもこうしていた。


「は──はいッ」


　闇やみの中から、緊きん張ちように溢あふれて裏うら返がえった声が聞こえてくる。若わかい女──もしくは、声変わりを済すませていない少年だ。もしそうでなければ、奇き跡せき的なソプラノを持った声楽の天才か、去きよ勢せいされた男だろう。それほどまでにか細く、高い声だった。


　そして、ゆっくりとした歩調で、その高音の主が近づいてくる。


「……ゆ──」


　そんな言葉を口にしながら、弱々しい火の明かりに照らされた顔は、やはり女のものだった。ウェーブのかかった長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、青玉のような碧へき眼がんで駆真を見み据すえてくる。


　年は駆真と同じか、そうでなければ少し上だろう。その端たん整せいな顔の造ぞう作さくは今、感かん激げきとかそういった類たぐいの感かん情じようによって不ぶ細さい工くに歪ゆがんでいた。


「──勇者様っ！」


「……………………は？」


　いきなりその場に跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた女に、駆真は在紗の前以外では見せたことのないような、間の抜ぬけた顔を作った。
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　一時間目の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り、先生が教室を去ると、六年三組の教室は徐じよ々じよに喧けん噪そうに包まれていった。二時間目が始まるまでの短い間とはいえ、生徒たちにとっては貴き重ちような休み時間である。皆みな早々と次の授じゆ業ぎようの準じゆん備びを終え、今日の給食のメニューやら、先せん刻こくの先生の滑こつ稽けいな板書ミスやらといった様々な話題に花を咲さかせていく。


　そんな中、二人の少女は机つくえを間に挟はさんで無言で向かい合っていた。


「……………」


「……………」


　椅い子すを後方に向かせて在あり紗さの机に肘ひじをつきながら、美み須す々ずが半眼で雑ざつ誌しを捲めくっている。わざわざ自席の後ろに位置する机に雑誌を広げているのは、在紗にも誌し面めんを見せようという彼女なりの配はい慮りよなのかも知れなかったが、ゲームソフトの紹しよう介かい記事を目に入れたところで、そういった娯ご楽らくに明るくない在紗には話題を広げようがなかった。結果、雑誌を捲る美須々と、無言でそれを眺ながめる在紗という奇き妙みような構こう図ずが出来てしまう。


　とはいえ二人の場合、会話がなければ間が持たない、ということもない。友達であろうとしなくてもよい友達とでも言おうか。美須々には、そんな不思議な気安さがあった。


　と、美須々がとあるページで手を止めたかと思うと、ふ、と息を吐はき出すとともに在紗に視し線せんを向けてきた。


「あー、これすごいつまんなかった。なんて言うの？　アレよ、クソゲー」


「……そうなの？」


　言って、ページ右側に書かれた記事を示しめしてくる。ロールプレイングゲームと思おぼしき画が像ぞうが数点と、短い紹介文が書かれていた。


　皓こう成せい大だい付ふ属ぞく小しようは基き本ほん的に学業に関係のないものの持ち込こみを禁きん止ししているのだが、休み時間に読書するための本は例外的に認みとめられている。在紗も雨の日などは小説や詩集を持ち込むことがあった。


　美須々が読んでいるようなゲーム雑誌は対象外に思えるのだが……規き定ていには漫まん画がは禁きん止しという旨むねしか記されていないため、その間かん隙げきを突ついて雑誌類を持ち込む輩やからが何名かいた。無む論ろん発見されれば規定が改定されてしまうのは目に見えているので、取り扱あつかいには細心の注意を払はらっているらしいが。


「システムもキャラデザも及きゆう第だい点てんなんだけど、ストーリーがダメダメなのよね。主人公が異い世せ界かいに召しよう還かんされて『おお、勇者よ！』なんて、何千億年前の話よって感じ」


「……ん、よくわかんないけど」


「あー、そっか。アリサ、ゲームなんてウチ来たときくらいしかやらないもんね。……なんて言うの？　アレよ、スレテオタイプっていうかさ、ベタベタっていうかさ、なんかもう手て垢あか付きまくりのパターンなのよね、これ。しかもそれで復ふつ活かつした魔ま王おう倒たおして来いってんだからもう」


「あー……なんとなくわかった、かも」


　在紗は頰ほおをかきながら浅く首しゆ肯こうした。確たしかにファンタジーのストーリーと聞けば、誰だれもが思い浮うかべる類たぐいの話だった。


「お姫ひめ様さまが魔王に捕つかまってたり……とか？」


「そうそう、それもあったわ。もうネタで作ってるとしか思えないわよ。これで七千八百苑えんってのは完全ボッタクリ」


　ぶー、と不服そうに唇くちびるを突き出し、美須々が身か体らだを椅子の背せに預あずける。在紗は小さく苦く笑しようしながら机き上じように置かれた雑誌を自分の側に向けると、そこに書かれている文章を読んでみた。記事を見るに、確かに美須々の意見は間ま違ちがっていないようであることが分かる。雑誌の編へん集しゆう者しやも苦心して紹介文を書いたのかも知れないが……オーソドックスとか、シンプルイズベストとか、王道であるとかという煽あおり文もん句くは、連ねて使うと誉ほめているのだか貶けなしているのだかよく分からなくなってくるものだ。


　でも、と在紗は小さく口を開いた。


「もし本当に異世界とか行けたら……こういうお話でもきっと面おも白しろいよね」


　美須々は不思議そうに眉まゆを跳はね上げたのち、数すう瞬しゆん考え込む仕草を見せてから、上体を在紗の方に動かしてきた。


「そりゃあねえ。実じつ際さいにこんな話があったら、つまんないどころか超ちようエキサイティングでしょうよ。あたしなんか興こう奮ふんしっぱなしね。──ま、ほぼ間違いなく最初の雑ざ魚こ敵てきにやられておしまいだろうけど」


「う……それは、私も」


　二人は顔を見合わせると、どちらからともなくクスクスと笑った。


「実際そうよね。一いつ般ぱん市民が急に召還されて勇者様気取れますかっての。……そうねえ、カルマさんくらいの騎き士しだったら話は別かも知れないけど」


「あはは……ねえさまだったら、魔王、倒せるかな」


「あー、もう瞬殺でしょ。あちょー」


　言って美須々が小さなかけ声とともに上半身だけで奇き妙みような構かまえを取ってみせる。随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな格かつ好こうだが、格かく闘とう術じゆつの構えに見えないこともない。


　在紗は再ふたたび微び笑しようすると、何とはなしに雑誌のページに触ふれる。──と、その瞬間美須々が激げき烈れつな速度で以もつて雑誌を引ったくり、流れるような動作で椅子と自身を回転、自分の机の中にそれを乱らん雑ざつに押おし込んだ。


「……え？」


　一瞬何が起こったのか分からず、頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべる在紗。しかし美須々の奇き行こうの理由はすぐに知れた。彼女が本をアクロバティックに収しゆう納のうした直後、教室の扉とびらが開き、担たん任にんの安あ倉くら善よし子こ教きよう諭ゆが顔を出したのだ。


「あ……」


　次いで、二時間目開始のチャイムが鳴る。善子先生は希まれにだが、チャイムの前に教室の扉を開くことがあった。


「……よくわかったね」


　急いで自分の席に戻もどっていくクラスメートたちの慌あわただしい足音を聞きながら、在紗は囁ささやくように問いかけた。美須々はふふんと鼻を鳴らすと、


「上うわ履ばきと先生のサンダルとでは、微妙に音が違うのよね。……このスキルあったら、異世界行っても敵から逃にげるくらいは出来るかしら？」


　言って、肩かたをすくめながら快かい活かつに笑った。





　　　　　◇





「おお、勇者よ！」


　そう言った男は、王であった。


　たとえば街頭に立って「王様の絵を描えがいてください」と蒼そう穹きゆう園えん国民百人に頼たのめば、九十人以上が迷まよい無く描くであろう、金こん色じきの王おう冠かんを戴いただき真しん紅くのマントを羽は織おった初老の男だん性せいである。無論口元には立りつ派ぱな髭ひげを蓄たくわえ、手には絢けん爛らん豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた錫しやく杖じようなぞ握にぎっている。


　人を見た目で判はん断だんしてはいけないとはよく言うが、正直、胡う散さん臭くさいとしか言いようがない容よう貌ぼうであった。


　駆かる真まは今自分の身に起こっていることをなんとか理り解かいしようと、必死に脳のうを働かせる。


　今彼女が立っているのは、先ほどの薄うす暗ぐらい空間ではなく、謁えつ見けん室しつのような部屋だった。最さい奥おうに玉ぎよく座ざが据すえられ、そこから長い赤あか絨じゆう毯たんが延のびている。彼女の両りよう脇わきには物々しい甲かつ冑ちゆうを着込んだ兵士たちや、厚あつぼったいローブの老人たちが整列し、異い様ような空気をさらに助長していた。よく見ると、玉座に近い位置に先せん刻こくの女も立っている。


「──我わがレーベンシュアイツは小国ながら、精せい霊れいと盟めい約やくを結ぶことによって盟めい術じゆつの力を得た魔ま導どう先進国である。……しかしある日突とつ然ぜん、その精霊たちの声が聞こえなくなったのだ──」


　魔導とやらの説明は既すでに受けていた。確たしか世界に存そん在ざいする幻げん素そを、『手の平の中の奇き跡せき』に精せい製せいする技ぎ術じゆつという話だ。レーベンシュアイツの始し祖そたちは空気中に漂ただよう幻素を精霊と位置づけ、それと協ヽ力ヽして『奇跡』を創つくり上げるという、極きわめて効こう率りつ的な魔導の組み方を確かく立りつしたのであるという。


　──話の内ない容ようは覚えているものの、正直、何を言っているのか理解出来ない。


　駆真が考えを巡めぐらせている間も、王は妙に説明臭い台せり詞ふを中ちゆう断だんしようとはしなかった。鬱うつ陶とうしく思わないでもなかったが、少しでも情じよう報ほうが入る可か能のう性せいがあるのならば聞き逃のがすのは得とく策さくでない。片かた手て間ま程てい度どに耳を傾かたむけつつ、現げん状じようの把は握あくを続ける。


「今、このレーベンシュアイツは未み曾ぞ有うの危き機きに直面しておる……そう、千年の封ふう印いんから目覚めた伝説の魔王、ルーン・ロヴァルツこそが、この精霊消失事じ件けんの犯はん人にんだったのだ！」


　そう、と言われても、何のことだかさっぱり分からない。駆真は苛いら立だちを抑おさえ込むように腕うでを組み、奥おく歯ばを強く嚙かんだ。


「生活に必要な動力の大半を精霊に頼たよっていたレーベンシュアイツは混こん乱らんを極きわめた……無む論ろん、軍ぐん備び面めんも例外ではない。魔王の部下たちが襲おそってきても、まともに応おう戦せんすることすら出来ないのが現状だったのだ。しかし……アステナ」


「は……はいっ！」


　王が言うと、傍かたわらに控ひかえていた先刻の女が、緊きん張ちようのためか上うわ擦ずった声を上げて駆真の前に進み出た。


「──き、牙きばを奪うばわれた我われ々われは雌し伏ふくの時を過すごしました。しかし今、我ら宮きゆう廷てい盟めい術じゆつ師し同どう盟めいは……く、空気中に僅わずか残った精霊たちを必死に集め、と、とうとう一つの『奇跡』を創り上げたのです。王家に古いにしえより伝わる、い、異界の勇者を呼よび寄よせる盟術を！」


　──ぴくり、と駆真のこめかみが動いた。


　すぐ目の前で声を上げている女に鋭するどい視し線せんを向け、問いを発する。


「アステナといったな。一つ訊きくが」


「あ、はい。な、何でしょうカルマ様。旅立ちの日取りでしたらもう少しあとにお話し致いたしますが……」


　駆真は意図して攻こう撃げき的な視線を作り、言葉を続けた。


「今までの説明は、悪人を倒たおすために、魔法のような力で別の世界から私を呼んだ、というように解かい釈しやくしていいのか？」


「ま、まさか！　悪人なんて可か愛わいいものではありません！　あ、あいつは、ロヴァルツは、生きとし生けるもの全すべての敵てきなのです！」


　泣きそうな表情すら浮うかべてそう訴うつたえるアステナ。しかし駆真はそれを冷めた目で一いち瞥べつするにとどめ、これまた温度のない言葉で繰くり返す。


「重要なのはそこではない。私が聞きたいのは、おヽまヽえヽたヽちヽがヽ、そヽのヽ魔ヽ王ヽとヽやヽらヽをヽ倒ヽすヽたヽめヽにヽ私ヽをヽ呼ヽんヽだヽのヽかヽ、という点だ」


「え……は、はあ……そうなりますが……」


　駆真は目を閉とじ、与あたえられた材料をもとに状じよう況きようを理解した。意味不明な個か所しよも多いが、今彼女が取るべき行動を絞しぼり込むには十分だろう。


「断ことわる」


「…………へ？」


「断る、と言った。すぐに私を元の場所へ帰せ」


　まさか断られると思っていなかったのだろうか、王をはじめ部屋に並ならんでいた一いち団だんは、騒そう然ぜんとした様子で駆真に視線を送ってきた。


「え、で……でも、レーベンシュアイツの危機なんですよ！　ロヴァルツを倒せなかったらこの国は……！」


「国一つくらい知ったことか。在紗のためなら世界も滅ほろべ」


「え……だ、だって、カルマ様は勇者で……」


　駆真はアステナの襟えり首くびを摑つかむとそのまま絨毯の上に彼女を押しつけ、腰こしから抜ぬいた二十四口径の自動拳けん銃じゆう〈漆エボ黒ニー少ガ女ール〉をその側頭部に突つきつけた。


「聞こえなかったか。なら耳の穴あなを増ふやしてやるから今度こそきちんと聞き取れ」


「う、うきゃぁぁぁぁぁッ！　な、何ですかそれ！　私の頭に何か固いのがッ！」


「な、何をなさるのです勇者殿どのッ！」


「アステナ！　アステナっ！」


「ま……まさか我らは、勇者ではなく第二の魔王を呼びだしてしまったのか！」


「い、言われてみれば、目が赤いところとかそこはかとなく魔王っぽい！」
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　口々に叫さけぶ宮廷盟術師や兵士たちを無視し、駆真はより強く銃口を押しつけた。


　その鉄てつ塊かいにどのような機能が備そなわっているかは知らないだろうが、駆真の刺さすような殺気は感じ取れたのだろう。アステナがひぃぃぃぃぃぃ、と情なさけない悲鳴を上げる。


「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいぃぃぃぃぃ、なんかよくわかんないけどとりあえずごめんなさい……ッ！」


「謝あやまる必要はない。すぐに私を元の世界に戻もどせば何もしない。まだなんとか間に合う時間だ」


　言って、駆真はアステナを拘こう束そくしたまま王に視線をやった。実じつ際さいに駆真を召しよう還かんしたのはアステナたちかも知れないが、ここでの最高責せき任にん者しやは間ま違ちがいなく玉ぎよく座ざに座する王であろう。ならば、彼の首を縦たてに振ふらせればよいだけの話だ。


「し、しかし……」


「まずは小指か」


「ああぁぁぁぁ、だから何なんですかそれ！　な、なんか冷たいですよ！」


「安心しろ。一いつ瞬しゆんあとには熱くてたまらなくなる」


「いやぁぁぁぁぁ、やぁぁめぇぇぇぇてぇぇぇぇぇっ！」


「ア……アステナ！　わ、わかった、帰す！　君を元の世界に帰そう！」


　駆真は王の言葉に「そうか」と淡たん泊ぱくに答え、アステナの首くび筋すじから手を離はなした。


　ぜはー、ぜはー、と荒あらくなった息をなんとか整え、アステナが居い住ずまいを正す。周りの面々もその様子に胸むねをなで下ろしたようだ。


「さあ、戻せ」


　アステナの呼こ吸きゆうが落ち着くのすら待たずに、腕うで組ぐみしながら駆真が言う。しかし、


「そ、それは……今すぐにはできないんですよぅ……」


　眉まゆを情けなく八の字に歪ゆがめ、目にはうっすら涙なみださえ浮かべ、アステナが恐おそる恐おそるといった様子でか細い声を出した。


「どういうことだ」


「その……ですから、盟術を使うのに必要なレーベンシュアイツ国内の精せい霊れいたち──幻素は、全てロヴァルツが掌しよう握あくしているんですよぉ……ああ、あの、な、なんでまたその黒いの頭に押しあてるんですかカルマ様。い、いや、痛いたい、痛いですよぉ」


　駆真は心の中で小さく舌した打うちして、銃を収おさめた。無む論ろん気の方は一向に収まらないが、これ以上アステナをいじめても問題は解かい決けつしないだろう。そこにだけは、冷静な指し揮き官かん・鷹たか崎さき駆真の判はん断だん力りよくが生きていた。


「私が元の世界に帰るためには、結局その魔ま王おうを倒さねばならないわけか」


　言葉を切って睨にらみをくれてやると、アステナは涙目でこくこくとうなずいた。


「今すぐ私をそいつの元へ連れていけ。今から三十分以内に片かたを付ければ、まだシャワーの時間はとれる」


「さ、三十分？　む、無理ですよいくらなんでも」


「そんなにそいつのいる場所は遠いのか」


「は、はあ……彼はここから北──隠いん者じやの樹じゆ海かいに囲われた魔王城じようにいます。そこには連れ去られた王女様も……」


「余よ計けいなことはいい」


「は……はい、す、すいませんすいません……、え、ええと、それでですね、ここと魔王城の間にある隠者の樹海は、別名迷まよいの森と呼よばれていまして……あ、あそこを抜けるためには盟めい銀ぎんで作られた導みちびきの磁じ石しやくが必要で……」


「問題ない」


　マーケルハウツの踵かかとを床ゆかに打ち付け、駆真は鼻を鳴らした。そう、その問題は、天てん駆く機き関かんを持つ彼女にとってさしたる壁かべとは成り得ない。


「ま、待って下さい！　勇者様はこれから諸しよ島とうを巡って、仲間を集めないといけないんです！　で、伝でん承しようによれば魔王を倒すのに必要なメンバーは、勇者、盟術師、戦士、盗とう賊ぞく……」


　がしゃん、と拳こぶしを机つくえに叩たたき付ける。


「ひいッ……ごごごめんなさい……ッ！　でも、たとえ城しろに着いたとしても、相手は国中の精霊を掌握した魔王ですよ！　そう簡かん単たんに勝てるはずがありませんっ！」


「私が負けると」


「い、いえ、ゴメンナサイ……」


　またもアステナが頰ほおに汗あせを流しつつ後ずさる。


　と──そのときであった。


　部屋を、爆ばく音おんと震しん動どうが襲おそったのは。


「────っ」


　震度七の地震もかくやというほどの強きよう烈れつな衝しよう撃げきに、壁が、床が、天てん井じようが揺ゆさぶられ、辺りから建材に亀き裂れつが入る音や、梁はりの落ちる音が響ひびいてくる。しかしその震動は長くは続かず、すぐに部屋は平静を取り戻した。


　だが無論、静せい謐ひつとなったのは建物のみである。部屋に集まっていた面々は、顔面を蒼そう白はくに染そめたり、周囲を気にせずわめき散らしたりと、思い思いの行動をとっていた。王などショックのためにか玉座の前にへたり込こんでいる。どうやら腰こしを抜ぬかしたらしい。


「な──何が……一体何がッ！」


　蒼白組であるアステナが、今さらながら両手で頭を覆おおいながら叫さけぶ。しかしその声は、本当に何が起こったかわからない、というよりも、漠ばく然ぜんとだが原げん因いんに予よ測そくがついているという感が含ふくまれていた。


「……自然の揺れではない。人じん為い的なものだ」


　駆真の言葉に、アステナはやはり顔をうつむかせる。彼女も気づいているのだろう──この城が何者かに攻こう撃げきされたということに。そして、それが誰だれの手によるものかということに。


「…………ロヴァルツです。……間違い、ありません。精霊の力無しにこんなことは不ふ可か能のうです」


「今ここに来ているということか？」


「いえ……多分、本人は魔王城に……。彼ほどの力を持ち、しかも国内の精霊を全すべてその手に収めているならば、これくらいの遠えん距きよ離り攻撃は可能だと思います……」


「そうか」


　駆真はアステナを無む理り矢や理り立ち上がらせると、顎あごで扉とびらを示しめした。


「魔王城とやらに案内しろ。それしか方法がないのなら、今は不満は述のべない」


「い、いや、ですから……今の攻撃で魔王の力がわかったでしょう？　そう簡単には……」


「くどい」


「は……はい、わ、わかりました。今すぐ案内しますから、そそそその首にかけた手を外してくださいぃぃぃ……」


　また建物が崩くずれると思っているのか、両手で頭部を覆うような格かつ好こうで、アステナは駆真を先せん導どうし城の外へと向かっていく。


　それなりに巨きよ大だいな城ではあったようだが……駆真とアステナは、存ぞん外がい早く外に出ることが出来た。


　部屋を出てすぐの、豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされた廊ろう下かの壁が、見る影かげもなく破は壊かいされていたからだ。


「ひどい……」


　外に出たアステナは、さらに眉まゆを歪ゆがめた。


　中庭と思おぼしきエリアが、滅め茶ちや苦く茶ちやに破は砕さいされている。石材は崩れて辺りにその残ざん骸がいを散らし、つい数分前までは見事な花を咲さかせていたであろう広大な花か壇だんは炎ほのおに呑のまれていた。この中庭を心血注そそいで作り上げた庭にわ師しに見せたなら、何の冗じよう談だんでもなく発はつ狂きようしてしまうやも知れない惨さん状じようである。無む論ろん、駆真にとってはどうでもいいことだったが。


　しかしアステナにとってそれはよほどショッキングな光景であったらしい。その場にがくりと膝ひざをつき、呆ぼう然ぜんとした感で辺りを見回──そうとしたのだが、もちろんそんなことは駆真が許ゆるさなかった。すぐに首根っこを摑み、地面に沈しずみたがる彼女に無理矢理二足歩行を維い持じさせる。


「時間がないと言ったはずだ。哀かなしみにくれるのは結けつ構こうだが私に迷めい惑わくをかけるな。私を元の世界に送り返したあとで存分に泣け。自由に苦しめ。好きに自殺しろ」


「え……いえ、自殺はする気ないですけど……」


　駆真は弱々しい抗こう議ぎの声など気にする素そ振ぶりも見せずにゴーグルを装着した。アステナの後ろに立ち、彼女の腋わきに両りよう腕うでを差し入れる。


「わきゃッ……な、なにを……？」


「行くぞ。魔ま王おう城じようの方角はどちらだ」


「え、ええと、ここから南西ですけど……」


「そうか」


　短く答えると、駆真は両りよう脚あしと両腕のマーケルハウツを〈浮フロート〉駆く動どうさせた。


　両手で抱かかえ込んだアステナごと、ゆっくりと上じよう昇しようしていく。


「う、うひゃへひぃひょぉぉぉあぁおあぁぁっぁぁぁッ！」


　アステナが珍ちん奇きな悲鳴を響かせながら、両手両脚をばたばたと動かす。


「静かにしろ。落ちるぞ」


「だ、だって……せ、精せい霊れいの力がないのになんで浮ふ遊ゆうなんて『奇き跡せき』が……っ！」


「黙だまれと言った。警けい告こくはここまでだ」


「は……はひ」


　大人しくなったアステナの身か体らだを揺らしながら、駆真はさらに天駆機関を上昇させた。そして背せの高い建物や樹じゆ木もくに触ふれる心配のない高度にまで達してから上体を倒たおし、足を縮ちぢめる。


　その駆真の動作に、何をするのかを漠然と感じ取ったのだろう、アステナが、静せい粛しゆくの禁きんを破やぶって細々とした声を出した。


「あのぉ……私、マントの下はローブなんですけど、ええと、下から見ると、その……」


　言って、恥はずかしそうに足をすり合わせる。


「問題ない。よほど動体視し力りよくの優すぐれた人間が下にいない限かぎりはな」


「え……えーと……それって」


「喋しやべっていると舌したを嚙かむぞ」


　足を伸のばすと同時、マーケルハウツを〈翔ソア〉駆動させる。


「あッきゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────────」


　アステナの叫さけびは、後半にいくにつれて駆真の耳には届とどかなくなっていった。彼女が声を出すのを止めたのかも知れないし、耳元を過すぎていく超ちよう高こう速そく度どの風に、その音声が阻はばまれてしまったのかも知れない。──恐おそらくは後者だろう。


　しかし駆真にスピードを緩ゆるめる気などはない。それどころか、両脚に装そう塡てんされている推すい進しん剤ざいを使い切ってしまうような勢いきおいをまったく殺すことなく、〈翔ソア〉駆動を続けた。








「魔王城──あれか」


　駆真が憔しよう悴すいしきった様子を見せるアステナに言うと、彼女は吐はき気を飲み込むような仕草を見せたあと、なんとか首を縦たてに振った。


「よし」


　言って天駆機関の駆動を〈浮フロート〉に切り替かえ、空中で身体を起こす。


　樹海の上空をわずか十分程てい度どで抜ぬけた駆真とアステナの眼がん下かには、蔦つたと苔こけだらけの巨きよ大だいな城じよう壁へきが聳そびえていた。内側には幾いく本ほんもの尖せん塔とうが剣けん山ざんのように建ち並ならび、禍まが々まがしいシルエットを描えがいている。そしてそれらの中央に、一ひと際きわ大きな居パレ館スのような建物が確かく認にんできた。


「それで、魔王とやらはどこに居いるんだ」


「は……はい、多分、中央の居きよ館かんに……」


「そうか」


　ならばいちいち城門から入ってやる道理はない。駆真は再ふたたび足を縮めると、天駆機関を〈翔ソア〉にセットし、城壁を越こえるために空を蹴けった。


　しかし。


「──ッ、なに──？」


　ちょうど城壁の真上に差し掛かかったときであろうか、駆真は見えない壁に激げき突とつしたかのような衝しよう撃げきを感じ、天駆機関を〈停ステイ〉に切り替えた。


　訝いぶかしげに目を細め、何もないはずの空間を爪つま先さきでつついてみる。と、まるで石いし造づくりの壁を蹴っているかのような硬かたい感かん触しよくが、マーケルハウツ越しに駆真の足に届いた。


「アステナ、なんだこれは」


「……ん、──っ、…………え、ええと……」


　問うと、アステナが鼻水を啜すするような音を立ててから返してきた。よく見ると、その両目には涙なみだが溜たまっている。おそらく駆真に抱えられるような格かつ好こうになっていたので、見えない壁に顔からぶつかってしまったのだろう。


「わ……私たちの扱あつかう盟めい術じゆつとは組成が違ちがうので詳くわしいことまではわかりませんが……おそらく、結界構こう築ちく系けいの盟術に近いと思います。こ、これほど広こう範はん囲いのものを形作るのには相当量の精霊が必要になりますが……今の魔王になら容た易やすいことでしょう……」


「……面めん倒どうな」


　忌いま々いましげに吐き捨すてて、駆動を〈着タツチ〉へ。城壁のすぐ近くに着地し、アステナの腋から手を抜いた。


　まこと腹はら立だたしいが、空中からの侵しん入にゆうは難むずかしそうだ。仕方なく、駆真は自分の身の丈たけの五倍はあろうかという巨きよ大だいな城門に視線をやった。


　苔こけ生むした石材の壁に、堅けん牢ろうそうな鎧よろい戸どが隙すき間まなく設しつらえられている。お世辞にも素す敵てきな趣しゆ味みとは言い難がたいが、見る者に威い圧あつを与えようというのが城主の意図ならば、これほどの成功例を他ほかに挙げるのは困こん難なんを極きわめるだろう。それを示しめすように、城しろを見たアステナは、傍はた目めにも容よう易いに知れるほど露ろ骨こつに足を震ふるわせていた。


「ほ、ほほほほんとに行くんですかカルマ様……」


「当たり前だ。私は早く蒼穹園に帰らなければならない」


「で、でも、なんの準じゆん備びもせずいきなり──ひッ！」


　アステナの言葉は、突とつ如じよ響ひびいた雷かみなりの音によって遮さえぎられた。


　そう、まだ日の高い時じ刻こくであるというのに、魔ま王おう城じようの周囲だけは外界から切り取られたかのように分ぶ厚あつい暗雲に覆おおわれ、時折雷らい鳴めいさえ響かせていた。


　駆真はふと、後方を向いた。本来ならば長い時間をかけて通り抜けねばならなかったはずの隠いん者じやの樹海は、城の上空ほどではないにしろ薄うす暗ぐらく、霧きりがかかっているように見える。もしかしたら、これらも魔王とやらの力なのかも知れなかった。


　そう考えると、なるほど隠者の樹海とは、地を行く者にとってはさぞ険けわしい関門に違いない。アステナの話によれば、その致ち命めい的な見通しの悪さに加え、森の中には凶きよう暴ぼうな野や獣じゆうや毒虫などが跋ばつ扈こし、城への道を阻んでいるのだという。


　──無む論ろん、それらを眼がん下かに据すえて空を舞まう駆真には、どれもこれもさして関係のないことではあったのだけれど。


「──それで。城内に入る方法は？」


「……え？　あ、え、ええと、いや、その……」


　駆真の問いに、アステナが肩かたを震わせ、目を泳がせながら返す。


「方法は？」


「えとですね……あ、そのぉ……」


「なんだ」


「いや……あの……わからな、え、いや、なんでまたその黒いのこっちに向けるんですか……？　い、いや、怖こわい、怖いですからッ！」


　情なさけない叫さけびとともに、アステナが頭を押おさえてうずくまる。駆真は小さく舌した打うちして銃じゆうを仕舞うと、役立たずから目を外して再ふたたび鈍にび色いろの門を睨ねめ付けた。


　と──


「────ん？」


　駆真はその異い変へんに眉まゆをひそめた。


　とはいえそれも仕方のないことだろう。何しろ地響きにも似にた重苦しい音と悲鳴じみた甲かん高だかい軋きしみを響かせて、城門がゆっくりと開いていったのだから。


　永ながらく手入れされていなかったことを示すように随ずい所しよからぱらぱらと砂すなが落ち、絡からみついていた蔦つたが順に石いし畳だたみに横たわっていく。反はん射しや的に周囲と、門の内側に視し線せんを巡めぐらすが、門を開けたと思おぼしき人ひと影かげはない。門自体に何らかの仕し掛かけがあったのかも知れないし、魔王の力なのかも知れなかった。


「……ふん、随ずい分ぶんと丁てい寧ねいな応おう対たいだな」


　門から覗のぞく城内の様子は、寂さびれた廃はい城じようそのものである。目に入るものは、あちこちが崩くずれ、随所から雑ざつ草そうの生えた石畳くらいのものだった。


　開門と同時に駆真の背せに隠かくれていたアステナが、そろそろと顔を出して、辛かろうじて窺うかがい知れる城内に視線を送る。そして例の如ごとく震えた手で駆真の服の裾すそを引っ張ぱった。


「ど、どど、どう考えても罠わなですって……やっぱり一いつ旦たん帰りましょうよ……！　退ひくことも勇気だって、昔の偉えらい人が言ってた気がします……！」


　無論そんな言葉が駆真の耳に入るはずもない。彼女は微み塵じんも迷まよいなく、城内に続く石畳の上に金きん属ぞく音おんを響かせた。


「ま、待ってくださいぃぃ……！」


　情けない声を上げながら、アステナが駆真の背にぴったりとくっついてくる。少々鬱うつ陶とうしく思った駆真ではあるが、別べつ段だん気にするほどのことでもあるまい。


　嘲あざけりと呆あきれを含ふくんだ吐と息いきをして、駆真はアステナを引きずるような格好のまま歩みを進めた。門を通り抜ぬけ、城内へと入る。


　その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんを伴ともなって、今潜くぐってきた城門がぴたりと閉とざされた。


「ひ、ひぃぃぃッ！」


「少し黙だまれ」


「で……でも、でもッ！　逃にげ道が塞ふさがれちゃいましたよ……！」


「問題ないだろう。初めから逃げる気などない」


「そ、それは、て、ええ、えええええええええッ！」


　アステナの悲鳴に弾はじかれるように、頭を居館の方へと向ける。


　先さき程ほど城門から内部を窺ったときは、生物の気配など影も形もなかったはずである。しかし今そこには、鈍どん重じゆうそうな甲かつ冑ちゆうで全身を固めた兵士たちがずらりと整列していた。


「……何だ、あいつらは」


「ま、魔王の配下の虚きよ兵へいたちですっ！」


「虚兵？」


「う、動く鎧よろいのことです！　おお、おそらく……ッ、魔王の幻げん術じゆつか何かで今まで隠れていたんですよ……！」


　駆真は舌打ちとともに、眼球運動のみで敵てき勢ぜいを見み渡わたした。城門を抜けた駆真たちを囲うようにして、少なく見積もっても百人以上の兵士たちが凶きよう悪あくな形の剣けんを構かまえている。


「ほほ、ほら、ややややっぱり罠だったじゃないですかどうするんですかどうしてくれるんですかカルマさまふぉぐッ！」


　耳みみ障ざわりな悲鳴を拳こぶし一発で解かい消しようし、駆真はすっかり大人しくなったアステナの身か体らだを再さい度ど抱かかえると、天駆機関を〈浮フロート〉駆く動どうさせる。


　その甲冑に感かん情じようがあるのかは知らないが、前方の兵士たちが驚おどろいたように頭部を少し揺らした。


　指し揮き官かんらしき鎧が剣を駆真に向ける。途と端たん、轟ごう声せいを上げて虚兵たちが一いつ斉せいに突とつ撃げきしてきた。


「ふん」


　普ふ通つうの人間であれば怯ひるんでその場に立ちつくしてしまうであろう迫はく力りよくの中、駆真は毛ほどの動どう揺ようもなく空中へと舞い上がった。今まで駆真が居いた地点に敵てき意いの滲にじんだ刃やいばが殺さつ到とうし、けたたましい音を鳴らす。


　駆真はアステナを小こ脇わきに抱えたまま〈翔ソア〉、辺りの兵士や左右の尖せん塔とうには目もくれずに、魔ま王おうが居るという居館を目指す。短たん剣けんを投とう擲てきしてくる敵もいたが、そんなものが駆真に命中するはずもない。優ゆう雅がさすら伴ともなわせてそれらをかわし、一直線に目的地へと飛ぶ。


　とはいえ、居館の扉とびらは地上に存そん在ざいしている。その前に並ならんだ兵士たちはどうしても無む視しできなかった。


「退どけ！」


　言っても聞くはずがないことは分かっている。それは自らの攻こう撃げきの合図という感が強かった。その一いつ喝かつとともに右足を水平に走らせ、扉の前の兵士二人を、構かまえた剣ごと真横に吹ふき飛ばす。


　そのまま勢いきおいを殺さず身体を一回転させ、居館の扉に踵かかとを突つき立てる。木もく製せいの扉はその衝しよう撃げきに耐たえきれず、すぐさま無数の破は片へんとなった。


「あぃたたたたたッ！」


　飛び散ったそれらを顔面に受けたらしいアステナが騒さわぐが、駆真はまるで気にせず居館の内部へと身を躍おどらせた。その際さいアステナを抱えている腕うでに重い手て応ごたえを感じ、「ぐえっ」とか「おごっ」とかいう苦く悶もんが聞こえた気もしたが、あまり気にすることもないだろう。


　居館の中は完全な漆しつ黒こくではないものの、辛かろうじて歩行できる程てい度どの照明が設しつらえられているだけである。広い廊ろう下かであるということだけはわかるが、細かな装そう飾しよくや奥おくの様子などはまるで窺い知れなかった。


　しかしそこで止まっているような余よ裕ゆうはない。駆真は天駆機関を再度〈翔ソア〉にセットすると、黴かび臭くさい空気を裂さいて居館の奥へと舞まった。


　居館の内部になんらかの罠が仕し掛かけられている可か能のう性せいも確たしかにあったが、今最も恐おそろしいのは、落とし穴あなや吊つり天てん井じようのようなトラップでも、広間に待ち構える幾いく百ひやくの敵でもなく、行き着いた先に魔王が居ない、という事じ態たいであった。


　城じよう内ないのどこかにいるのであればまだいいが、これ見よがしに駆真らを誘さそい込こんでおいて、本人はまったく別の場所にいる、という可能性も、決してゼロではない。もしそうであった場合、駆真はやつあたりのためアステナを徹てつ底てい的にぼこぼこにせざるを得ないだろう。


　アステナがびくっと身体を震ふるわせるのが腕に伝わる。駆真の思考が漏もれ出たのかとも思ったが、どうやら原げん因いんは別にあるらしい。駆真は前方──アステナの視線の先を見た。


　長い廊下の最さい奥おう。そこに、禍まが々まがしい悪あく魔ま像ぞうを両りよう脇わきに従したがえた扉があった。


「──つ、造つくりからして、おそらくここが謁えつ見けんの間です……」


「………………」


　無言で着地し、アステナを解かい放ほうする。彼女はその場にへたり込むと、右手で顔面、左手で腰こしを押さえ、ついでになにやら吐はき気を堪こらえるような声を漏らした。


　後方を見るが、居館の外でひしめいていた兵士たちは一人も確かく認にんできない。足音すらしないところを見ると、居館に入ってすらいないようである。もしかしたら、ここに足を踏ふみ入れることを魔王に許ゆるされていないのかも知れない。無む論ろん、駆真たちが誘い込まれただけという可能性もあったのだが。


　それらの懸け念ねんをすべて放ほうって、駆真は扉を押し開けた。


　アステナの言葉通り、扉の向こうは謁見の間であったようだ。広間のように開けた空間に、城主の権けん威いを示しめすためにか、豪ごう奢しやな装飾が施ほどこされた照明が提さげられている。


　壁かべ、床ゆか、天井も同様に、規き則そく的な図案や細さい緻ちな彫ちよう刻こくなどで飾かざられ、天井付近には、時折外の雷らい光こうを屋内に届とどけるステンドグラスがはまり込んでいた。もっとも、それが形作っているのは天使や聖せい者じやなどではなく、竜りゆうと悪魔の混まじったようなよくわからない生物だったのだけれど。


　そしてその部屋の奥、数すう段だん床が高くなった場所に、一ひと際きわ煌きらびやかな細工の施された玉ぎよく座ざが設えられていた。


　そこに。


　彼は、いた。


「──ま、魔王、ルーン・ロヴァルツ……っ」


　アステナが今までにない戦せん慄りつした調子で言い、駆真の腰元にしがみついてくる。


　駆真は鬱うつ陶とうしげに彼女の頭を押しのけながらも、前方に超ちよう然ぜんと腰こし掛かける男を睨にらみ付けた。


　魔王、という呼こ称しようから、もっと化け物じみた容よう姿しを想そう像ぞうしていたが、外見は人間とさほど変わらなかった。これならば空エ獣アの方がよほど異い形ぎようと言えるだろう。


　左ひだり頰ほおに隈くま取どりのような紋もん様ようを持った、浅黒い肌はだの男である。側頭部からねじくれ曲がった角が生えているのが、ヒトとの決定的な違ちがいだった。漆黒の外がい套とうに身を包んだその姿すがたは、ともすれば闇やみに溶とけ込んでしまいそうですらある。


「──我わが精せい鋭えいたちを退しりぞけてここまで辿たどり着くとはな。


　誰だれかと思えば、レーベンシュアイツの盟めい術じゆつ師しか」


　底冷えするような声が、大気を静かに震わせる。


　魔王はアステナの正体を察すると途と端たん興きよう味みを失ったように、今度は駆真に視線を這はわせてきた。よく見ると、白目と黒目の色が反転しているかのような、不気味な色味の眼めをしている。


「貴き様さまは──何者だ」


「こ、こここここの方は、異界より、お、おまえ、ええと、あの、その、あ、あなたを倒たおすために我われらが召しよう還かんした勇者、カルマ様……だっ！　で、です……！」


　魔王に応おうじたのは、駆真ではなくアステナだった。もっとも、その台せり詞ふは強気なのか弱気なのか分からないようなものだったのだけれど。


「……勇者、だと──？」


　傍はた目めにも容よう易いに知れるほど、魔王の顔が歪ゆがむ。


「不ふ愉ゆ快かいな。悠ゆう久きゆうにも近い封ふう印いんからようやく目覚めたというのに、斯か様ように早くその名を耳にするとは」


　忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄よせ、駆真への視し線せんをさらに鋭するどいものにする。


　しかし駆真はその獲え物ものを射い竦すくめるような眼がん光こうの中心に据すえられてなお、身じろぎ一つしなかった。その代わりに、彼女の背せに隠かくれていたアステナはとうとう立っていることすらできなくなってしまったらしい。その場に臀でん部ぶをつけ、先ほどよりも数倍激はげしく全身を震わせている。もし前方に駆真が立っていなかったのなら、そのまま失しつ禁きんしていたかも知れない。


　そんなアステナを一いち瞥べつしてから、駆真は魔王と視線を混まじらせる。二対ついの眼から発せられる異様な気き迫はくは、二人の中央で化学反はん応のうでも起こしたかのように混こん沌とんとなって、部屋中に緊きん迫ぱくした空気を撒まき散らした。


「解げせぬな」


　その緊きん張ちよう感の中、先に口を開いたのは魔王だった。深く吐と息いきすると、駆真に向けた視線はそのまま、軽くあごを上方へやる。


「かつての勇者もそうであった。何な故ぜそこまで盟術師どもに肩かた入いれする。正せい義ぎか？　使命か？　ふん、そのような問答は千年昔に飽あい──」


　魔王の言葉は、途と中ちゆうで止められた。


　理由は至し極ごく単たん純じゆん。駆真が一いつ瞬しゆんのうちに魔王との間合いを詰つめ、彼の脇わき腹ばらに天駆機関の一いち撃げきを叩たたき込んだからだ。小型空エ獣アの頭ず蓋がい程てい度どなら一撃で割わる威い力りよくを持つ脚きやく蹴しゆうは、魔王の身か体らだを速すみやかに玉座から追放し、精せい緻ちな彫刻が施された壁に叩き付けた。


「か──カルマ様ッ！」


「──ふん」


　敵てきを前に口上を垂たれるなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ。相手が存そん在ざいするその瞬間から、戦せん闘とうは開始している。


　まるで騎き士しとは思えない戦法ではあるが、誇ほこりよりも生きることを、そしてそれよりも姪めいの在紗を優ゆう先せんする駆真にとって、卑ひ怯きよう者ものの謗そしりなどさしたる痛つう痒ようにもなりはしない。だから駆真はこの奇き襲しゆうも、何に恥はじるでもなく誇ってみせた。


　しかし、相手は仮かりにも魔王の名を持つ男である。苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、髪かみを乱みだしつつも、すぐに壁に手をつき立ち上がった。憎にく々にくしげに駆真を睨み、唇くちびるに滲にじんだ血を指で拭ぬぐい取る。


「……微み塵じんもためらいのない見事な奇襲だ。まるで勇者とは思──」


　無む論ろん、駆真は言葉の終わりを待ちはしない。魔王が完全に体たい勢せいを立て直す前に天駆機関を〈翔ソア〉駆く動どうさせ目標に接せつ近きん、再さい度どその頭部に蹴けりを見み舞まう。


「ぐ──ッ」


　しかし今度は魔王も身み構がまえていたのだろう、首を巧たくみに反そらし、鎚つちのような脚蹴の威力を殺す。


　駆真は脚に伝わる感覚でそれを察すると、即そく座ざに噴ふん出しゆつ口こうの角度を変え、全身を折り畳たたむように下方へとやった。そしてまたも〈翔ソア〉、魔王のあごを蹴り上げる。


「──っ、な──」


　これは魔王も避よけきれなかったらしい。駆真は短い驚きよう愕がくを聞きながら彼の頭を撥はね上げた。
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　ここで相手を休ませるのは得とく策さくでない。駆真は素す早ばやく身をひねって地に足をつけると、今度は両手の天駆機関を〈翔ソア〉、魔王の腹ふく部ぶに拳こぶしを打ち込む。


　が──魔王も大人しく駆真の猛もう攻こうを受け続けるほど甘あまくはないらしい。駆真が体勢を戻もどす瞬間を狙ねらってその場を離り脱だつする。そしてその際さい何かを呟つぶやいたかと思うと、彼の両手の指全すべてに淡あわい光が灯ともった。


「調子に──ィ…………乗るなぁぁッ！」


　魔王が裂れつ帛ぱくの気合いとともに両手を勢いきおいよく振ふり上げる。するとその指先から光が放たれ、十の線となって駆真に襲いかかってきた。


「────っ」


　迷まよわずマーケルハウツを〈翔ソア〉、後方に飛び退のく。十の光線のうち五本が今居いた場所に突つき刺ささり、石いし造づくりの床ゆかを破は片へんに変えた。その光の破は壊かい力りよくを示しめすように、派は手でに粉ふん塵じんが巻まき上がる。


　しかし光線はもう半分残っていた。砂すな煙けむりを裂くようにして迫せまり来る強きよう襲しゆう者しやたちは、それぞれ異ことなった形の軌き跡せきを描えがきながら駆真に向かって猛もう進しんする。


「ち──」


　加か減げん速そくを複ふく雑ざつに繰くり返しながら、部屋中を飛び回る。駆真は軌道の異なる光線群を巧みに誘ゆう導どうすると、先ほどの要よう領りようで壁かべ、床、天てん井じように自分の身代わりをさせていった。一度感覚を摑つかんでしまえば、千を越こえる空エ獣アの隙すき間まを縫ぬって空を舞う駆真にとってはさほど難むずかしい作業でもない。順調に最後の一ひと条すじを壁に誘さそい込み、爆ばく散さんさせる。


　だが、魔王もそれを悠ゆう長ちように見ているだけではなかった。駆真が全すべての光線を無力化する十秒ほどのわずかな間に、彼の手には先ほどよりも遥はるかに巨きよ大だいな光の塊かたまりが出しゆつ現げんしている。


　小さく魔王の口が動く──「終わりだ」。


　魔王が両手を駆真に向けると、その手に集積されていた光が、凄すさまじい奔ほん流りゆうとなって襲いかかってきた。先ほどの光線で砕くだけ落ちた天井の破片がそれに触ふれた瞬間、音もなく消しよう滅めつする。


　駆真は舌した打うち一つをその場に残し、天駆機関を駆動させた。まさに目前──髪かみの端はしが焼かれるような距離を、巨大な光柱が通り抜ぬけていく。


　首を捻ひねり、魔王の方を向く。彼は光を放った姿し勢せいのままこちらを向いていた。まだ追撃のための光を出現させられてはいない。


　好機──しかし、駆真も無理な回かい避ひ運動のため、不自然な姿勢になってしまっていた。加え、存外魔王との距離が離はなれている。速そつ攻こうの攻こう撃げきを仕し掛かけるにはあまりに不利だった。


　駆真は瞬まばたきほどの時間で感覚的にそれを悟さとると、即座に腰こしから銃じゆうを抜き、魔王に向かって引き金を引いた。


　無論、もともと射しや撃げきが不得手である駆真が、今の状じよう況きようで命中させられるはずはない。しかし魔王の足あし下もとに火花を散らした銃じゆう弾だんは、一いつ瞬しゆん彼の気をそちらに向けさせることに成功した。


「ッ！」


　その刹せつ那なの隙すきに身か体らだの向きを変え、駆真は一直線に魔王へと向かった。そしてその側頭部に、今までで最も加速をつけた一撃を見舞う。


「──っく──ァ！」


　苦く悶もんとともに、数メートル先まで魔王が吹ふき飛ぶ。駆真はその後を追い、天駆機関の踵かかとで仰あお向むけに倒たおれた彼の胸むねを踏ふみつけると、眉み間けんに〈漆エボ黒ニー少ガ女ール〉を向けた。


「カルマ様！」


　後方からアステナが走り寄よってくる。駆真が煩わずらわしげにそちらを一いち瞥べつすると、それに合わせたように甲かつ冑ちゆうに包まれた脚あしに、微び弱じやくな震しん動どうが伝わってきた。


　──魔王が、笑っている。


「──ふ、ふふ。なかなかやるではないか」


　軽く首を起こし、自分から額ひたいを銃口に近づけさせるような格かつ好こうで、狂きよう喜きにも似にた笑えみをさらに濃こくする。


「それでこそ私も本気でやれるというもの──！」


「──ッ！」


　突とつ然ぜん魔王の全身が白く光り輝かがやいたかと思うと、駆真の身体は彼の身体から発された強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はによって後方へと吹き飛ばされた。


「く……！」


「ひぁぁぁぁぁッ！」


　なんとか空中でバランスをとって着地する。ちなみにアステナは駆真のさらに数メートル後ろに顔からダイブした。


「ふ、は、は、は、は」


　魔王の笑いが途と切ぎれることなく謁えつ見けん室しつに響ひびき渡わたる。


　やがて魔王の身体の光が消え、その姿が再ふたたび鮮せん明めいに見えるようになっていった。駆真は違い和わ感に眉まゆをひそめる。明らかに、魔王の容よう貌ぼうが先ほどと違ちがって見えた。肩かたは鎧よろいさながらに隆りゆう起きし、背せからは翼つばさ、臀でん部ぶからは尾おまで生えている。口は耳まで裂さけ、額ひたいからは新たな角つのが出現し、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを放ちながらも人間のものと認にん識しきできていた顔は、真に化け物じみた様相を呈ていしていた。


「……なんだ、あれは」


「だ……第二形けい態たいです……！　千年前に魔王を封ふう印いんした、せ、先代勇者様の手記にあった通りです……！」


「待て。聞いていないぞ」


　駆真が後方で鼻をさすっているアステナを睨にらむ。──が、そのような問答をしている余よ裕ゆうは与あたえられないようだった。すぐさま異い形ぎようと化した魔王が駆真に向かって突進してくる。


「──ち」


　苛いら立だたしげに舌打ちし──しかし駆真は退しりぞかない。迫せまり来る魔王に向かって天駆機関を駆く動どうさせると、彼の膨ぼう張ちようした腕うでの力強い一撃をするりとかわし、その鳩みぞ尾おちに踵を突つき立てた。


「ぐ──」


　苦しげな魔王の声など気にすらかけず、そのまま上体を起こして銃口を敵てきの眉間に当てる。蟻ありの触しよつ角かくほどの逡しゆん巡じゆんもなく、発はつ砲ぽう。射撃の衝撃に腕が上方へ弾はじかれると同時、魔王が後方に倒れ込こんだ。


　しかし。


「ふ……ふふふふふふふふふ」


　数秒の間をおいて、魔王がまたも高こう笑しようを上げる。


　そして魔王の身体が輝いたかと思うと、今度は下半身が蛸たこのように分かれ、腹はらに巨大な口が出現した。心なしか、体たい軀くも大きくなっている。


「…………どういうことだ」


　半はん眼がんでアステナに問う。すると彼女は不自然に目を泳がせた。


「え……ええと、第三形態……です」


「……先代勇者の手記には、何形態目まで記されているんだ」


「……いや、あの、その………………第百八形態まで」


「…………」


　駆真は無言でアステナを睨ねめ付けた。


　と、さらなる異形へと変へん貌ぼうを遂とげた魔王が、顔と腹で同時に笑いながら、駆真に目を向けてきた。


「ふふ。今までに見まみえたことのない勇者よ。なんと容よう赦しやのない戦いか」


　凄せい絶ぜつな笑み。気の弱い人間であればそれだけで失神してしまいそうですらあった。


「どうだ──？　そのような情なさけない盟めい術じゆつ師しなど見み限かぎり、我われらの側につかんか。


　……なに、難むずかしい要求などせぬさ。私の邪じや魔まをしなければそれでいい。さすれば私の力を以もつて、貴き様さまの望みを何なりと叶かなえてやろう」


「な……ッ！　こ、ここここまでやられておきながらなにを──ッ！」


　魔王の提てい案あんに、アステナが狼ろう狽ばいの声を上げる。


　駆真はふん、と鼻を鳴らした。そう、返答など決まり切っている。


「そうか。ならよろしく頼たのむ」








「………………」


「………………」


「………………」


　沈ちん黙もくが、流れる。


　アステナは信じられないものを見たかのような表ひよう情じようのまま固まり、魔王もまた、額に汗あせを滲にじませている。謁見の間でただ一人、駆真だけが平然とした様子で腕を組んでいた。


「……ええと」


　魔王が、頰ほおをかきながら言葉を絞しぼり出した。


「…………いいのか？」


「ああ。私はこいつが言ったように別の世界から連れてこられた人間でな。望みは一つだ。私を元の世界に帰してくれ。可か能のうか？」


「あ……ああ。それくらいなら容た易やすいが」


「そうか。なら交こう渉しよう成立だ。好きにレーベンシュアイツを侵しん略りやくしてくれ」


　と、こともなげに言い放った駆真の服の裾すそが引っ張ぱられる。見やるとアステナが戦せん慄りつした様子で駆真を見上げてきていた。


「な、ななな何を仰おつしやっているんですかカルマ様ぁ。え、ええー、私ワカンナーイ……カルマ様が何言ってるのか全然ワカンナーイ……」


「若じやく年ねん性せい認にん知ち症しようか。気を付けろよ」


「そそ、そうじゃないでしょうっ！　カルマ様、自分が何を言っているのかわかっているんですかッ！　は……っ！　まさかもう魔王の術に操あやつられて……ッ？」


「いや、私は何もしておらんが……」


　魔王が戸と惑まどいを孕はらんだ声で返す。きっとこんな返答をする勇者は初めてなのだろう。


　駆真は鬱うつ陶とうしげにアステナの手を振ふり払はらうと、彼女にひらひらと手を振った。


「そういうわけだ。まあ、がんばれ」


　そして呆ぼう然ぜんとした彼女を放ったまま魔王に向き直り、「さあ」と両手を広げた。


「早くしてくれ。私には時間がない」


「……最後にもう一度だけ確かく認にんするが、本当にいいんだな？」


「くどい。早くしろ」


「あ……ああ」


　魔王は腑ふに落ちない顔をしつつも駆真に手をかざした。すると途と端たん駆真の身か体らだは光に包まれ、脚きやく部ぶから徐じよ々じよに空気に溶とけていった。


「う……う、う……」


　後方から、恨うらみがましいアステナの声が聞こえてくる。


「裏うら切ぎり者ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　その余よ韻いんを耳に残しながら、駆真はレーベンシュアイツから消え去った。
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「えー、みんな知っての通り、現げん在ざいの蒼そう穹きゆう園えん南部には、大陸暦九六一年から一三四九年の間、皇おう華か栄えい禅ぜんという国が存そん在ざいしていたと言われているのね。この国は──」


　しきりに眼め鏡がねの位置を直しながら、担たん任にんの安あ倉くら善よし子こ教きよう諭ゆが黒板に文字を連ねていく。在あり紗さはそれをノートに書き留とめてから苦く笑しようした。九く六ろ一い陰いん謀ぼう皇華栄禅、一い三さぎ四よ九く散る。なるほど、分かりやすい覚え方だ。


「冠かん仙せんにある皇華遺い跡せきでも有名ですね。──じゃあ問題、この遺跡は、別名なんと呼よばれているでしょうか。はい、嶋しま内うち君」


「え？　あー、ええと、人形遺跡、だったかな」


「はい、正せい解かい。たくさんの人形が見つかったことから、人形遺跡とも呼ばれています。みんなここ重要だからちゃんと覚えておいてねー」


　ポイントであることを示しめすためにか、善子が赤のチョークでその語ご句くに下線を引く。


　今は三時間目。社会の時間であった。黒板には蒼穹園の歴史における重要なキーワードが書き並ならべられ、簡かん略りやく化かされた年表のようになっている。主に中世期。蒼穹園が今の名を持つ前の歴史である。


「……ふぁ」


　別に授じゆ業ぎように不満があったわけではないのだが……小さなあくびが一つ、漏もれる。どうやら昨日よく眠ねむれなかったのが災わざわいしているようだった。やはりなんだかんだ言っても、在紗も今日の授業参観は楽しみだったのだ。


「皇華栄禅の国教は初期の壬み耶や聖せい教きようなのね。だから人を作る、イコール神の業わざと考えられていたらしく、女じよ性せいの地位が非ひ常じように高かったと言われているの。……それで、少しでもその域いきに近づこうと男性たちは人形を作り始めたみたい。皇華人じんたちのこだわりはすごいわよ？　とりあえずどんなモノも人型に近づけようとしているからね。機能上人型にならないようなもの──たとえば武ぶ器きや家なんかにも、顔と手足のような装そう飾しよくをつけることが定められていたってくらいだから」


　在紗は目をこする。教きよう壇だんで説明を続ける善子先生の声が、段だん々だんと子こ守もり歌うたのように聞こえてきた。


　視し界かいがゆっくりと、上下に運動する。目の前の美み須す々ずの頭、そしてそのもっと奥おくに見える先生や黒板。それらが不ふ規き則そくに、ゆらり、ゆらりと揺ゆれている。まるでそれらを舟ふねの上から眺ながめてでもいるかのような感覚。波は緩かん慢まんに、しかし確実に高さを増ましていくようで、在紗の視界は徐じよ々じよに下方へと流されていった。


「……ぅっ」


　慌あわてて手の甲こうをつねり、机つくえに向いていた顔を前方に起こす。どうやら今の微ま睡どろみは先生に気づかれてはいなかったらしい。とりあえずそのことに安あん堵どして、在紗は文章の途と切ぎれていたノートにペンを走らせ始めた。


「とても高度な文明を持っていたとも言われ、大陸暦一一〇〇年を越こえた辺りから、機き功こう人形みたいなものも作られていたみたい。今でも動くものが確認されているくらいよ。ほら、資し料りよう集しゆうに載のってるでしょ？」


　机き上じようの資料集に視線を落とす。想そう像ぞうよりも遥はるかに人間に近い形をした造ぞう形けい物ぶつの写真が載っていた。正直、少し気持ち悪い。


「中でも後期のものは、驚おどろくほど精せい巧こうなものが多いのよ。国が滅ほろびる間ま際ぎわには、完全な人じん造ぞう人にん間げんさえ作られてたんじゃないかー、ってオカルト好きに噂うわさされるほどにね」


　善子先生がニヤリと笑いながら言う。基き本ほん的に良い先生なのだが、社会の授業になると途と端たんに話が脱だつ線せんしやすくなるきらいがあった。


　が、在紗にその言葉はよく聞こえていなかった。資料集を見るために顔を下に向けたのが良くなかったのかも知れない。段々と意い識しきが朦もう朧ろうとしていき、視界が狭せまくなっていく。


「………………」


　ノートの上を走っていたシャープペンの芯しんが弾はじけ、前方に飛んでいった。知らず知らずのうちに体重がかかってしまったらしい。


　ペンの尻しりをノックし、新たな芯を出しながら、ぼうっと黒板を眺ながめる。


　と、その際さい先生と目があった気がした。細い目のために、あまり視線が窺うかがえない人ではあるのだが。


「んー、じゃあ鷹たか崎さきさんに答えてもらおうかしら」


「…………え」


　急に指名を受け、在紗は一いつ瞬しゆん身か体らだを硬こう直ちよくさせた。一気に眠ねむ気けが吹ふき飛ぶが──遅おそい。自分の名前が出されるまで、まるで先生の話が耳に入っていなかったのだ。


「え……ええと……」


「ん？　どうしたの？」


　在紗がどうにか問題の情じよう報ほうを得ようと黒板や教科書に目を這はわせていると、前方にノートの切れ端はしのようなものが出しゆつ現げんした。どうやら前の席の美須々が手を後ろに回し、在紗の机の上に置いていったらしい。


「……轍わだち野の来らい茜せん……ですか？」


「むー、惜おしい。それはこっちだね。正せい解かいは紅くれ柳やなぎ想そう蘭らん。重要なところだから覚えておいてね。──でも、珍めずらしいわね、鷹崎さんが間ま違ちがえるなんて」


「……えと、すみません」


　小さく頭を下げながら前を見ると、美須々が焦あせったように黒板とノートを交こう互ごに見ているのがわかった。数瞬おいて、再ふたたび小さな紙切れを在紗の机に置いてくる。そこには『ゴメン！』の一言と、ウサギと犬の混まじったようなキャラクターが盛せい大だいに汗あせを飛ばしながら謝あやまっている絵が描かかれていた。


「…………」


　在紗は小さく笑うと、メモ帳を一枚まい切り取り、『いいよ、ありがと』と書いて二つに折り、先生の目を盗ぬすんで美須々の肩かたに載せた。横に変へん梃てこなキャラクターを描き添そえて。





　　　　　◇





　魔ま王おうの姿すがたが視界から搔かき消え、それと入れ替かわるように別の景色が流れ込こんでくる。


　その妙みような感覚は二度目であった。さして身体に違い和わ感はないものの、やはり世界間を移い動どうするというその術じゆつは気持ちのいいものではない。駆かる真まは微かすかに眉まゆをひそめ（気分の悪さというよりは、参観に間に合うだろうかという懸け念ねんが強かったのかも知れないが）、レーベンシュアイツを脱だつ出しゆつした。


　しかし。


「……なんだ、ここは」


　その場所は駆真がもといた萩しゆう存そん平へい野やではなかった。


　否いな──というよりも、その空間には光がほとんどなく、自分が今どのような場所にいるかすら詳くわしくは分からない。じっとりと湿しめった空気と、声の反はん響きよう具合などから、屋外でないことを察するくらいが限げん界かいだった。


　仕方なく手て探さぐりでポーチから携けい帯たい用のライトを取り出し、点灯させる。そしてその空間の異い常じようさに、一いつ層そう眉をひそめた。


　駆真が立っていたのは、綺き麗れいな直線で構こう成せいされた石いし造づくりの部屋だった。そこまでは特に問題ない。しかし、それが幾いく多たの人形に埋うめ尽つくされているとなれば話は別だろう。


　しかもそれらは、女の子が欲ほしがるような可か愛わいらしい等身の人形ではない。異様なほど精巧に作られた、遠目で見れば本物の人間と見まごうほどのヒトガタが、マネキンのように居い並ならんでいる。


「………………」


　依い然ぜんとしてここがどこかは知れないが──駆真が望んだ移動場所でないことはすぐに分かった。


　魔王が偶ぐう然ぜん移動する場所を間違えたのか、それとも意図的にやったのか。もし後者であるならば、次に会った時には足あし腰こし立たなくしてやろうと心に決め、駆真は耳元のインカムのスイッチを入れた。蒼穹園の空には、至いたる所に通信中ちゆう継けい用ようの無人天てん駆く機き関かんが設せつ置ちされている。ここがもし本当に蒼穹園であるのなら、本部、もしくは近くの騎き士しと連れん絡らくがとれるはずだ。


　ほどなくして、駆真の鼓こ膜まくをノイズ混まじりの音声が震ふるわせる。


『……ちら、……穹園騎士……部です。……うぞ……』


　どうやら本部に繫つながったらしい。駆真はとりあえずそのことに安あん堵どしてマイクに口を近づけた。


「蒼穹園騎き士し団だん、鷹崎駆真少しよう尉いだ」


『……端たん末まつナンバーとの照合を完かん了りよう、用よう件けんをどうぞ』


「位置確かく認にんを。私の現げん在ざい地ちを調べて欲しい」


『了解。少々お待ちください』


　インカムには発信器も搭とう載さいされており、本部は騎士全員の位置を逐ちく一いち知ることが出来るようになっている。便利なことは便利なのであるが、駆真の信号が消えていたであろう先ほどの数十分間のことを追つい及きゆうされると思うと、今から面めん倒どうな気分になる。まさか異界に勇者として召しよう喚かんされたなどと言って信じる者もいまい。


『……確認できました。少尉の現在地はＮ４０・Ｅ１４３地点。往おう臨りん山地南部、雨あま深み山さんです』


「往臨山地……、わかった」


　言って、通信を切る。


　往臨山地。蒼穹園の南端に位置する険けわしい山々である。ちょうど国こつ境きように沿そう形に広がるその山地は、天駆機関が発明されるまでは、それこそ気の触ふれた冒ぼう険けん家かくらいしか近づくことのない未開の地であった。


　だが、分かるのはそこまでだ。とにかく、まずは外に出ねばならない。


　駆真は不ふ機き嫌げんな心ここ地ちを抑おさえ込みながら、暗い空間に金きん属ぞく音おんを反響させ始めた。


「………………」


　夥おびただしい数の人形の虚うつろな目に見つめられながら、廊ろう下かと思おぼしき長い道を無言で歩く。それなりに横よこ幅はばのある道ではあるのだが、両サイドに林立した幾つものシルエットのせいで、妙に息苦しい空間になってしまっているようだった。


　と──しばらく歩みを進めた頃ころだろうか、廊下が終わりを告げ、先ほどよりも開けた部屋に出た。ライトを掲かかげてみても、部屋の奥おくまでは窺うかがい知れない。もっとも、壁かべ際ぎわが全すべて等身大の人形に占せん拠きよされているのだろうという予想だけは容よう易いについたのだが。


「……まるで人形遺い跡せきだな」


　駆真には珍めずらしい独ひとり言も、焦あせる気持ちが自然と漏もれ出てしまった結果なのかも知れなかった。


　確たしかにここは、蒼穹園南部・冠仙にあるという皇華遺跡とそっくりである。写真やテレビで見たことがあるという程てい度どの知ち識しきだったが、ここまで多量に人形が配置されている空間など、他ほかにはマネキン工場か前ぜん衛えいアートの美び術じゆつ館かんくらいしか思い当たらない。


　だが、ここ往臨山地で皇華栄禅時代の遺跡が発はつ掘くつされたという話は一度も聞いたことがなかった。もしここが本当に中世の遺跡だとしたなら、現在の学説を覆くつがえす大発見になるやも知れない。


　が、無む論ろん駆真はそのようなものに興きよう味みなど無かった。第一発見者という名声になど、まるで魅み力りよくを感じない。この部屋を出るために居い並ならんだ人形を全部破は壊かいせねばならないというのなら、一いつ瞬しゆんの躊ため躇らいもなく打ち壊こわしてやろうという、考古学者がこの場にいたら激げき昂こうされるのを免まぬがれないような思考すら持っていた。


　駆真が左右を照らしながら部屋の奥へ足を踏ふみ入れる。


　瞬間、彼女の持つライト以外にまったく明かりの無かった空間に、煌こう々こうとした光が現あらわれた。


　否──その表現は適てき切せつでないかも知れない。何しろ、影かげという影を完全に放ほう逐ちくするように、天てん井じよう全すべてが強きよう烈れつに発光し、部屋の全ぜん域いきを外部さながらに明るく染そめ上げていったからだ。


「──何？」


　いきなり訪おとずれた眩まぶしさに目を細めながら周囲を見回すと、今まで闇やみに隠かくれて窺い知れなかったその空間の内ない装そうがはっきりと認にん識しき出来た。見知らぬ幾き何か学がく模も様ようの描えがかれた壁には、パイプや電でん源げんコードと思しき線が走り、床ゆかはひび割われてはいるものの、寸すん分ぶんの狂くるい無く埋められたパネルで構こう成せいされている。そして予想通り、数え切れないほどの人形が駆真に目を向けていた。


　文明の息い吹ぶきを感じる場所だとは思っていた駆真であるが、まさかここまでとは考えていなかった。もしかしたら、何らかの組そ織しきの隠かくれ家がなのかも知れない。


　だとすれば、照明が点ついたという事じ態たいには最大級の警けい戒かいが必要である。暗い場所に明かりを点ける理由は一つ。そこに人が入るからだ。


　自動拳けん銃じゆうを抜ぬき、周囲に注意を払はらう。と、視し界かいの端はしに、何やら妙みようなものが見えた。


　近くにありすぎて逆ぎやくに気づかなかったらしい。駆真の目の前に、透とう明めいな蓋ふたのついた棺かん桶おけを立てたような機械と、その中に眠ねむるように収おさめられた人形──いや、ヒトのようなモノがあった。


「これは……」


　ヒトのようなモノ、という表現は、そう間ま違ちがったものではないだろう。どこか、他の人形とは感じが違って見える。


　全体的なフォルムは人間と言って差し支つかえない。美しい顔立ちの少女だ。しかし額ひたいの大きな縦たて線せんをはじめとして、その顔や、身に纏まとった黒衣から覗のぞく手足には無数の縫ぬい傷きずがあり、果ては両の目ま蓋ぶたまでもが太い糸で縫いつけられている。


　そして後方の一部のみが長く伸のばされた髪かみは房ふさごとに色が異ことなり、明るいオレンジと銀ぎん髪ぱつが交こう互ごに頭部を飾かざっていた。さらにはその髪の合間から太い釘くぎのようなものが幾いく本ほんか頭を覗のぞかせたりしているのだから、ここまでくればもう、気の触れた人形職しよく人にんが生しよう涯がいをかけて完成させた怪かい作さくという他ない。


「……なんだ？」


　と、駆真が何とはなしにその『棺桶』に手を触ふれた瞬間、異変が起こった。


　今の今まで、死とか沈ちん黙もくとかそういったものをテーマとして描かれた絵画のように静せい謐ひつを保たもっていたそれが、急に低い駆く動どう音おんを響ひびかせ始めたのだ。そして段だん々だんとその音が速くなっていき、『棺桶』の両りよう脇わきに幾つも設しつらえられていた鍵かぎのような部品が一いつ斉せいに弾はじけ飛んだ。


「一体……何が」


　目の前で起こる異い常じように身か体らだ中を緊きん張ちようさせ、周囲に警戒を払う。


　そんな駆真の行動を知ってか知らずか、その『棺桶』の前面に被かぶせられていた透明の蓋が、ゆっくりと両脇に開かれていく。


　そして扉とびらが完全に開かい放ほうされると同時、その中に眠ねむっていたヒトのようなモノが、急に上体を前方に動かし、駆真の方に向かって足を踏ふみ出したのである。


「──な」


　恐おそれはなかった。この程度の異常で恐きよう怖ふを感じているようでは、屈くつ強きようなる騎き士したちの中で魔ま女じよなどと称しようされはしない。しかし、警戒というのなら話は別だ。得体の知れないソレに険けわしい視線と銃口を向ける。


　──が、それは結果的に、所しよ在ざいなく漂ただようだけになってしまった。


　何な故ぜならそのヒトのようなモノが跪ひざまずき、


「はぁーい、どーも、新しいマぁイ・マぁスター。へひひ、ワタクシは皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん。名をウタと発しマす。契けい約やくにより、アナタサマの願いをお叶かなえしンましょ。ささ、遠えん慮りよせずにはーりきってドウぞー。ぞー、ぞー！」


　いやに高いテンションで、そんな言葉を発したからだった。





　　　　　◇





　蒼穹園騎士団本部内に設えられた管かん制せい室しつで、隣となりに座すわった同どう僚りようが小さく首を傾かしげるのを見、上かみ代しろ伍ご長ちようは怪け訝げんそうな顔を作った。


「どうかしたか？」


「……いや、今鷹崎少しよう尉いから通信が入ったんだけど、どうもおかしいのよね」


「おかしい？　何が」


　騎士たちのバックアップを担たん当とうするコントロール・ルームには、数十人のスタッフが常じよう駐ちゆうしており、外部からの通信はその都つ度ど手の空いているスタッフの元に割わり振られる。彼女が鷹崎駆真少尉の通信を受けたことも、確かく率りつで言えば確たしかに低いのかも知れないが、決しておかしなことではない。


「現げん在ざい地ち確かく認にんを頼たのまれたんだけど……その場所が往臨山地なのよ」


「ふうん……『果て』か」


「なにそれ」


「うちの婆ばあさんから聞いたのさ。なんでも昔は、一度足を踏み入れたら戻もどれないこの世の果てとか言われてたらしいよ。……まあ確かに珍めずらしい場所だとは思うけど……天駆機関があれば渡わたれない場所でもないし、別にそんなに気にすることもないだろう？」


　しかし彼女は小さく首を振ると、またも眉まゆの間にしわを寄よせる。


「違うのよ……今の今まで、往臨山地に騎士の反はん応のうなんて一個こもなかったの」


「……ふうん？　そりゃちょっとしたミステリ」


　上代はふうむと息を吐はき、そののち、意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。


「……もしかして、騎士団が秘ひ密みつ裏りに開発してるステルス兵器の実験とか」


「そ、そんなわけないじゃない。第一、もしそうなら通信なんてしてくるわけ……」


「いっやぁー、わぁからないぞー？　もしそれが少尉のミスだとしたら……どうする？　図はからずも機き密みつを知ってしまった君は……ねえ……」


「ちょっと……や、やめてよね」


　思わずたじろいだ様子を見せる同僚に、上代は小さく肩かたをすくめた。


「冗じよう談だんだよ。少なくとも、あのスーパーサイボーグがミスを犯おかすなんてありえないだろ？　何かの理由で電波が通らなかったかなんかだろうさ、どうせ」


　その言葉は存ぞん外がい説得力があったようだ。彼女はやれやれと肩をなで下ろした。確かに、あの鷹崎駆真がそんな平へい凡ぼんなミスを犯す場面など、女王陛へい下かが何かの式典の最中突とつ然ぜんチェーンソーを振り回し怪かい鳥ちようの鳴き真ま似ねをするといったシーンほどにも想そう像ぞうできない。


　しかし何な故ぜか彼女は再ふたたび疑ぎ問もん符ふを浮かべるような顔をして、上代の手元を覗き込こんできた。


「おいおい、まだ気にしてるのか？　ちゃんと仕事しろ仕事」


「いや……そうじゃなくて。今さ、何かレーダーに反応無かった？」


「え？」


　言って、上代は目の前に設せつ置ちされたモニター群ぐんのうち、右側に位置するそれに目をやった。騎士たちの現在地を明めい滅めつする点で表すものではなく、蒼穹園上空の空エ獣ア反応を探さぐるためのものだ。


「……特に問題はない……な。本当に反応してたのか？」


「多分……。結けつ構こう大きかったと思うんだけど……」


　言いながら、人差し指と親指でモニター上に大まかなサイズを示しめしてくる。


「いやいや、それはちょいと大きすぎだろ」


　空エ獣アはそのサイズと形けい状じようによって等級分けがされている。ハーピー級、ガーゴイル級などの小型種、そしてその上に位置する、グリフォン級やワイバーン級といった中型、大型種。記録上はこれよりも上位の大型種がいると言われているものの、ここ数十年一件けんの確かく認にん例れいもないため、事実上ワイバーン級がもっとも巨きよ大だいな空エ獣アということになる。


　彼女が示したのは、そのワイバーン級を遥はるかに超こえる大きさだったのだ。


「む……確かにそうかも」


　彼女自身それに気づいたらしい。微かすかに頰ほおを染そめ、自分の前に設しつらえられたモニターに向き直った。





　　　　　◇





「……魔ま人じん、だと？」


　ウタの勢いきおいに内心辟へき易えきしながらも、どうにか冷静さを保たもって、つい先せん刻こく異い世せ界かいなどという常じよう識しき外はずれに巻まき込まれたばかりの少女は言った。


　魔人。遥か古いにしえの時代に在あったという幻げん想そうの一つだ。


　数あま多たの物語や伝でん承しように現れるそれは、壺つぼに器うつわに或あるいは箱に封ふうじられ、その封じが解とき放たれるのを、永えい劫ごうに近い時の中で待っていると言われている。


　蒼穹園においてもその存そん在ざいは有名で、今の時代になってもなお、様々な物語の中に魔人は登場する。そしてほとんどの場合において、魔人は封印を解いた者を主人と認みとめ、その者のあらゆる願いを聞き入れてくれるのだという。


「ええ、ええ！　へひひひひ、ワタクシ生まれも育ちも皇華栄禅！　由ゆい緒しよタダシキ魔人でありまッす！」


「……皇華栄禅……」


　駆真はやはりか、と呟つぶやいた。


「オンやぁ？　お聞き覚えが？　へひひ、さっすが我わが故こ郷きよう、ユーメーですなァ。……と、ああ、いやいや、訂てい正せいテーセー、さっスが我が新たなマぁスター、見けん聞ぶんがヒロイ」


　一いち応おう気を遣つかったのだろうか、ウタが手をぱたぱたと振ふって訂正を交まじえながらそう言う。
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「皇華栄禅……かつて蒼穹園南部に在ったと言われる国だな。人を造つくることに異い常じような努力を傾かたむけた文明と言われ、最終的に人じん造ぞう人間すら造っていたのではないかと──」


「さあてナンのコトヤラ！　由緒タダシキ魔人ウタには解わかりませぬなぁ！」


　ウタは急に視し線せん（目は見えないが）を逸そらし、元から大きかった声をさらに張はり上げた。


「……まあ、別にどうでもいい」


　冷たく言い放って、駆真はマーケルハウツを響ひびかせた。そう、こんな訳わけの分からない女に構かまっている時間など、一秒たりとて存在しない。


「ぅえーとぉ？　聞いてマス？　ワタクシ、封印を解いてくだサった方の願いを叶かなエなきゃナラないんデすけド……」


「………………」


　駆真はウタの言葉を無視すると、ライトを消して周囲の人形を退どかし、壁かべに出入り口のようなものがないか探さがし始めた。


「あ……ァノう。マぁスター……？」


　ちッ、と、背はい後ごで訴うつたえかけるように喋しやべるウタに煩わずらわしげな舌した打うちを送り、そちらに向き直る。


「ならば時間でも戻もどしてくれ。今日の朝にな」


　ウタは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔を作ったが、すぐ眉まゆ根ねを撥はね上げた。


「はぁ？　ソンなこと出来るわけナイじゃないですかあ。もう少し常じよう識しきでモノを言ってくださイよオ」


「………………」


　いろいろと言いたいことが頭の中に生まれた駆真ではあるけれど、ここでおしゃべりに時間を費やすのは得とく策さくではない。


「……ならば、皓こう成せい小しようの前にでもテレポートさせてくれ」


「いやいや、だからぁ、フツーに考えてクダサイよぉ。そんなこと出来る人イマスゥ？」


「…………もういい」


　ぷい、と視線を切って出口の探たん索さくに戻もどる。


　しかし。


「あ、あ、まっテクださいよマぁスター！」


　そんな呼よび声とともに両りよう肩かたをむんずと摑つかまれ、進軍を中ちゆう断だんさせられる。


「邪じや魔まをするな」


「ううん、いけズぅ。そんナコと仰おつしやらずにい」


　目をとがらせて見やると、どうやら駆真の肩を摑んでいるのは、ウタの手ではないようだった。いや……一応はウタの手、ということになるのだろうか。彼女の背からケーブルのようなものが伸のび、その先に、巨きよ大だいな手がついていた。


「……魔人というには随ずい分ぶんメカニカルな」


「ひゅ～、ひュ～」


　駆真の言葉の途と中ちゆうで、ウタが唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向く。どうやら口笛のつもりらしい。


「…………ふん」


　ウタへの興きよう味みなど、アリの触しよつ角かくの先ほどにもないが、こうして肩を固定されているままでは、まともに飛ぶことも出来はしない。駆真は仕方なくウタに向き直った。


「なら、一体貴き様さまは何が出来ると言うんだ」


「おお、オオ！　よくぞ聞いてくレましたッ！　ワタクシには、不思議溢あふレる魔人パワーがテンコ盛もり！」


　ウタは子こ供どものように表ひよう情じようを輝かがやかせると、駆真の肩を摑んでいた機械的な手の平を広げて見せた。


「たトえば、必殺・炎えん獄ごく魔人掌しよう。コの手ヲ灼しやく熱ねつに熱すルこトにより──」


「……なんだ？」


「なんと、お洋服のシワを取ルことガ出来まス」


　身を屈かがめ、口の横に手で壁を作ってから、さも重要な事じ項こうを告げるようにウタが言う。その表情は自信ありげなニヤリとした笑えみである。駆真は不ふ憫びんな子供を見るような眼まな差ざしで魔人を見やると、ため息混まじりに口を開いた。


「……やはり機メ械カか」


「何を言ってるンでスかあ、魔人デスよう。不思議パワーのイっぱい詰マッた、みんナの憧あこがれデすっテ。その証しよう拠こにワタクシを造ッた博士……ゲフンゲフン、ワタクシを生み出シたその……すンごくマジカルで超ちよう越えつ存そん在ざい的なモノは、イツの日か魔人を持つコトが上流家庭のステェタスになル日が来るッテ言ってマしたもノ」


「……一応訊きくが、他ほかに出来ることは」


　鬱うつ陶とうしげに駆真が問う。自じ称しよう魔人は思わせぶりに腕うで組ぐみすると、


「そウですねェ。こんナのどうデシょう。絶ぜつ技ぎ・烈れつ空くう凍とう魔ま陣じん。全身を超ちよう低てい温おんに保たもつコトにヨり、真夏日でモ快かい適てきに」


「確かく信しんした。貴様は機械だ」


「何を仰おつしやいマすかマぁスター。この技わざの発動中、ワタクシのすぐ近くナら、お野菜も新しん鮮せんに保てルんでスよ」


「そうか。分かった」


「おオ！　ウタの力を分カってくダサイましたカ！」


「いや、とりあえずここが古代の家電工場だということだけは分かった」


　駆真はそう言うと、ウタから視し線せんを外した。魔人はまた何かわめいているが、どうせ大したことは言っていまい。無視して出口の探索に戻る。


　が、数分後、結局駆真はうめき声を上げるウタの面前に舞まい戻ることになってしまう。理由など一つしかない。部屋のどこを探しても、外に通じると思われる箇か所しよが見あたらなかったからだ。


「ウタ」


「ぉア、ようヤくワタクシのコトを魔人と」


「そんなものはどうでもいい。答えろ。出口はどこだ」


　駆真の言葉にウタは首をひねり、


「へ？　そんなのアリマセンよ？」


　こともなげに、駆真の一番聞きたくなかった情じよう報ほうを吐はいた。


「……何だと？」


「いやア、ここってバ、元々人が入ルコとも出るこトモ想定されてないンですよねエ。むしろアナタがドウやってココに入ってきたのかが、ワタクシにとっては不思議ハッケン」


　言って、わははと呑のん気きに笑う。


「………………」


　言うまでもなく──駆真は深しん刻こくそうに眉まゆ根ねを寄よせた。笑い事ではない。


　餓が死ししてしまうとかそういった懸け念ねんは浮うかんでこなかった。そう、そんなものはどうでもいいのだ。ただ、時間に間に合わなかったときの在紗の残念そうな表情だけが脳のう裏りにちらついていた。


　アステナと魔王に届とどくことのない呪のろいを吐き、駆真はウタに鋭するどい視線を向ける。


「──私は急いでいる。ここから出る方法はないのか」


「アー、出口がナイ以上、アんまり上品な方法じゃ出らレないと思いマすよー」


「────ち」


　予想通りの言葉に、軽く舌した打うちする。要は壁かべを壊こわしでもしない限かぎりここからは出られないということだ。


　だが──それにも問題があった。本部と連れん絡らくが取れた以上、ここが地中深くでないことだけは確たしかだ。しかし、それ以外には外の状じよう況きようも、壁の厚あつさも、何一つ分からないのである。


　武ぶ器きが少ないのも深刻だ。駆真が今持っているのは天駆機関と自動拳けん銃じゆうのみである。たかだか二十四口径の豆まめ鉄でつ砲ぽうでは壁に穴あななど開くはずもないし、マーケルハウツも、このような狭せまい空間では十分に威い力りよくを発はつ揮きすることが出来ない。仮かりに脱だつ出しゆつが成功するにしても、どれだけ時間がかかるかは見当もつかなかった。


「くそ……ッ」


　見事なまでの八方塞ふさがり。駆真は無む慈じ悲ひに時を刻きざむ時計を睨にらみながら毒づいた。


　と、そんな駆真の焦しよう燥そうを不思議そうに見ていたウタが、何か思いついたように「ああ」と声を発した。


「そんナに出たいンナら、ワタクシが壁破やぶって差し上ゲテもヨイですよオ？」


「何？」


　駆真は疑うたがわしげな目でウタを睨ねめた。しかし彼女はまるで気にした様子も見せず（単たん純じゆんに駆真の顔が見えていないだけなのかも知れないが）、やたらと嬉うれしそうにあとを続けた。


「ソウですよそウですヨ！　そういうワカリやすい願いを待ってタんですヨ！」


「……本当に可か能のうなのか？」


「うヤヤ、疑ってマぁスね？　フフふフふ、この魔人ウタをナメてもらっちゃア困こまりマすなア！　いやァ、昔はトンネル掘ほりにハ必ず呼よばレたモンですヨ」


　叫さけび、力強くガッツポーズを取るウタ。駆真はその猜さい疑ぎ心しんに溢あふれた視線を直すことはなかったが、他に明めい確かくな手しゆ段だんがあるわけでもない。駄だ目めで元々という心ここ地ちで、小さく息を吐き出した。


「……ふん、ならやってもらおうか」


「はいハイ！　では……」


　言いながら腕を回したり、その場でぴょんぴょん跳はねたりと、長い間使っていなかった身か体らだの感かん触しよくを確かめるように全身を運動させる。


　しかし駆真に、それを許ゆるすような心の広さはなかった。子こ供どものようにはしゃぐウタの尻しりをマーケルハウツで強きよう烈れつに蹴けり上げる。


「あイタッ！　な、なにするンデすかマぁスター」


「うるさい。早く壁を壊せ」


「ハイはい……分かっテますってバ。ンもう、せっかちサンなんだかラあ」


　気き色しよくの悪いポーズを取りながらウタが言う。駆真はその後頭部を軽く叩たたいてから、今度は何も言わずに壁を指さした。


「あたタタた……乱らん暴ぼうハいけマセンよウ。すぐヤリますって」


　口を突つきだして文もん句くを垂たれながら、ウタが壁に向く。


　そして小さく首を回したかと思うと、彼女の背せが微び細さいな震しん動どうに覆おおわれ、そこからするするとケーブルのようなものが二本生え、その先にポン、と大きな『手』が現あらわれた。


「……物もの凄すごい身体をしているな」


「はっは、ワタクシの身体は現げん性せい分ぶん子しが集まってるモのですから、形は結けつ構こう融ゆう通ずうがキくんですよオ」


「やはり魔ま人じんという割わりには文明」


「さ、ささ、急いでイキマショー！」


　焦あせったようにウタが言い、背から生えた二つの『手』を拳こぶしの形に構こう築ちくした。そして踏ふん張ばりをきかせるためにか腰こしを低く落とすと、裂れつ帛ぱくの気合いとともに攻こう撃げきを放つ。


「──っ！」


　目にも留とまらぬほどの猛もう攻こうが、嵐あらしとなって吹ふき荒あれた。壁かべ際ぎわに並ならんでいた人形群ぐんを容た易やすく打ち砕くだき、見事な平面を誇ほこっていた壁を一撃ごとに抉えぐり取っていく。途と端たん部屋は震動と砂すな煙けむりに覆おおわれ、震しん災さいの様相を呈ていした。


　分ぶ厚あつい壁の先から外界の光が見えるまでに要した時間は、わずか三十秒。


「これデぇー、開通ッ！」


　一ひと際きわ大きな叫さけびに乗せて、ウタが大きく振ふりかぶった一撃を壁に叩き込こむ。すると辛かろうじて外と部屋を隔へだてていた壁が崩くずれ去り、人一人が潜くぐれるほどの大きな穴が開通した。


「フふふん、ドウですかマぁスター？」


　得意げに言ってくるウタに軽く手を掲かかげるだけで返し、駆真はその穴から外に出た。


「あァー！　待ってクダサイよう！」


　そんな声を背はい後ごに聞きながら部屋から出た瞬しゆん間かん、駆真の軽い体が少しひんやりとした外気に触ふれた。乾かわいた風が駆真の頰ほおを撫なで、唇くちびるに不ふ快かいな乾かん燥そう感を残して消えていく。


　駆真の眼がん下かには、絶ぜつ壁ぺきといっても差し支つかえないようなごつごつした山やま肌はだが広がっていた。どうやらあの部屋は山の中に作られていたらしい。しかも、相当に標高の高い位置だ。目線を少し上げると、近きん隣りんの山々やその裾すそに広がる森などが確かく認にん出来る。


　しかし今の駆真に、そのような自然を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。速すみやかに方角を確かめ、マーケルハウツを駆く動どうさせる。


「──方角は……むこうか」


　そしてそのまま目線を北──自じ宅たくと皓こう成せい大付属小のある方角に向けた。時間はぎりぎりであるが、急げば間に合わないわけでもない。仕方なく洗せん顔がんとヘアブローは諦あきらめ、シャンプーも一回のみにしようと心に決める。化け粧しようは不ふ慣なれであるが、基き本ほん的なことならば一通り修しゆう得とくした。なんとか間に合うだろう。


「おおッ、マぁスター飛べたンデすかア。すごいデすねえ」


　後方から伝わってくる呑のん気きな声こわ音ねは完全に無む視し。駆真は天駆機関を〈翔ソア〉駆動させ、北へと進路をとった。


　山地の激はげしい起き伏ふくを眼下に、冷たい空気の刷は毛けで頰を肩かたを撫でられながら先へ、先へ。


　蒼穹園騎き士し団だん最速とさえ言われる鷹崎駆真の最高速を以もつて、空の青にまっすぐ軌き跡せきを描く。前方に、駆真を妨さまたげようとするモノは何もなかった。


　が──飛行中、駆真は何やら違い和わ感を感じた。


　耳元を過すぎ去っていく風の音に紛まぎれて、何かが聞こえたような気がする。


「────────ぉーぃ」


　インカムが誰だれかからの通信を受け取ったのかと思ったが、どうもそうではないらしい。耳に直じかに装そう着ちやくされているこの通信端末ならば、もっとクリアーに音声が届とどくはずだ。


「──────おぉーい、マぁスター──！」


「……何？」


　奇き妙みような声を聞いて、駆真は低くうめいた。


　比ひ較かく的低空を飛行している駆真のさらに下──具体的に言うのならでこぼこした岩場に、小さな小さな人ひと影かげが見える。細かな表ひよう情じようなどは読みとれなかったが、オレンジとシルバーで鮮あざやかにカラーリングされた頭部だけが、妙みように駆真の網もう膜まくを刺し激げきした。


「────な」


　思わず息を漏もらす。


　それはそうだ。駆真は先さき程ほどの地点から、わずか数分とはいえ天駆機関を稼か働どうさせて飛行しているのだ。この地点にあの魔ま人じんがいるはずはない。


　しかし。


「─────あぁぁぁ！　どこイクんですかあああああああ────」


　普ふ通つうでは考えられないような大音量で、その人影が駆真に叫さけびかけてくる。それは間ま違ちがいなく先せん刻こくの魔人、ウタであった。


　そのウタが、走っている。


　まともに歩くことさえ困こん難なんであろうアップダウンの激しい超ちよう絶ぜつオフロードコースを、なんの苦難も感じさせることなく、軽かろやかにと言うよりは恐おそろしいほどに力強く、後方に物もの凄すごい土つち煙けむりを上げながら走行していた。しかも、蒼穹園の中でも最速の一つに数えられる鷹崎駆真のマーケルハウツ式天駆機関と同等の──否いな、後方から追いついてきたのだからそれをも超こえる、常じよう識しきから二つ三つ桁けたを違えた速度で、だ。


「馬ば鹿かな──」


　言いながらさらにスピードを上げようと試みるものの、すでに天駆機関の駆動は〈翔ソア〉にセットされている。これ以上の加速は危き険けんだった。


「待ってくださぁぁぁぁぁぁぁぁイヨオー」


　地面の凹おう凸とつに従したがって揺ゆれる下方からの声が段だん々だんと近づき──


「へいやッ！」


　なにやら気の抜ぬけたようなかけ声とともに、ウタが駆真に何かを射しや出しゆつしてきた。


「──な」


　半ば呆ぼう然ぜんと、口から言葉が出ていく。


　それは先刻、部屋の壁かべを打ち砕いた大きな『手』であった。細長いケーブルの先についた、無機的な『手』が下方から迫せまり、駆真の足を、マーケルハウツごとがっしりと摑つかむ。


「────ぁ」


　次いで訪おとずれた衝しよう撃げきに、駆真は脳のうが揺ゆさぶられるのを感じた。


　超高こう速そく度どでの移い動どう中だというのに、急きゆう激げきなブレーキを外部からかけられたのだ。どんなに訓練を積んだ騎士であろうと、数秒の間強きよう制せい的てきに意い識しきが断だん絶ぜつされてしまうだろう。


　その、集中が途と切ぎれている瞬しゆん間かんに、


「──っ！」


　駆真の身か体らだは、無む理り矢や理り地面へと引っぱられた。


「──────────、──ッ、………、っ────！」


　叫んでもいいはずだった。今この瞬間だけは蒼穹園騎士団少しよう尉いの肩かた書がきを捨すて十七歳さいの少女に戻もどることが、確たしかに許ゆるされていた。顔も覚えていない天国の両親に助けを求めてもいい。娘むすめだけを駆真のもとに残して死んだ兄の名を呼よんでも構かまわない。この世でもっとも愛いとおしい、在紗の幻げん影えいに手を伸のばすこともまた、素す晴ばらしいことに思われた。


　だが、出来なかった。プライドとかそういったものが邪じや魔まをしたわけではない。ただ単たん純じゆんに、物理的に、肉体的に、不ふ可か能のうであった。平時を遥はるかに超える重力をその身に受け、未いまだかつてない超速の自由落下を、奇き襲しゆう後ごのリアクションタイム中に体感させられ、駆真の身体は声を絞しぼり出すことさえ忘わすれて地面に急きゆう降こう下かした。


「──ぅおっとぉ、マぁスター、危あぶないでスよお」


　弾だん丸がんのような勢いきおいで落下した駆真の身体を捕とらえたのは、やはりその奇き妙みような発音の主であった。背せから生えた第三の腕うでで駆真の足を摑つかみ、その胴どう体たいを腕と胸むねを使って器用に受け止めている。


「そんれにしてもマぁスター、随ずい分ぶんと身体軽ぃですネエ、ちゃんと食べてマスウ？」


「……っ、────けほ、けほッ」


　詰つまった息を吐はき出すように、乾かわいた咳せきをする。数回ウタの胸の上で深しん呼こ吸きゆうをした後、ようやく駆真は岩場に足をついた。


「き──さ、ま。何を──」


「ぅん？　ああ、オ礼なんていいデスヨオ」


「誰が──けほッ、礼など……！」


　その場でさらに呼吸を繰くり返し、息を整える。


「やはり……やはり貴き様さまもか……ッ！　貴様も在紗と私のベリースウィートタイムを妨ぼう害がいしようと画かく策さくする輩やからなんだな……！　ああもう我が慢まんならん。殺してやる殺してやる殺してやる……！」


〈漆エボ黒ニー少ガ女ール〉を抜き、発はつ砲ぽう。弾たまはウタの頰ほおを薄うすく裂さいて彼か方なたへ消えた。


「おホァッ！　な、なにスルんデすかマぁスター！」


「うるさい……ッ！　私の邪魔をする気なら容よう赦しやはしない！」


「い、イヤア、邪魔なんてトンデモナイ！　ワ、ワタクシはマぁスターの願いを叶かなえようト……」


「………何だと？」


　効こう率りつを第一に考える指し揮き官かん・鷹崎駆真が、姪めいを溺でき愛あいする少女駆真の中で目を覚ます。駆真は少々悔くやしい心ここ地ちを感じながらも、その魔人に目を向けていた。


「……速いな」


「いんやぁ、そンれほどのこともナイデスヨオ。マぁスターの速さも立りつ派ぱなモのです。追いつくのに時間カカッテしまいマシた」


「……………………」


　駆真は皓成大付属小がある北の方角に視し線せんを送りながら、唇くちびるを動かした。


「訊きくが」


「へイへい」


「おまえは、私を背負って全速力で走ることは可能か？」


「ほおホお、それはつまり、急ぎの用があるってことデ？」


「話が早くて助かる。私はどうしてもシャワーを浴び服を着き替がえてから、遅おそくとも一時二十分までに小学校に着かねばならない」


「なにがアルンデ？」


「在紗の授じゆ業ぎよう参観だ」


「アリサぁ？　誰だれデスカア、それ」


　ウタが、可か愛わいらしいとすら思える動作で首を傾かしげる。


「私の姪だ。だがその尊とうとき名を呼ぶ資し格かくを貴様ごとき下げ賤せんの者に与あたえた覚えはない」


「は……ハあ。そうですか」


　と、ウタの後頭部から、先せん端たんに眼がん球きゆうのついたケーブルのようなものが生え、うねうねと蠢うごめきながら駆真の顔を観察し始めた。


「ふぅんむ。デモ、マぁスターの姪めい御ごさんトイウんなら、さぞ可愛いんデショうねえ」


　ウタが言うと同時、引き締しめられていた駆真の頰ほおが、ぐにゃりと歪ゆがんだ。


「わかるか。わかるかわかるか。そうだよそうなんだよもお、めちゃくちゃ可愛いんだよお。──あ、写真見るか？」


「は……はア、んじゃマ、お願いシマす」


　駆真が胸ポケットから在紗の写真を引っぱり出す。髪かみも肌はだも真っ白い少女が、まるで彼女のために誂あつらえられたような、これまた白いヒラヒラしたワンピースを着て、少し恥はずかしそうに頰を染そめて立っている。ちなみにその写真にはラミネート加工が四回も施ほどこしてあった。


「あラアラ、キレイな娘こヂャありませんカ」


「なんだなんだ、結けつ構こう話のわかる奴やつじゃないかええ。神が創つくりたまいし芸げい術じゆつ品ひんだぞ在紗は。その愛らしさは天に、その可か憐れんさは地に。もー全すべてにおける超ちよう越えつ者しやであり絶ぜつ対たい者しや。てかむしろ神？　そう言われても私は信じるぞ」


「ハア……そうなんで？」


「そうだよ。そうなんだよ。その通りなんだよ。だからわかるだろ、魔人ウタ。私は遅おくれるわけにはいかないんだ。可愛い可愛い在紗のためにもな。──ハイと言え」


「は……ハイ」


　戦せん慄りつした様子で両手を上げるウタ。無む論ろんその鼻先には、〈漆エボ黒ニー少ガ女ール〉が突つきつけられている。


　しかし駆真の命を聞くこと自体に異い存ぞんはないらしい。ウタは駆真の前に跪ひざまずき、その背せを開けた。


「悪いな」


　まさかこの歳としになって他人に背負われるなどとは思っていなかったが、仕方がない。今は一分一秒が惜おしいのだ。


「しっかり摑つかまっててクダサイナ」


　と、ウタの背が蠢うごめいたかと思うと、そこから、先せん刻こく駆真の足を捕とらえた腕うでのようなものが三本生えてきた。怪け訝げんそうな顔をする駆真の身か体らだに無ぶ遠えん慮りよに巻まきつき、まるでおんぶ紐ひものように彼女をウタの背に固定する。


「これっくらいしとかなイと、吹ふっ飛ばされてしまうかも知レマせんカラネえ」


　言ってから、ウタが上体を前に倒たおし、地を蹴ける。


　瞬しゆん間かん──


「────！」


　天駆機関の最高速と同等近いＧが、駆真の身体を襲おそった。スタートの直後からここまでの加速が可か能のうという彼女の異い常じようすぎる身体能力にも驚きよう愕がくしたが、あまりそれを嚙かみしめている余よ裕ゆうは無かった。何しろ今ウタが駆かけているのは駆真が移動するような天空ではない。騎き士し団だんのオフロード仕様車両でもそう簡かん単たんには通れないであろう悪路中の悪路である。舌したを嚙まぬよう歯を食いしばり、連続して襲ってくる凄すさまじい震しん動どうに耐たえねばならなかった。


　しかし──本当に信じられないことに──異常なほど速い。


　駆真はショックよりも大きく感かん銘めいを、そしてそれより大きく、授業参観に間に合いそうであるという希望を感じた。


　そうして、ウタは駆真を背負ったまま、たとえ前方に崖がけなどが現あらわれようとも、まったく怯ひるむことなく走行を続ける。


　と──ゴーグル越ごしに広がる進路上に、見知らぬ場所が確かく認にんできた。


　山やま間あいに、ここでは貴き重ちようとも言える平へい坦たんなスペースが広がっており、奇き妙みような形をした巨きよ大だいな石が円を描くように並ならべられている。


　天然にはでき得ない様相の空間。これも何らかの遺い跡せきの一種なのかも知れなかった。


　とはいえ、思考はそれでお終しまいである。たとえ歴史的にどんな意味を持つ遺跡であろうと、小学校への最短ルートの上に位置しているのであればただの障しよう害がい物ぶつに過すぎないし、ウタがそれを気き遣づかって避さけて通るとも思えない。


「ひゅー、ハー！」


　駆真の予想は当たったようだ。ウタはなんのためらいもなく、もしかしたら重要な史し跡せきであったかも知れない石の中心を踏ふんで先へ進もうとし──


「────ん？」


　駆真が怪け訝げんそうな声を上げて眼球を運動させる。


　と、彼女を背負ったウタが、その場に停止したまま足をバタバタとやっていた。


「……何をしている」


「え……エート、なんか、ススメないんデすケド」


「何？」


　駆真は改めて辺りを見回した。間ま違ちがいない、今駆真とウタは、奇妙な形の巨きよ石せきでできた円の中央に静止している。否いな、それどころか、よくよく注意して見てみると、世界そのものが停止してしまったかのように、風に薙ながれる草木も、舞まう砂すな埃ぼこりも、気ままに浮うかぶ雲さえシンと静まり返っていた。


　まるで駆真とウタだけが、世界に取り残されたかのような違い和わ感。駆真は眉まゆ根ねを寄よせた。十と七年の人生の中でこのような体験をしたことは、それこそ夢ゆめの中での出来事を含ふくめても一度たりとてない。


　つと、ウタが前方に顔を向けた。


「どうかしたか」


「……いエ、今、何かガ……」


　そのウタの感覚は正しかったようだ。彼女が見ていた地点の空間が、小石を投げ入れた水面のように揺ゆらめき、そこから小さな白い何かが二つ、頭を出していた。


「──────」


　その白いモノは、どうやら指先であったらしい。本当に水面から徐じよ々じよに姿すがたを現すような滑なめらかさで以もつて、互たがいの手を取り合った、同じ貌かおの少女が二人、その空に降こう臨りんした。


「ようこそ、挑ちよう戦せん者しやさん」


「ようこそ、愚おろかなヒト」


「うふふ、それはあまりではありませんの、霊たま由ゆ良ら」


「あらあら、そうでしたわね、天あま由ゆ良ら」


「うふふふふ」


「うふふふふ」


　気味が悪くなるほど完かん璧ぺきな左右対たい称しようの動きをしながら、彼女らは貴き族ぞくの令れい嬢じようのように上品に笑った。


　生まれた時代が時代なら、何らかの化け生しようと疑うたがわれるやも知れないほどの美び貌ぼうを持った少女たちは、しかしまだ十と幾いくつか歳としを重ねているようにしか見えなかった。そう、ちょうど在紗と同じくらいだろうか。


　髪かみは双そう方ほう黒ではないが相当に深い色の、駆真のそれをも遥はるかに超こえる長ちよう髪はつ。そして完成に至いたるまでのプロセスがまったく窺うかがい知れないほど複ふく雑ざつな結ゆい方で、二人の髪は途と中ちゆうで一つにまとめられていた。これでは常つねに二人一いつ緒しよに行動せねばならないだろう。


「天由良──霊由良……？」


　どこかで聞いたことのあるその名を口の中で転がしつつ、彼女らのその、王族でも何らかの式典でない限かぎり身につけることはないような、やたらと煌きらびやかな装そう飾しよくが施ほどこされたドレスに視し線せんを這はわす。


　彼女らが、やはり微み塵じんもそのシンメトリーを崩くずすことなく動作しながら、再ふたたびその桜さくらの花びらのような唇くちびるを開いた。


「ええ」


「ええ」


「わたくしは地ち宮ぐう院いん・天由良」


「わたくしは地宮院・霊由良」


「わたくしたちの『迷めい宮きゆう』への挑戦者なんて、本当に久ひさ方かたぶりですわね、霊由良」


「わたくしたちの『迷宮』への挑戦者なんて、本当に久方ぶりですわよ、天由良」


　互いの顔を見合わせてのち、半ば呆ぼう然ぜんとした感で彼女らを見つめる駆真とウタに視線を戻もどしてくる。


「ようこそ」「あなたの挑戦を認みとめましょう」


「この世の苦く難なんを集め集めた」「永とこ久しえの迷宮を抜ぬけてみせてくださいまし」


「もしその試練に打ち勝つことができたのなら」「あなたは『神』の称しよう号ごうを得ることになりましょう」


　駆真はようやく思い出した。


　地宮院・天由良と地宮院・霊由良。


　蒼穹園神話における双ふた子ごの大地神の名だ。


　しかし駆真に、そんな超ちよう常じようと出会ったという喜びや驚きよう愕がくはあまりなかった。


　ただ一言、口に出すことがあるとするならば、彼女はこう言ったであろう。


「……………………今度は神かッ！」と。
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「……あー────ッ」


　脱だつ力りよくしたように天を仰あおぎ、美み須す々ずが喉のどからそんな声を絞しぼり出した。


「覚かく悟ご決めたつもりだったけど、やっぱ駄だ目め。時間経たつごとに気が滅め入いってくるわ」


　そうとだけ言って、また低いうなり声を上げ始める。


　それが何のことを言っているのかはすぐに知れた。恐おそらく、午後の授じゆ業ぎよう参観に来るであろう母君のことだ。さして気にするような問題には思えないが、美須々にとってはよほど致ち命めい的な事じ態たいなのだろう。


　時じ刻こくは十一時三十五分。すぐ四時間目が始まってしまう。それが終われば授業参観までの壁かべは給食と昼休みだけになる。クラスの皆みなも時間が進むに連れてわずかに興こう奮ふんしてきているようだ。中には美須々のように憂ゆう鬱うつそうにしている生徒もいたが、それは今日親が忙いそがしくて来られないからだと在あり紗さは知っていた。


　在紗は苦く笑しよう混まじりに美須々をなだめつつ、彼女の母君を思い起こした。三十代中なか頃ごろの、さして特とく徴ちようもない平へい凡ぼんな女じよ性せいだ。美須々が言うには服ふく飾しよくセンスが破は滅めつ的という話だが、橙とう堂どう家に遊びに行った際さいに見た母君の服装は、さして奇き抜ばつなものでもなかったと記き憶おくしている。美須々には悪いが、ここまで嫌いやがる理由が在紗には今ひとつ分からなかった。


　美須々は在紗のそんな思考を見抜いたかのように、キッと目を尖とがらせると、胸むな元もとで手を組んでぶつぶつと呟つぶやき始めた。


「あー、もう。神様神様神様ッ！　事じ故これとか病気とかそんな物ぶつ騒そうなコト言わないけど、急にママの気が百八十度変わりますようにー」


　組んだ手に力を込こめ、小こ刻きざみに震ふるわせながら頭上の方へ持っていく。彼女の異い様ような気き迫はくも手伝って、その姿すがたは神に祈いのる敬けい虔けんな信徒というよりも、霊れいを退たい治じする祈き禱とう師しか、藁わら人にん形ぎように呪じゆ詛そを刻む呪じゆ術じゆつ師しを思わせた。


「そ……そんなに嫌なんだ……」


　頰ほおにひとすじ汗あせを垂たらしつつ、在紗が美須々に問う。美須々は鬼き気き迫せまる笑えみを浮うかべると、当然といった様子で答えてきた。


「当たり前でしょ……今の私はママを来させないためなら何でもするわよ？　ああそうよ、神様が願いを叶かなえてくれないんなら、私自身が永とこ久しえの迷めい宮きゆうにだって挑ちよう戦せんしてやるわ」


　目をギラギラと輝かがやかせ、決して冗じよう談だんには聞こえない調子で言う。


　永久の迷宮。その名には在紗も聞き覚えがあった。というか、蒼そう穹きゆう園えん国民であればほとんどの人間が知っているだろう。


　それは『神』の称しよう号ごうを得るための試練。壬み耶や聖せい教きようの降こう臨りん書しよに記された、この世のどこかに存そん在ざいすると言われる神の宮みやである。


「確たしかその迷宮を抜けると人間でも神様になれるのよね。あー、羨うらやましすぎ。こんなに神じん通つう力りきとか欲ほしくなったの初めてよ」


「はは……」


　力無く笑う在紗。


　降臨書によれば、この世に存在する迷宮は一つではない。蒼穹園神話に在ある神々の中で、上位から数えて二十四位までの神が、それぞれに己おのれの力の粋すいを集めた試しの宮を持っているのだという。


　だがそのいずれもが、並なみの人間には抜けることが出来ない代しろ物ものであると言われている。事実、歴史上迷宮を抜けて神になったとされる人物は三名しかいない。


　それを美須々のような動機で抜けてしまったら、さすがに挫ざ折せつした幾いく人にんもの挑ちよう戦せん者しやたちが不ふ憫びんである。在紗は猛もう犬けんか暴あばれ馬を落ち着かせるような心ここ地ちで美須々の頭を撫なでた。


「あ。でも……」


　思い当たることがあって、在紗は口を開いた。


「……もし神様になったんなら、お母さんを来させないようにするよりも、そのお洋服のセンスを直したほうがいいんじゃない？」


「あ」


　美須々がそれもそうか、と呟きながら後頭部をかいた。どうやらそんなものは思考の埒らち外がいに置かれていたらしい。如い何かに彼女がその致命的なセンスと母君を強く結びつけているかが示しめされている気がして、さらに在紗は苦笑した。





　　　　　◇





「………………」


　駆かる真まは一言も言葉を発さず、目の前で顔を見合わせながら会話をするシンメトリーの双ふた子ごを睨にらみ付けていた。


「あらあら、よくよく見てみれば挑戦者はお二人ですの？」


「天あま由ゆ良ら、もっとちゃんと見てくださいまし。人間はお一人ですわよ」


「あら、本当ですわね」


「ええ、そちらの個こ性せい的なお嬢じようさんは人間ではないようですわ」


「この場合どう致いたしましょうか、霊たま由ゆ良ら」


「人間がお一人であれば別によいのではございませんこと、天由良」


「そうですわね、霊由良」


「そうですわよ、天由良」


「うふふふふ」


「うふふふふ」


　そんな笑い声を聞きながら、駆真はウタの背せから降おりた。


　彼女らがいるのは、もう先さき程ほどの遺い跡せきではない。駆真が瞬まばたきをした一いつ瞬しゆんの間に、仄ほの暗ぐらい、見知らぬ石いし造づくりの部屋に移い動どうしていた。




[image: ]


「ぅはぁあ、なんデスカア、ここ」


「……………………」


　驚おどろいたように触しよく手しゆの先の眼がん球きゆうを揺ゆらすウタとは逆ぎやくに、駆真はもうこの程てい度どの超ちよう常じようには動どう揺ようしなくなっていた。ただ頰の筋きん肉にくをひくつかせた表ひよう情じようで腰こしから〈漆エボ黒ニー少ガ女ール〉を抜ぬき、その双子の大地神に照しよう準じゆんを合わせる。


　ぱん、ぱん、と乾かわいた音が二発。駆真はその少女たちに、何の躊ため躇らいもなく発はつ砲ぽうしていた。今日の消費弾だん数すうはこれで五発。あとで用よう途と不明の弾丸があることを追つい及きゆうされるかも知れないが、その場合は正直に魔ま王おうと魔ま人じんと神を撃うったと答えればいい。発砲後も、駆真に後こう悔かいはなかった。


　駆真は決して射しや撃げきが得意なわけではない。しかし、何やら正体不明の潜せん在ざい能のう力りよくとかそういった類たぐいのモノでも覚かく醒せいしたように、その銃じゆう弾だんはキレイに神たちに命中した。二人の頭部がほぼ同時に後方へと弾はじかれる。


「ぅあ、ぁぁあー。なにしテルンデスカア、マぁスター。相手は神サマらしいデスヨ？」


「知ったことか。これ以上私の邪じや魔まをする奴やつが増ふえてたまるか。あと少しでも遅おくれたら授じゆ業ぎよう参観に間に合わないンダヨ。ワカッテンノカ貴き様さまァ」


「な、なんか目エ怖こわいデスヨマぁスター……」


　ウタが戦おののくように呟く。


　しかし双子は何事も無かったかのように首を起こすと、互たがいにきょとんと顔を見合わせてから唇くちびるをすぼめ、そこからひしゃげた二十四口径弾をぺっ、と吐はき出した。


「…………な」


　驚きよう愕がくというより忌いま々いましげな調子で、駆真。


「びっくりしましたわね、霊由良」


「びっくりしましたわよ、天由良」


「会っていきなり攻こう撃げきされたのなんて」


「長いこと生きていますけれど初めてですわね」


「最近のお若わかい人はキレやすいって、天てん幻げん院いんが仰おつしやっていませんでした？」


「仰っていましたわね。これからは気を付けなければなりませんわ」


　そこで二人は首を駆真の方に向けた。本当に、喋しやべっている時の口の動き以外、その左右対たい称しようの動作には寸すん分ぶんの狂くるいもなかった。まるで鏡でも見ているような感覚だ。


「貴き重ちような教訓をありがとうございますわ」


「あなたの健けん闘とうをお祈いのりしておりますわ」


　そう言って軽く礼をし、天由良と霊由良が足あし下もとからゆらゆらと消えていく。


「待て」


　上半身だけが残った二人に、駆真が無む駄だとは知りつつも銃口を向けながら言った。


「私は神の称しよう号ごうなどいらない。試練を受ける気もない。だからここから出せ」


　もし眼光で人が殺せるのなら、一瞬にして大量殺さつ人じん犯はんになってしまいそうな目で二人を睨み付ける。もっとも、彼女らはその剣けんのような視し線せんすら、容た易やすく止めてしまうのかも知れなかったけれど。


「困こまりましたわね、霊由良」


「困りましたわよ、天由良」


　言うほどに困っている様子もなく、双子は身か体らだが半分搔かき消えた状じよう態たいで言葉を続けた。


「この迷めい宮きゆうに足を踏ふみ入れること自体が」「一つの契けい約やくとなっているんですのよ」


「ですからあなたはここに来てしまった時点で」「試練を受けなくてはならなくなりましたの」


「どうか頑がん張ばって」「この深く広く長い迷宮を突とつ破ぱしてくださいまし」


「さすればあなたは神の称号を得」「この迷宮から解とき放たれましょう」


　そこまで言ったところで、二人の姿すがたは完全に、消えた。


「──くそッ」


　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに、その場に唾つばまで吐き捨すてる。どうやら本当に、この迷宮をクリアしなければならないらしい。


　駆真は改めて自分の居いる場所を確かく認にんした。異い様ように歳としを経へた石材で覆おおわれた部屋。天由良と霊由良の消えた方向に一つ扉とびらのようなものがあるが、その他ほかには薄うすぼんやりとした不思議な光こう源げんと、黴かび臭くさい空気しかありはしない。


「ドウしましょ、マぁスター……」


　情なさけない声で盲もう目もくの魔人が問いかけてくるが……駆真は答えず、一歩足を踏み出した。そう、答えなど、一つしかない。


「……壬み耶や聖教の降こう臨りん書しよによれば、今までもっとも早く迷宮を抜けた者は、識しき字じの神になったとされている聖せい者じや、蘆あし田だ珀はく烙らくだ」


「は……はあ、そうなんデスカア？」


「彼は三十の夜を一いつ睡すいもせずに過すごし、海洋神の迷宮を突破したという」


「はー……三十日……。そりゃ、普ふ通つうの人間ニハ不ふ可か能のうナンではナイデスカア？」


「だろうな。それに何より」


　駆真は懐かい中ちゆう時計を取りだし、その無む慈じ悲ひな針はりを目で追った。


　十一時五十分。


　死し刑けい宣せん告こくでも受けるかのような心ここ地ちでそれを眺ながめてから、駆真は拳こぶしを握にぎる。


「…………時間がない。記録を塗ぬり替かえるぞ」


「おお、カッコいいでスよマぁスター！」


　蒼穹園騎き士し団だんの魔ま女じよ・鷹たか崎さき駆真と、古代皇おう華か栄えい禅ぜんの魔人・ウタ。


　恐おそらく今まででも最強といえるであろう挑戦者たちの来らい訪ほうを喜ぶように、長い軋きしみを伴ともないながら、その扉は口を開けた。





　　　　　◇





「……ふゥ。これで全部か？」


　バゼット式天てん駆く機き関かんを〈停ステイ〉駆く動どうさせ、空中に停止していた三み谷や原はらが、額ひたいに浮うかんだ汗あせを服の袖そでで拭ぬぐいながら呟つぶやいた。


　彼をはじめとする鷹崎小隊のメンバーたちは、岬みさき大たい尉いの指し示じの元、先さき程ほど掃そう討とうを終えた空エ獣ア群ぐんの死し骸がいを回かい収しゆうしていた。この異い形ぎようの生物の死骸は天駆機関に代表される様々なモノの材料となるので、騎士団としても無駄にはしたくないのである。


　しかしそれは理り解かいできても、その作業の面めん倒どうさが軽けい減げんされるわけではない。三谷原は辺りに血の一滴も残っていないことをざっと確認して、やれやれとくたびれた息を吐はいた。


　しかしまだ一服は出来ないようであった。彼はだらしなく曲がった眉まゆを不満の形に下げる。


　理由は一つしかない。インカムから、岬大尉の野太い声が聞こえてきたからだ。


『どうやら死骸の回収は終わったようだね、三谷原曹そう長ちよう』


「……はいよ、万ばん事じ滞とどこおり無く」


『結けつ構こう。──しかしすまんね。今はまだ労ねぎらいの言葉をかけてやれそうにない』


「と、言いますと？」


『悪い知らせだ。また新たな空エ獣ア群が確認された』


「うへェ」


　どうせ表ひよう情じようなどは先方には窺うかがい知れない。三谷原は思い切り嫌いやそうな顔をしながら応おう対たいした。


『鷹崎少しよう尉いにも連れん絡らくをさせているが……どうも繫つながらない。最悪の場合、君が小隊長代行として対応にあたってもらうことになる』


　それはそうだ。駆真にとって在紗の授じゆ業ぎよう参観は、それこそ祖そ国こくが独どく立りつするのと同じくらいのビッグイベントである（別に蒼穹園はどこの属ぞつ国こくでもないけれど）。もし彼女が酒場の店主なら、住民全員に上等の酒を無む償しようで振ふる舞まい朝まで騒さわぎ通すことだろう。無む論ろん、彼女自身もイベント中は在紗という美酒に酔よいっぱなしだ。インカムから入る通信に耳を向ける常じよう識しきなどは存そん在ざいするまい。


　と、そこで三谷原は違い和わ感に首をひねった。


「……うん？　大尉んトコの中隊や、葛くず谷やサンの小隊はどうするんで？」


　彼の言葉に岬大尉はたっぷり肺はいに息を溜ため、


『悪い知らせだ、と言ったろう。誰だれが空エ獣ア群の数は一つと言ったかね』


　三谷原に負けないような面倒くさそうな調子でそう言った。





　　　　　◇





　駆真とウタの両りよう脇わきは、絶ぜつ壁ぺきであった。


　とはいえ、その説明だけでは不十分だろう。何しろ彼女らの脇には、絶壁が切ヽりヽ立ヽっヽてヽいたのだから。


　そう、その迷めい宮きゆうの道はまるで谷底を渡わたっているかのような感覚が伴ともなうものであった。規き則そく的に並ならべられた石材の壁は終わりが見えないほどに高く、それだけで挑ちよう戦せん者しやの意気を薄うすめていってしまうかのような威い圧あつ感がある。


　しかし無む論ろん、駆真とウタはそんなことになどまったく構かまわず、壁にところどころ設しつらえられた不思議な光こう源げんをたよりに迷宮の攻こう略りやくを進めていた。常識外の短期クリアを狙ねらう駆真の意向により、双そう方ほうペース配分を無む視ししたような高速で、その広すぎる空間に足音を響ひびかせる。


「──ち、行き止まりか」


「ぁあぁ、こっちも駄だ目めデスネエ」


「ならばそちらだ。行くぞ」


「ぉあ、待ってクダサアイ」


　天駆機関もウタの走行も、爆ばく発はつ的な加速が特長の移い動どう法ほうである。このように複ふく雑ざつに曲がりくねった道を進むことには適てきさなかった。苛いら立だちが募つのっていくのをどうにか抑おさえ込こみつつ、伝説的な聖せい者じやを馬ば鹿かにするような記録を樹じゆ立りつし一いつ刻こくも早く外に出るため、二人はさらに迷宮の奥おくへ奥へと突つき進んだ。


　そんな折。がしゃん、と、駆真のマーケルハウツが一ひと際きわ大きな音を立てる。そしてその音を区切りに、彼女は金きん属ぞく音おんを止めた。


　理由は駆真の表情が物語っていた。彼女は信じられないものを見るかのような顔で通路の先──行き止まりの壁を見つめ、手足を小こ刻きざみにカタカタと震ふるわせている。


「……マぁスター？」


　不ふ審しんそうな声とともに、先を走っていたウタが彼女の元に戻もどって来るが、それに応対する余よ裕ゆうすら、今の駆真には一ひと摑つかみも残されていなかった。


　迷宮の行き止まり地点。


　そこに、全身を真っ白な絵の具で彩さい色しきされたかのような少女が立っていたからだ。


「あ、在紗──？」


　そう、それは間ま違ちがいなく駆真の最愛の姪めい、鷹崎在紗であった。彼女を構こう成せいする色の中で唯ゆい一いつの仲間外れである血ち色いろの眼めが、いつものように駆真を真しん摯しに見つめてきている。


「なんでこんなところに……学校にいたんじゃないの？」


　駆真の表情と口調が、劇げき的てきなまでに一いつ瞬しゆんで変化する。しゃべり方、細かな仕草、それらの隅すみ々ずみに至いたるまでが、平時から優ゆう雅がであるとはいえあくまで戦士のそれから、母親とか恋こい人びととかそういった、見る者を虜とりこにする丸みを帯びた魅み力りよくに染そまっていった。


　ウタが「うハぁ」とあからさまに驚おどろいた声を出しているが、無論駆真の耳には入らない。彼女の世界は在紗を視界の中に捉とらえた瞬間、今までとは別の法ほう則そくでもって成り立ってしまうように出来ているのだ。


　在紗が、小さな歩ほ幅はばでてくてくと歩み寄よってくる。


「在紗……」


　駆真も軽く膝ひざを折り、在紗と目線の位置を合わせてやった。と──


「────え？」


　ぱちん、と。


　在紗が、駆真の頰ほおを平手で思い切り叩たたいた。


「あ──在、紗……？　え──、……どど、どうしたのかな。お姉ちゃん何か……」


　震える声で恐おそる恐おそる、駆真が向かい合う姪に視線を戻す。


　すると在紗は、まるで汚お物ぶつを見るような目を駆真に向け、


「ねえさまなんか大っっっっっ嫌きらいっ！　死んじゃえ！」


　そう言い放って彼女の脇わきを走り抜ぬけていった。


「…………………………」


　──沈ちん黙もく。


　もとよりそう賑にぎやかな空間ではなかった。虫が地面を這はい回る音すらしない、静せい寂じやくの迷宮。


　しかしそれはあくまで静寂であったのだ。今は違う。呆ぼう然ぜんとして言葉を発するという行動をなくしてしまった駆真と、その気まずさに固まってしまったウタという、本来ならば音を出すことも会話をすることも可か能のうであるはずの者たちがいるというのにそこに構こう築ちくされた、不自然な沈黙。


「……あ、あノオ……」


　やがてその空気に耐たえられなくなったのだろう、ウタが駆真の元に足を寄せ、遠えん慮りよがちに話しかけた。


「マぁスター……ドウ考えてもおかしーデスヨオ。姪めい御ごさんがこんなとコにいるハズがナイデショウ。きっとこれ……」


　ウタが駆真の肩かたに触ふれる。と。


　ごろん。


「ぅえ……？」


　ウタは指先をびくっと揺ゆらし、手を引いた。それはそうだろう。何しろウタが触れた瞬間、駆真はその姿し勢せいを維い持じしたまま床ゆかに倒たおれ込んでしまったのだから。


「ま、マぁスター……」


　駆真の前方にウタが回り込むと、ようやく彼女は不自然に固まっていた手足を重力に従したがわせる。しかし起きあがる気配は一向になかった。金属で覆おおわれた手を目元に送り、嗚お咽えつとともに流れ出てくる涙なみだを拭ぬぐう。


「…………ぅっく……、ぇっく、あ、ああ、ありさぁ……」


「ぇ、えーとぉ……」


「なんでそんなこと言うんだよぉ……お姉ちゃんは……お姉ちゃんはいつだってどこだって在紗のことを……っく、ぅあ、うわああああああああああああああああああああああああああああああああああんッ！」


　まるでお気に入りの玩おも具ちやを壊こわされてしまった子こ供どものように大泣きする駆真。ウタは顔全体で器用に「困こまった」を表ひよう現げんしながら、おろおろとその場で赤子をあやすかのように手を振ふることしかできなかった。





　　　　　◇





　給食のパンをくわえたところで、在紗はふっと顔を上に向けた。自然口にはパンがついてきて、まるで骨ほねにかじりついた犬のような格かつ好こうになってしまう。


「ど、どしたのアリサ。何その珍ちん妙みようかつ可か愛わいらしいポーズ」


　美須々の言葉に在紗は急いでパンをかじり、もふもふと咀そ嚼しやくして飲み下した。


「……ううん、なんか今……ええと」


　ちらりと空の方を一いち瞥べつしてから、首を傾かしげる。


「……なんでもない」


　一瞬駆真に名を呼よばれた気がしたのだが……気のせいであろうか。


　在紗はもう一度、今度は逆ぎやくの向きに首を折り、食事を再さい開かいした。





　　　　　◇





「……マぁスター、いっつまで落ちこんデルンデスカア」


「…………っ、ぅえっく、ぃっく……、在紗……ありさ……アリサぁ……」


　今いま現げん在ざいの駆真は、迷めい宮きゆうの壁かべに向かって膝ひざを抱かかえて座すわり込み、顔を俯うつむかせながら、右手の人差し指で地面にわけの分からない紋もん様ようを描えがいていた。


「ほぉらぁ、姪御さんのジュギョーサンカンに行くんデショウ？　早くしナイト……」


　ウタのその言葉に駆真が陰いん鬱うつな眼まな差ざしを肩かた越ごしに一いつ瞬しゆんだけ覗のぞかせる。しかしすぐに顔の向きを下落させると、


「……だって、だって……在紗が……在紗がさ、私のこと……き、……きら、きら……」


　どうやら『嫌い』の一言を己おのれの口から出すのを躊ため躇らっているようであった。確たしかに自分で言葉を発音するということは、自然それが内包する意味を認にん識しきすることとなってしまう。しかしその結果彼女の言葉は「在紗が私のことキラキラ」などというよく分からないものになってしまい、ウタを苦く笑しようさせるのであった。


　無む貌ぼうの女。鉄てつ仮か面めん。蒼穹園の魔ま女じよ。そんな名で呼ばれる騎き士し団だん少しよう尉いとは思えぬ情なさけない落ち込みっぷりではある。


「あ……ああ、うわああああああ………………」


「でスカラあ、あの姪御さんハおかしぃデスッテエ、冷静に考えてみマショウよお」


「そ……そうかな……そうかな。ホントにそうかな……」


「そうですヨオ、ここは神サマの迷めい路ろなんでスモノ、あれっくらいのマボロシくらい覚かく悟ごシナイト」


「……だよね、そうだよね……在紗が私にきら……なんて言うはずないよね……」


「もっちろんデスヨオ。なにせ──」


　ウタが言いかけたところで。


「────臭くさい」


　いつの間にかそこに現あらわれた在紗が、まるで汚お物ぶつを見るかのような目で駆真を睨にらみ、そんな言葉を発した。


「え……な、な──」


「ねえさま、臭い。何その臭におい。汗あせ？　血？　ああ……違ちがう。ねえさまそのものが臭ってるんだ。ねえさまみたいな汚お染せん物ぶつ質しつはそこにいるだけで公害。もうここも危あぶない。きっと通つう常じよう値ちの十万倍以上の駆真濃のう度どが検けん出しゆつされる。汚染地ち域いき。生命なんて存そん在ざい出来ない。あまりに不ふ快かい過すぎて」


　いつもの在紗からは想そう像ぞうも付かぬ勢いきおいで、息いき継つぎさえせずに罵ば詈り雑ぞう言ごんを並ならべ立てる。駆真は呆ぼう然ぜんとしながらそれを聞くことしか出来なかった。


「ちゃんとお風ふ呂ろ入ってる？　そんな体たい臭しゆうで授じゆ業ぎよう参観に来られると、私、困る。恥はずかしい。ねえさまみたいなのの姪めいっ子こだなんて知れたら、もう学校行けない。ねえ、本当に、学校来ないで。そんな腐ふ臭しゆう漂ただよわせてるなら早いとこ腐くさりきって。臭い、臭い」


　言って、在紗は鼻をつまみながら迷宮の奥おくへと消えていった。


「………………」


　駆真はしばし無言で在紗の消えた方向を眺ながめていたが、すぐにカタカタと歯を震ふるわせてウタの方に視し線せんをやった。視界は既すでに涙でぼやけている。


「う、ウタ……ッ！　わ、私はそんなに臭うのか……ッ？　参観行ったら在紗が困るのか……ッ？」


「い、いや、ソンなことナイですって」


「で……でもでも、私運動量すごいし、汗かくし、空エ獣アの血付けっぱなしだし……あああああ、ごめんごめんごめん在紗ぁぁぁぁぁぁぁ」


「……いや、だぁからぁ、マぁスター、こんなトコロに姪御さんが……」


　と、言うウタの背はい後ごに、三み度たび在紗が現れる。


「あ、ゴキブリ。……違った、ねえさまだ。あんまり似にてるから間違っちゃった。その髪かみの光り方、アレの羽根そっくりだね」


　そんな致ち命めい的な一言を残し、またも闇やみの中に消えていく。


「──ッ！」


　心しん臓ぞうを撃うち抜ぬかれたかのような錯さつ覚かく。駆真は胸むねを押おさえて地に突つっ伏ぷした。


「あ、あ、あ、在紗ぁ……在紗この髪綺き麗れいって言ってくれたじゃないかよぅ……だから作戦行動には向かないけど、今までのばしてきたのに……ッ」


　呻うめくように言いながら髪を一房ふさつかみ取り、ポーチから取り出したアーミーナイフを押しつける。──が、すぐにウタに取り押さえられ、ナイフを没ぼつ収しゆうされた。


「……冷静にナッテください。コンナトコデ足あし踏ぶみシテル暇ひまはなイでしょぉ」


「そ……そうね。──ああいや、そうだな」


　未いまだ情じよう熱ねつ的なリズムを刻む心臓をどうにか抑え込こみながら、駆真が口調を正す。


　無む論ろん駆真とて、あの在紗が本物だとは思っていない。しかし、駄だ目めなのだ。在紗を愛するという概がい念ねんが駆真の基き本ほん骨こつ子しに、遺い伝でん子しに、塩えん基き配列にしかと刻きざまれてでもいるように、脳のうが冷静に判はん断だんするより早く、駆真の心中は在紗への様々な感情によって埋うめ尽つくされてしまう。その速度はまさに脊せき椎つい反はん射しやレベルである。まさに、鷹崎駆真にとって天てん敵てきのような迷めい宮きゆうであるといえた。


「……お姉ちゃん今までで一番キツイかもしんないよぉ、在紗ぁ……」


「ふぇ？　ナンですカア？」


「……いや、なんでもない。先を急ぐぞ」


　流れたがる涙なみだを無む理り矢や理り引っ込め、駆真は迷宮攻こう略りやくを再さい開かいした。





　　　　　◇





「あらあらあら」


「あらあらあら」


　永とこ久しえの迷宮に唯ゆい一いつ在ある終着点にて、二人の大地神、天由良と霊由良は、示しめし合わせたわけでもないのに同時に互たがいの顔を見、そんな言葉を発してから、目の前に展てん開かいされる挑ちよう戦せん者しやの健けん闘とうに視線を戻もどした。


　終着点とはいえ、別べつ段だん内ない装そうが迷宮のそれと変わるわけではない。おぼろげな明かりに照らされただけの、簡かん素そで小さな部屋だ。ただ彼女らの後ろにある、外界へと続く扉とびらと、前方にある、迷宮を行く挑戦者を映うつし出す大きな水すい晶しよう板ばんだけが、他ほかの箇か所しよと異ことなった点ではあった。


　もっともここに辿たどり着くことができるのは、神の称しよう号ごうへの執しゆう着ちやくを完全に断たち切った者のみであるので、華か美びな装そう飾しよくなどは必要ない。無論終着の部屋を宮きゆう殿でんさながらに飾かざり立てる神もいることはいるが、それはあくまで個こ人じんの趣しゆ味みである。天由良も霊由良も、その煌きらびやかな出いで立ちのわりにそういったものは持ち合わせていなかった。


「鷹崎駆真さんと仰おつしやいましたわね、あのお方は」


「鷹崎駆真さんと仰いましたわよ、あのお方は」


「レベル１の試練であそこまで動どう揺ようなさるお方も初めてですわね、霊由良」


「レベル１の試練であそこまで動揺なさるお方も初めてですわよ、天由良」


　そう。まだ迷宮の試練は序じよ章しようにも達していない程てい度どだ。大たい抵ていの人間は、自らの愛する者の登場や豹ひよう変へんに驚おどろきを見せはするものの、そこは各おの々おの修しゆ行ぎようを積んだ求道者である。すぐに冷静さを取り戻し、次の試練へと向かう。


「まあ、純じゆん粋すいなのかも知れませんわね」


「ええ、純粋なのかも知れませんわよ」


「ああ、それにしても」


「ええ、それにしても」


　天由良と霊由良は水晶板に映る光景を眺めながら、再ふたたび顔を見合わせた。


　冷たい目をしながら聞くに耐たえない暴ぼう言げんを吐はいている真っ白い少女（無論、迷宮が見せる幻影である）と、それを目まの当あたりにしてまるで子こ供どものように泣き叫さけぶ挑戦者。そしてそれを羽は交がい締じめにしてなんとかなだめようとしている人間外のモノ、という、端はたから見ているとまこと不思議な映えい像ぞうである。


「何な故ぜ先さき程ほどからこの真っ白い少女しか、幻まぼろしが出てこないのでしょうね」


「ええ、そうですわね。きっと駆真さんが、この娘むすめのことをとても大切に思っているからではありませんの？」


「まあ、愛ですわね」


「ええ、愛ですわよ」


「それは素す敵てきですわね、霊由良」


「それは素敵ですわよ、天由良」


「うふふふふ」


「うふふふふ」


　地ち宮ぐう院いん姉妹はまたも優しげに、しかし不気味に笑い、挑戦者の観察を続けた。





　　　　　◇





「………………ぉぉぉぉ」


　駆真は四つん這ばいの格かつ好こうで地面を睨ねめていた。


　──否いな、それには少々語ご弊へいがあるか。一いち応おう顔も目も下方に向いてはいる。しかしそれだけだ。駆真の脳には視し界かいから入った情じよう報ほうを処しよ理りする余よ裕ゆうが残されていなかった。睨にらむことなど出来ようがない。


　大きく息を吐くが、それでも激はげしい動どう悸きは収おさまりそうになかった。額ひたいに浮うかんだ汗あせも、断だん続ぞく的に震える四し肢しも、完全に落ち着かせるにはまだまだ時間がかかりそうだ。


「だ……大だい丈じよう夫ぶデスかマぁスター……」


　ウタが心配そうに言ってくるが、今はそれに返すゆとりさえない。なんとか意い識しきを保たもちつつ、彼女の方に視線を移うつす。駆真はその際さい目に入った己おのれの黒くろ髪かみに小さな安あん堵どと違い和わ感を覚えた。もうとうに白しら髪がになってしまっているだろうと確かく信しんしていたから。


　迷宮の攻略を再開してから約三十分。その間駆真は、まるでこの世の地じ獄ごくを煮に詰つめた釜かまに放ほうり込まれたかのような体験をしていた。


　今まで現あらわれた在紗の幻げん影えいの数はもう幾いくつか知れない。それら全すべてが例外なく、豊ほう富ふな語ご彙いと心を抉えぐる表ひよう現げん力りよくを以もつて駆真に罵ののしりの言葉を浴びせかけてきた。駆真の深しん層そう意い識しきの最さい奥おうにあるような些さ細さいなコンプレックスを掘ほり起こし、刺さし、穿うがち、そして最後にその傷きず口ぐちに塩どころか上じよう質しつの唐とう辛がら子しを塗ぬっていく。


　それぞれが駆真を精せい神しん崩ほう壊かいに追い込めるだけの威い力りよくを持った、悪あく趣しゆ味みな幻影である。彼女は糸の切れた人形のように首をカラカラ動かし、その場に倒たおれ込んだ。


「マぁスター！　マぁスター！」


　ウタが肩かたを揺さぶってくる。まるで三日睡すい眠みんをとっていないときのような慢まん性せい的な吐き気が腹はらの底から湧わき上がってくるのをどうにか押さえ込み、駆真は辛かろうじて上体を起こした。


「……ごめん、ちょっと、これ、ホント、キツい」


　よろめきながらも、ウタに肩を借りて立ち上がる。


　と、駆真がようやくバランスを取り、ウタから手を離はなしたのと同時に、


「ねえさま」


　またも目の前に、在紗が出現した。


「ひ──ッ」


　大好きな在紗の姿すがたではあるのだけれど……一いつ瞬しゆん駆真の身か体らだが硬こう直ちよくする。この悪趣味な迷宮が今度は一体どんな在紗を見せてくるのか。それを考えるだけで怖おぞ気けが立った。


　しかし今度の在紗は駆真を嫌きらうでも嘲あざけるでもなく、ゆっくりとした足取りで近づいてくる。駆真は警けい戒かいは解とかずにそちらを向いた。


「あ、在紗……？」


　と、在紗は駆真の言葉に優しく微び笑しようしたかと思うと、その細い手を広げ、駆真をぎゅっと抱だきしめてきた。


「な──」


　急な事じ態たいに別の意味で全身が緊きん張ちよう状じよう態たいに入る。ようやく収まりかけていた発はつ汗かん、動悸が容た易やすく再さい発はつし、どんな危き機き的てき状じよう況きようにも乱みだれたことのない思考が混こん乱らんした。


「ど、どどどうしたの在紗──ッ」


　しかし在紗は答えず、駆真の胸むねに埋うめていた顔を少しだけ上方に向けるだけだった。何かを訴うつたえかけてくるような上うわ目め遣づかいの表情、桜さくら色いろに染そまった頰ほお、そして微かすかに感じられる吐と息いき。駆真の脳のうが沸ふつ騰とうするのに、さほど時間はかからなかった。


　そしてそのタイミングを見計らったかのように在紗が「大好き」などと言うものだから、駆真は耳から湯気でも出てしまうのではないかと思えるほど顔を真っ赤に染めて、頭を高速で震しん動どうさせざるを得なかった。


「ま、マぁスター！　落ち着いテクださい！　その姪めい御ごサンは偽にせ物ものなンですから！」


「わ、わわわ分かってる……！　で……でも何コレやばいって。ま、まさかの新アプローチ……ッ──」


　至し福ふく、陶とう酔すい、恍こう惚こつ。様々な脳のう内ない物ぶつ質しつが異い常じよう分ぶん泌ぴつされているであろう興こう奮ふんが爪つま先さきから髪の先まで巡めぐっているかのような錯さつ覚かく。思えば駆真が在紗に抱きつくことはあっても、逆ぎやくのパターンはそうなかった。端たん的てきに言えば──そう、夢ゆめのようだ。


　──しかし。駆真は下した唇くちびるを嚙かんで思い直す。


　一時の誘ゆう惑わくに負けて本当の在紗を悲しませるわけにはいかない。少々時間はとってしまったが、吹ふき荒あれるアドレナリンとエンドルフィンの中、駆真の理り性せいが顔を出した。呼こ吸きゆうを整え目を瞑つぶり、胴どう部ぶに抱きつく在紗の腕うでを優しくほどく。


　そして身体が完全に離れたところで安あん堵どと落らく胆たんの混まじったような息を吐はき、ゆっくりと目を開ける。が。


「──ッ」


　肩をすぼめ片かた手てを口の辺りにやって、少し寂さびしそうな目で駆真を見つめている在紗と目が合い、彼女はまたも硬こう化かした。


「え、ええと、あのね、別に在紗のことが嫌きらいとかそういうんじゃなくて、ね？　ほ、ほら、なんて言ったらいいのかな。ええと……その……」


　アステナのようにしどろもどろになりながら、ジェスチャーさえ交まじえて弁べん解かいを始める駆真。その姿があまりにも情なさけなかったのだろう、ウタがため息を吐きながら駆真の腕を引っ張ぱってきた。


「ほォラ、早く行きマすよお。そンなの無視すれバいいンです！」


「な、おまえ──」


　一いつ瞬しゆん抗こう議ぎが頭に浮かぶが……どう考えても道理はウタにあった。駆真は無む理り矢や理り自分を落ち着かせ、後ろ髪がみを機械に巻まき込こまれるかのような心ここ地ちで在紗の幻影に背せを向けた。ウタに先せん導どうされる形で迷宮を進んでいく。


「──ねえさま、行っちゃうの……？」


　背はい後ごから響ひびいた声に、駆真は唾だ液えきを飲み込んだ。胸むな元もとを押おさえ冷静に、冷静にと呟つぶやきながら足を進める。


　しかし今度は駆真たちを追うような、小走りの足音が響いてきた。そして──途と中ちゆうで躓つまずいたのだろう、靴くつ音おとが止やむと同時に柔やわらかいものを床ゆかに打ち付ける音が聞こえてくる。


「あ──在紗ッ！」


　振ふり向き、そちらに駆かけ寄よろうとしたところで、ウタに両りよう肩かたを押さえられる。


「離せッ！　在紗が……」


「あー、ダから気にしチゃダメですッて！」


　ウタに羽は交がい締じめにされながらもバタバタと手足を運動させる。


　在紗は俯うつぶせの状態から一度うずくまるような格かつ好こうになって、身体を起こした。転んだ際さいに打ち付けたのだろう、額ひたいが赤くなっている。


「──っく、……、えっく──」


　そして大きな瞳ひとみいっぱいに涙なみだをため、しゃくり上げながら駆真の方を見てくる。その様子に、ウタが少し力を加えたのが分かった。恐おそらく駆真が抜ぬけ出すと思ったのだろう。


　しかし──駆真はそんな在紗の姿を見て、興奮状態が冷めていくのが自覚出来た。


「……マぁスター？」


　不ふ審しんげにウタが聞いてくる。無理もない。今まで散々混乱していたのだ。


　だが駆真には、もう在紗の幻げん影えいに騙だまされない自信があった。「大だい丈じよう夫ぶだ、離はなせ」と温度のない口調で言い、ウタに腕を解放させる。


　駆真は細く息を吐いた。少しだけ、思い出したことがあった。








　駆真がまだ在紗くらいの歳としであった頃ころだ。


　駆真の兄であり在紗の父である男が、いなくなった。


　詳くわしい事じ情じようは知らなかった。誰だれも、まだ小さかった彼女らに話そうとはしてくれなかったのである。ただ──彼の扱あつかいが「死し亡ぼう」ではなく「行ゆく方え不ふ明めい」であったことだけは、兄の友人である三谷原がこっそり教えてくれた。永えい遠えんに遺い体たいが見つからないだけの、行方不明であることだけは。


　兄は騎き士し団だん所しよ属ぞくの天駆機関開発技ぎ術じゆつ者しやであった。とはいえ研究室に籠こもって一人作業をするタイプの人間ではない。上じよう質しつの空エ獣アの死し骸がいや特とく殊しゆ金きん属ぞくを得るために、空エ獣ア狩がりの現げん場ばに同行することも日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。実戦要員よりも巧たくみに天駆機関を操あやつるものだから、部隊にスカウトされたこともあるほどだ。


　どこかとぼけたところがあるけれど、誰からも好かれる優やさしい人だった。


　だから彼の遺い品ひんだけを詰つめた棺ひつぎが土の下に消えるときに流れた涙の量は、彼が愛用していたティーカップを全部動員しても収おさまりきらなかったように思う。


　その日は、雨が降ふっていた。駆真の頰ほおを流れる雫しずくに負けないくらい、ざあ、ざあと。


　みんな、みんな、泣いていた。少なくとも駆真にはそう見えた。


　でもそんな中で、涙を流していない人がいた。


　三谷原と──在紗だ。


　三谷原が泣いていないのには、そんなに違い和わ感を感じなかった。でも、在紗は別だ。父が死んだということを理解出来ていないわけではなさそうだった。在紗は早そう熟じゆくで駆真よりもずっと頭が良かったし、何より、口を真一文字に結んで鼻の頭を真っ赤に染そめ、必死に涙を流すのを堪こらえているように見えた。


『なんで──なんで在紗は泣かないの……!?　兄さんが死んで悲しくないのッ!?』


　在紗は、真っ赤な目を更さらに充じゆう血けつさせながら首を横に振った。


　そうなのだ。悲しくないはずはないのだ。きっと今、この場で一番身を切られるような思いにかられているのは在紗のはずなのだ。駆真よりも誰よりも、最も悲しまなければならないのは彼女なのだ。


　嗚あ呼あ、だから駆真はそれが信じられなかった。この弔とむらいの席で、彼の一人娘むすめの頰が乾かわいていることが許ゆるせなかった。


　駆真が詰つめ寄よっても、在紗は首を振るばかりで絶ぜつ対たいに泣こうとはしなかった。時折鼻水を啜すする音を響ひびかせながらも、結局最後まで、ひとすじの涙も流さなかったのである。


　なんで、なんでと半ば半はん狂きよう乱らんになって在紗を責せめる駆真に、在紗は震える声で言った。


『──私が泣いたら、ねえさまはきっと、もっと悲しくなる。だから、泣かない』


　そのときの駆真の驚おどろきといったらない。


　自分より六つも下の子こ供どもが、そんなことを考えているなどとは夢ゆめにも思わなかった。本当に、どちらが年長か分からない。


　在紗はとても頭の良い子だから、辛つらいことは全部全部自分で処しよ理りしようとしてしまう。苦しいことは全部自分で解かい決けつしようとしてしまう。


　だから──誰かが在紗の辛いことや苦しいことを除のぞいてやらねばならないのだ。そうしなければ、きっとこの小さな小さな女の子は、いつの日かその苦く痛つうに潰つぶされてしまう。


　思えば、兄はいつも在紗のことを気にかけていた。一人娘を心配するのは当たり前だと思っていたが、今なら駆真にも分かる。兄は、在紗のこういう部分を憂うれえていたのだ。


　でも、もうその兄はいない。


　なら、それに代わる誰かが必要だ。


　では、その誰かとは？


　──そんなもの、駆真しかいなかった。


　このときだ。駆真が、在紗のことを守らなければならないと決意したのは。








　駆真はゆっくりと在紗の幻影に歩み寄ると、優しく頭を撫なでた。


「──ごめんね。でも、在紗は、こんなことじゃ泣かないよ」


　そして、踵きびすを返してウタの元に戻もどる。


「行くぞ。時間がない」


「ハイはい」


　ほっとした様子でうなずくウタを率ひきいて、駆真は地宮院の迷めい宮きゆうに再ふたたび足音を響かせ始める。と、まだ駆真を引き留とめられるとでも思っているのか、背はい後ごから在紗のものとしか思えない声がした。


「ねえさま」


　首だけをそちらに向けると、いつの間にか立ち上がった在紗が笑え顔がおで手を振ふっているのが確かく認にん出来た。


「頑がん張ばって」


　言うと、彼女の身か体らだは霧きりのように霞かすみ、上方へと消えていく。駆真たちはそれを目で追い、先が見えないほどに暗い天てん井じように視し線せんをやった。


「────ぁ」


　そうして眼がん窩かの中でぐるりと眼球が巡めぐるうち──駆真はとある可か能のう性せいに気がついた。


　──そうだ、私は何を律りち儀ぎに迷めい路ろを進んでいるのだ？


　それは発見であると同時に、自分への反省でもあった。降こう臨りん書しよに記された試練の世界、永とこ久しえの迷宮。その困こん難なんさを、頭のどこかで認にん識しきしていた。惑まどい迷まよってそれでも出口に辿たどり着けない空間なのだと、漠ばく然ぜんと思っている自分がいた。記録を大おお幅はばに塗ぬり替かえると言っておきながらも、もしかしたら間に合わないかも知れないという考えがあった！


　嗚呼、なんと情なさけない。結局駆真は自分自身の弱気によって空を舞まう翼つばさを奪うばわれ、文字通り地に張り付けられていたのだ──！


「──────飛ぶぞ」


「ふぇ？」


　数歩離はなれて駆真に付き従したがっていたウタは、そんな彼女の調子に驚おどろいたようではあったが、すぐにその意図を理解したのだろう、無意味に手足をばたつかせた。


　見ようによっては可か愛わいらしいその仕草を冷れい淡たんに無視し、駆真はマーケルハウツを〈浮フロート〉駆く動どうさせる。身体を浮ふ遊ゆうさせてから体たい勢せいを立て直すという不自然な、しかし高等な技ぎ術じゆつを要する動きをし、駆真は改めて見えぬ天を仰あおいだ。


　この迷宮が真に神がかった力で制せい御ぎよされている場合はどうしようもないが、この反はん則そく技わざが通用する可能性も、決してゼロではない。


「行くぞ」


　天駆機関を〈翔ソア〉にセット。駆真は一気に闇やみの中へと身を躍おどらせた。


「あ、あぁあ！　待ってくださいヨオー」


　次いで、ウタが背から数本のケーブルを生やし、その先せん端たんに大きな手を構こう築ちくする。そしてそれらに並ならんだ太い指を次々と壁かべに突つき刺さし、無む理り矢や理り駆真のあとを追って壁へき面めんを上っていった。


　どれほど進んだ頃だろうか、駆真はマーケルハウツを〈浮フロート〉に戻し、辺りを一望する。


「…………よし」


　そして、微かすかな興こう奮ふんとともに拳こぶしを握にぎった。


　駆真の眼下には、深夜の都市部の上空写真のような光景が広がっていた。複ふく雑ざつに入り組んだ道々はそれぞれが淡あわい輝かがやきを放ち、この位置から見ているとまるで紙面に描えがかれた迷路のよう。ただ、その広大さが尋じん常じようではないのだが。


　そう。今駆真は、上空から俯ふ瞰かんで迷宮を見下ろしていた。


「──はぁ、はぁ、速いデスヨオ、マぁスター」


　壁をよじ上ってきたにしては十分なほど速いウタではあったが、さすがに縦たてでの駆動は天駆機関には敵かなわぬようであった。


「反則に近い攻こう略りやく法ほうだ。──手伝え。出口を探さがし出す」


「……ふぇー、広ーいですネエ」


「仕方ないだろう。これでも随ずい分ぶん難なん易い度どは下がった方だ」


「そりゃあそうですけド……」


　言いかけたウタを制せいするでもなく、駆真は薄うす闇やみを裂さき始めた。在紗の幻げん影えいに、少しだけ感かん謝しやを送りながら。





　　　　　◇





　昼休みの教室のざわめきがいつもより大きいと感じるのは在紗だけではあるまい。


　誰も気づいた素そ振ぶりを見せないのは、座ざ席せきの後ろに集まり始めた保ほ護ご者しやたちの方に気が行ってしまっているからだろう。否いな、正しく言うなら、その存そん在ざいがあるからこそ、皆みな平時よりもざわついているのかも知れない。


　在紗は何度眺ながめたとも知れない教室の後部に、またも目を這はわせた。


　本当なら誰よりも早くそこに到とう着ちやくしているはずの叔お母ばの姿すがたが、未いまだ確認できていなかったのである。在紗の大好きな美しい黒くろ髪かみも、在紗とお揃そろいの赤い目も、昨夜在紗とともに見み繕つくろった青い服も、何一つ見つけられなかった。


「……まだ来てないの？　カルマさん」


「…………うん、そうみたい」


　前の席から身を乗り出してきた美須々に返し、小さな小さな溜ため息いきを一つ。


　やはり緊きん急きゆう任にん務むとやらが終わらなかったのだろうか。蒼穹園の空を護まもる騎き士しの姪めいとしての心こころ構がまえは一いち応おう出来ているつもりであったけれど、残念な心ここ地ちは拭ぬぐい去れそうにない。在紗はもう一度溜息を吐つこうとし──そんなことをしては今頑張って任務を行っている駆真に失礼だと思い改め、それを飲み込こんだ。


「────うッ」


　苦しげな声。一いつ瞬しゆん自分の陰いん鬱うつな心が外界に漏もれ出たのかとも訝いぶかったが、どうもそうではなかったらしい。美須々が在紗の机つくえに載のせていた上体をさっと己おのれの座席に戻もどし、黒板の方を向いている。よくよく見ると、顔中に冷や汗あせを浮うかべ、小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせていた。


「…………？」


　不思議に思い、今まで美須々が見ていた方向を見やる。そして、


「──────ッ」


　赤い目を丸く見開いて、教室に現あらわれた人物を凝ぎよう視しした。


　ブラウス、パンツ、スカーフ、帽ぼう子しに至いたるまでを、長時間視界に入れているだけで網もう膜まくに何らかの後こう遺い症しようが残りそうなほどの極ごく彩さい色しきで構こう成せいした女じよ性せいが、そこに立っている。しかもその上に随分と高こう価かそうなネックレスやらブレスレットやら指輪やらが、まるで鎧よろいのように装そう着ちやくされていた。


　在紗が恐おそる恐おそるその『装そう甲こう』に埋うもれた顔に目をやると、そこには本業のピエロも思わず「へ……アンタにゃ負けたゼ」とニヒルな笑えみを浮かべざるを得ないような、真っ白い地に真っ赤な唇くちびるを誇ほこるご婦ふ人じんの顔が確かく認にんできた。


　在紗の記き憶おくの中の橙堂夫人とは似にても似つかない。だが、次の思考に逡しゆん巡じゆんは微み塵じんも無かった。彼女こそが美須々の言っていた、橙堂家の誇る珍ちん獣じゆう──否、美須々の母君なのだと。


「……美須々」


「…………お願い。何も言わないでアリサ。私たち友達よね？」


「……う……うん」


　映えい画がスター並なみに周囲の視線を集めながら、至し極ごくにこやかな笑みを浮かべ美須々に手を振ってくる（その度、複ふく数すうの香かおりを無む理り矢や理りミキサーにぶちこんだかのような、ある意味得も言われぬニオイが漂ただよった）母君と、そちらを見ていないはずなのにビクッと身か体らだを震わせる美須々を眺め、在紗は冷や汗あせをひとすじ流しながらも、微かすかにうらやましさを感じていた。


　そして──五時間目の開始を告げるチャイムが、鳴った。





　　　　　◇





　駆真の血ち色いろの眼めを包む目ま蓋ぶたが逆ぎやく三さん角かく形けいに研とぎ澄すまされたのは、別に何か気に障さわることがあったからでも、あとに続く魔ま人じんのスピードが地上でのそれよりも遥はるかに遅おそかったからでもない。


　何かに腹はらを立てて眦まなじりを吊つり上げたというよりも、長らく獲え物ものにありついていない猛もう禽きんが、広い野原のど真ん中に手負いの兎うさぎでも見つけたような、鬼き気き迫せまる喜き悦えつを感じさせる表ひよう情じようであった。


「……見つけたッ！」


　もし十分な照明があったなら地平線さえ見えてしまうやも知れぬ広大な迷めい宮きゆうの中、駆真はついに、その部屋を見下ろす位置へと辿たどり着いたのだ。


　そこが本当に出口なのかはわからない。しかしその、他ほかの道から隔かく絶ぜつされた小さな部屋に、先せん刻こくの双ふた子ごの女め神がみ、天由良と霊由良の姿が見て取れた。


「────────ッ！」


　息を止め、姿し勢せいを逆さかさまにして一気にその部屋へと降こう下かする。着地の瞬しゆん間かんに身をひねり、地にマーケルハウツのけたたましい金きん属ぞく音おんを響ひびかせた。


「大地神・天由良……霊由良……ッ！　ようやく見つけたぞ……さあ私をこの迷宮から出せ！　もうとうに一時を過すぎたんだぞ！　午後の授じゆ業ぎようが始まってしまったろうが！　この責せき任にんをどう取るつもりだ！」


　しかし天由良と霊由良はきょとんとした様子で顔を見合わせ、


「あらあらあら」


「あらあらあら」


「空を飛びましたわね、霊由良」


「空を飛びましたわよ、天由良」


「びっくりですわね。人間っていつの間に飛べるようになりましたの？」


「びっくりですわよ。さあ、わかりませんわね。長いことこちらには顔を出していませんでしたから」


　そう言って不思議そうに首を傾かしげたあと、天由良がまたも声を発した。


「でも、これってクリアとしてよろしいのでしょうか」


「別に空を飛んではいけないというルールはありませんし、構かまわないのではございませんこと？」


「そうですわね、霊由良」


「そうですわよ、天由良」


「うふふふふふ」


「うふふふふふ」


「鬱うつ陶とうしい！　早く私を外に出せ！」


　たまらず叫さけぶ駆真。二人の大地神はぱっと駆真の方に顔をやり、コンマ一秒のずれすらなくその表情を微び笑しように変えた。


「おめでとうございますわ、駆真さん」


「おめでとうございますわ、駆真さん」


「あなたはこの瞬間」「我われらが永とこ久しえの迷宮をクリアなさいました」


「よってあなたには我らより」「神の称しよう号ごうをお贈おくり致いたしましょう」


「そんなものはいらないから早くここから出せ」


「あらあらあら」「せっかちですわね」「でもそういうわけには」「参りませんの」


「この迷宮をお抜ぬけになられた方には」「神の名を与あたえるのが古いにしえよりの決まり」


「今まででもっとも早く」「この惑まどいの宮みやを通り抜けたあなたには」「第二十位の称号を与えましょう」


　その言葉の区切りごとにわざとらしい身み振ぶり手振りの演えん出しゆつを入れ、天由良と霊由良が駆真の方に手を向けた。


「……新顔にしては随ずい分ぶんと高位のように思うが。早く出せ」


「うふふ、問題ありませんわ。永久の迷宮をこんなに早く抜けたお方なんてそうはいませんもの」


「ええ、ええ。少し前に天てん幻げん院いんの迷宮が異い例れいの早さでクリアされたと聞きましたけど、それでもあなたほどではありませんわ」


「だが、ほとんど反はん則そく的な方法でだろう。早く出せ早く出せ」


　天由良と霊由良が「いえいえ」と言い目を伏ふせた。


「たとえどんな方法であろうと」「神の名への執しゆう着ちやくを捨すてない限かぎり」「ここには辿り着けませんわ」


「……だから、最初からそんなものは持ち合わせていない。私は早く授業参観に行きたいだけだ。早く出せ早く出せ早く出せ」


　しかし姉妹はそんな駆真の言葉を無む視しするように、どこか懐かい古こ的な眼まな差ざしで遠くを眺めるように、顔の角度を小さく上げた。


「それに」「第二十位の神は」「少しだけ前に亡なくなっていますの」「ですから今、そこは空位ですのよ」


「……神も死ぬのか」


「ええ」「心しん筋きん梗こう塞そくで呆あつ気けなく」


「………………」


　随分と情なさけない神もいたものだ、とはさすがに口には出さなかった。


「ですからあなたが今日ここへきたのも」「彼女の思おぼし召めしかと感じられるのですわ」


「……ちなみに、その神は何を司つかさどっていたんだ」


「ええ」「ええ」「彼女は」「『偶ぐう然ぜん』の女神でしたのよ」


「…………………………」


　駆真は今度こそ、本当の意味で無言になった。


　いやしかし、そんなことをしている暇ひまも惜おしかった。なんとか意気を改め、僅わずかばかりの希望を載のせて問う。


「……今この時から私も神なのだろう？　それは時間を止めたり戻したり瞬間移い動どうできたりする神なのか？」


　が、天由良と霊由良はやはり左右対たい称しように軽く首を振った。


「神の称号というのは」「あくまでもそういった奇き跡せきを手に入れることが出来る可か能のう性せいを」「得たに過ぎませんわ」


「そのような力をそヽちヽらヽで望むのであれば」「あなた自身が、これより神の名を以もつて」「長く修しゆう練れんをお積みになるしかございませんのよ」


「……要は役に立たないということか」


　駆真が吐はき捨すてるように言うと、二人はまたも否ひ定ていを示しめすように頭を左右に動かす。


「とんでもない」「神の称号にはとても大きな意味がございますわ」


「たとえば喧けん嘩かのとき」「てめぇ何様だー、とか言われたのなら」


『神様だッ！』


　天由良と霊由良がいきなり声を合わせ、叫ぶ。無む論ろん、そんなものに驚おどろく駆真ではないけれど。


「という風に」「仰おつしやれますのよ」


　駆真は溜ため息いきを吐ついた。


「くだらないにも限げん度どというものを設もうけて欲ほしいな」


「うふふふふ」「冗じよう談だんですわ」「ちゃんと意味はございましてよ？」


「長くなりそうなら割かつ愛あいしろ。なんでもいいから一いつ刻こくも早く私を外に出せ。ああいや、神だというのならいっそ皓こう成せい小しように連れて行けッ！」


　双ふた子ごはまたも「あらあら」と肩かたをすくめた。


「仕方ありませんわね、霊由良」


「仕方ありませんわよ、天由良」


　そして彼女らはふよふよと浮ふ遊ゆうしながら部屋の壁かべに沿そうように横へ移動し、駆真と奥おくの扉とびらを向かい合わせた。


「その扉をお通りくださいまし」


「外の世界へお出になれますわよ」


「そうか」


　短くそうとだけ言って、駆真が背はい後ごに緊きん張ちようと警けい戒かいだけは残しながら前方へと歩き、扉の取っ手に手を掛かける。


「ああ」「ああ」


　そこで、双子がまたもそれを邪じや魔まするように声を上げた。


「……一体なんだ」


「いえいえ」


「そういえば、ですけれど」


　二人は一いつ緒しよに、部屋に設しつらえられていた大きな姿すがた見みのような水すい晶しよう板ばんに目をやった。そこには、一体どのような原理になっているのか、双子の顔が映うつり込こむのではなく、暗くら闇やみの中をさまよい歩くウタの姿が映っていた。


『マぁスター……どこ行ったんデスカア……』


　そんな情けない声をバックに、大地神たちが首を傾かしげる。


「まだお連れ様が」「迷まよっているようですけれど」


「……………………」


　駆真は双子の神の言葉を華か麗れいに無視して、扉を開けた。




[image: ]


「はァ？」


　騎き士し団だん本部からの通信に、三み谷や原はらは思わずそんな声を出していた。


　とはいえ通信端たん末まつを通した管かん制せいスタッフの声にノイズが混まじっていたわけでも、彼の語ご彙い力りよくや理り解かい力りよくが足りずに、言葉をうまく咀そ嚼しやくできなかったわけでもない。ただ、インカムの向こうから聞こえてきた台せり詞ふを完全に理解したうえで、それが間ま違ちがいではないのかを聞き返すような、そんな調子を孕はらんだ声であった。


　騎士団内でも、無ぶ精しようや面めん倒どうくさがりと評ひようされる三谷原ではある。しかし、今の通信を聞けば、彼ならずともそんな反はん応のうはしようというものであった。


　何しろ──二か所目の空エ獣ア群ぐんを掃そう討とうした直後だというのに、またも別の地点に空エ獣ア群が確かく認にんされたと言うのだから。


　彼ら、隊長不ふ在ざいの鷹たか崎さき小隊メンバーがいるのは、萩しゆう存そん平へい野やから東に十キロほど進んだところに位置する小さな集落の外れである。岬みさき大たい尉いの命により、この地点に現あらわれた分隊クラスの空エ獣ア群を掃討し終え、今は天てん駆く機き関かんの整せい備びを行っているところだった。


「……一いち応おう訊きくが、間違いって可か能のう性せいは？」


『私の首を賭かけましょう』


「はは……そりゃタイヘンだ……」


　小さく笑うような調子を言葉の頭につけた三谷原ではあったが、その顔は微み塵じんも笑ってはいなかった。


　空エ獣ア群の規き模ぼや構こう成せい空エ獣アの等級、正確な位置などを右耳に収おさめてから通信を切る。


　鷹崎小隊の面々も、彼の表ひよう情じようから大体の事じ態たいは読みとれていたのだろう──平時であれば他ほかの部隊よりも士気の高い鷹崎駆かる真まの剣つるぎたちが、どこか疲つかれた様子を滲にじませていた。


「……あー、諸しよ君くん」


　そんな視し線せんに晒さらされながら、三谷原は気まずそうに頭をかいた。


　どうもこういったことは苦手である。よく駆真はこんな役回りを文もん句く一つ言わずにやっているものだと感心しつつ、本当に自分には向いていないと自覚する。


「残念ながら、お茶のお誘さそいじゃあねェみてえだ」


　予感は確信へ。しかし小隊の面々は、それでも気き丈じように笑って見せた。


「あはは、大変ですねー」


「望むところですよ、曹そう長ちよう」


「ええ、ドンと来いって感じです」


「……おまえらホントに良い奴やつらだなァ」


　三谷原はもう癖くせとなってしまった、肩かたをすくめる動作をして見せ、バゼット式天駆機関を駆く動どうさせた。





　　　　　◇





　永とこ久しえの迷めい宮きゆうの扉とびらを抜ぬけ、駆真は今さらながら地ち宮ぐう院いん姉妹のせめてもの心こころ遣づかいを知った。


　まるで空間に四角い穴あなが開いたような出口。そこから出た先は、在あり紗さの通う皓こう成せい大だい付ふ属ぞく小しよう学がつ校こうの裏うら門もん前であったのだ。


「さすがは神、とだけ言っておくか。どこかの馬ば鹿か魔ま王おうとは比くらべるべくもないな」


　言ってから、懐かい中ちゆう時計で時間を確認する。時じ刻こくは一時四十分。もう国語の時間は始まってしまっている。


「く……ッ、仕方ないか」


　苦々しげにうめき、奥おく歯ばを嚙かみしめる。如い何かに駆真とて、もう自じ宅たくに戻もどって身み支じ度たくを整える余よ裕ゆうなどはなかった。


　駆真は脳のうをフル回転させる。服は仕方ない、今の空戦衣のままで行くしかあるまい。しかし、最さい低てい限げん顔と手足を拭ふくくらいはしておかねばならないだろう。ここは涙なみだを飲んで五時間目は諦あきらめ、可能な限かぎり汚よごれを落としてから六時間目に赴おもむくのが得とく策さくか。


「…………」


　──作文は非ひ常じように、それこそ路上に落ちている一億苑えんを見み逃のがすほどに惜おしいが、埃ほこりまみれのまま参観に赴くわけにもいかない。ここは一いつ刻こくも早く決けつ断だんし、在紗のダンスを楽しむしかあるまい……ッ！


　方ほう針しんさえ決まれば、決断は一いつ瞬しゆんだった。


　駆真は校庭で体育の授じゆ業ぎように勤いそしむ児童たちの目に触れぬよう身を低くし、茂しげみに隠れて水道のある場所へと向かった。活かつ躍やくの場がほとんど空であるとはいえ、仮かりにも駆真は騎士である。小学生程てい度どに見つかるような下へ手たは打たなかった。


「…………ふぅ」


　両りよう腕うでに装そう着ちやくされている天駆機関を器用に外し、洗あらい場の脇に置いた後、ポーチから取り出したハンドタオルを水で湿しめらせ、きつく絞しぼる。


　顔を拭ぬぐってからタオルを見ると、存外汚れていることがわかった。駆真は小さく安あん堵どの息を吐はく。もしこのまま教室に赴いていたなら、在紗に恥はずかしい思いをさせてしまうところであった。


　結局まともな洗せん顔がんやシャンプーなどはできないけれど、顔や首くび筋すじなど、外から見える部分だけでも念入りに拭いておく。その後タオルを洗い直し、頭とう頂ちよう部ぶから髪かみの末部までを梳すくように押おしつけた。


　洗い場の鏡に顔と頭を映うつし込み、他に汚れている箇か所しよが無いかを探さぐっていく。


　と。


「────っ」


　この期ごに及およんで天候までも駆真の意図を妨ぼう害がいしようというのか、ふっと辺りが暗くなった。今の今まで、空は綺き麗れいに晴れ渡わたっていたというのに。


　今度は天てん空くう神しんにでも悪あく態たいをついてやろうかと思ったが、結果的に駆真はそのような冒ぼう瀆とくをせずに済すんだ。


　次の瞬間にけたたましく鳴り響ひびいた、空エ獣ア警けい戒かいのサイレンのために。


「──何？」


　皓成小を含ふくむ街のほぼ全ぜん域いきにこだまするそれは、滅めつ多たなことでは使用されない、最さい厳げん重じゆう警戒警けい報ほうである。駆真の記き憶おくでは数年前、ワイバーン級で構成された師し団だん規き模ぼの空エ獣ア群ぐんが都市部上空のごく低空に現あらわれたとき以来、一度も聞いてはいなかった。


　と、それに触しよく発はつされるようにして、駆真の通信端たん末まつが、息を吹ふき返したかのようにノイズ混まじりの声を上げる。


『……か崎少しよう尉い、鷹崎少……！　応おう答とう願います！　鷹崎少尉！』


　サイレンに邪じや魔まをされぬようインカムを手の平で覆おおい、そこから伸のびているマイクを口に近づける。それでどうにか、まともに会話できるようになった。


「一体何だ、この警報は」


『空エ獣アです！　それも──とびきり巨きよ大だいな！　こ、これはワイバーン……いえ、それ以上です！』


「なんだと？」


　現げん在ざい確かく認にんされている空エ獣アの等級の中で、もっとも巨大なのがワイバーン級である。それより大きな種は、記録上にしか存そん在ざいしない。しかもその記録というのは、大型種の死し骸がいが保ほ管かんされているとかそういったものではなく、あくまで『目もく撃げき』にとどまるものであったため、今や雪男などの未確認生物と同じような扱あつかいさえされていた。


　駆真はふと、急に曇くもった空に視し線せんを向ける。


「──────────」


　天候など、変わってはいなかった。


　ただ上空に、太い蛇へびのような巨大なシルエットがゆっくりとうねり、駆真のもとに届とどく日の光を覆おおい隠かくしていたのだ。


　ワイバーン級空エ獣アを超こえる大型種。それは──


「──ティアマット級……空エ獣ア」


　竜王テイアマツトの名を冠かんする、巨大な王。


　駆真は運命に呪のろいを吐くより先に、両りよう腕うでに天駆機関を装着し直した。


　そして警報と、校庭にいた生徒たちの驚おどろきの声をどうにか遮さえぎりながら、再ふたたび通信端末に口を寄よせる。


「……確認した。ちょうど私の上にいる。なるほど、ワイバーン級よりも遥はるかに巨大だ。──それで、近くにいる部隊はどれくらいなんだ。最低でも大隊規き模ぼは欲しい」


『そ……それが……』


「なんだ」


『……すぐにその場に駆かけつけられる騎き士しが、ほとんどいないんです……』


「どういうことだ」


　眉まゆをひそめ、駆真が問う。


『今日は蒼そう穹きゆう園えんの各地で異い常じようなほど空エ獣ア群が確認されていまして……戦せん闘とう部隊はほとんど掃そう討とうに出てしまっているんです……！　大隊規模の騎士が集まるとなると──最低でも三十分はかかるかと……！』


　普ふ通つうの騎士であれば息を詰つまらせるか叫びをあげるかしていたのだろうが──そこは鷹崎駆真である。至し極ごく冷静に事じ態たいを咀そ嚼しやくし、再び上空の巨大な影かげに目をやる。


「……了りよう解かいした。なるべく急いでくれ」


『は……はい！』


　そして通信を切り──駆真は、血ち色いろの目を細めた。


　面おも白しろいほどに並ならべられた苦く難なんの数々。ようやく目的地に辿たどり着いたと思えばコレである。もしかしたら本当に偶ぐう然ぜんの女め神がみとやらが憑ついているのでは、と無信心な駆真が思ってしまうほどに、異常な一日ではあった。


「……さすがに神まで出てきたのだから、あれで打ち止めと思ったんだがな……」


　忌いま々いましげに吐はき捨すてる。


「授じゆ業ぎよう参観は──中止、か……な……」


　分かっていた。それは十分理解できていた。何しろ最厳重の警報である。生徒たちは速すみやかに、日ひ頃ごろの避ひ難なん訓練の成果を発はつ揮きするだろう。そうなれば授業参観どころではない。


　だが、その事実を口にすると、途と端たん恐おそろしい熱量で以もつて憤ふん怒ぬの火か焰えんが駆真の中で燃もえ上がった。それを抑おさえるべき使命を帯びた理り性せいとか冷静さとか、そういったものを全すべて燃やし尽つくさんとばかりにごうごうと赤い舌したを揺らめかせる。


　もちろん鷹崎駆真の鉄の如ごとき理性は、そんなものでは完全には消されなかったけれど、その圧あつ倒とう的な熱に、幾いく分ぶんかは溶とかされ変形してしまったのかも知れない。応おう援えんが着くまで空エ獣アを刺し激げきしないように待機しようとする意い思しが働く中で、頭の一部分が、彼かの異い形ぎようをどのように打ち殺そうかを考えていた。


「このバケモノが……在紗の作文とダンスの代だい償しよう……高くつくぞ」





　　　　　◇





　在紗のいる教室に、その耳が痛いたくなるほどのサイレンが鳴ったのは、ちょうど美み須す々ずが作文朗ろう読どくの指名を受けてしまい、背はい後ごから響ひびく「きゃ～美須々頑がん張ばって～」という甘あまったるい母君の声を聞きつつ、まるで罪つみもない民間人を撃うち殺せと命令された新兵のような戦せん慄りつした顔で席を立ったときだった。


「な……何、警けい報ほうッ？」


　慌あわてるような、しかしどこか嬉うれしげな美須々の言葉に、クラス中が騒そう然ぜんとした。


　これは確たしか、滅めつ多たに鳴ることのない最さい厳げん重じゆう警けい戒かいを示しめすサイレンである。


「落ち着いて！　落ち着いてくださいっ！」


　担たん任にんの安あ倉くら善よし子こが、ざわめく生徒と保ほ護ご者しやを鎮しずめるように叫さけぶ。しかしクラスの男子の一人が窓まどから空を指さし、「何だアレ！」と、雲の上の巨大な影を示した瞬しゆん間かん、先生の声は波に呑のまれる脆ぜい弱じやくな防ぼう波は堤ていのように崩くずれ去ってしまった。


「何、何っ！」「ほら見ろよ、すげェ！」「うあああああっ！」「お母さんッ、お母さん！」「空エ獣ア……にしては大きすぎるんじゃないの？」「え、でもこの警報って……」「ちょっと、押さないでくださる？」「騎き士し団だんは何してるの？　見当たらないじゃない！」「空エ獣アだよ、空エ獣アだよ！」「えッ、僕ぼくたち食べられちゃうの……？」「そ、そんなの嫌いやだよッ！」


　その時、どん！　と、鈍にぶい音がした。


　不安と焦しよう燥そうに侵しん食しよくされた教室を静まり返らせたのは、教室の後部に立つ、極ごく彩さい色しきの婦ふ人じんであった。たった今壁かべに打ち付けた手の平を軽く振ふりながら、涼すずしい顔で教室の入り口を指さした。


「ささ、皆みな様さま整列して避難しましょう。ほら君たちも、こんな時のために避難訓練をしているんでしょう？　最高学年なんだから、皆のお手本にならなきゃ駄だ目めですよ」


　彼女の言葉は、その悠ゆう然ぜんとした態たい度どと、あと幾分か、一見怪かい鳥ちようを思わせる出いで立ちも手伝って、妙みような迫はく力りよくが感じられた。教室にいた生徒三十六名と保護者二十八名、そして担任教きよう諭ゆが小さくうなずき合い、ぞろぞろと整列を始める。


　その波に乗りながら、在紗は小声で美須々に話しかけた。


「……お母さん、格かつ好こういいね」


「……ん。ファッションセンスさえどうにかなればね」


　そんな憎にくまれ口を叩たたきながらも、彼女の頰ほおに微かすかな朱が、そして唇くちびるの端はしに笑えみの形が現れるのを、在紗は見み逃のがさなかった。


　少しだけ嫉しつ妬とを感じたのかも知れない。小さく言葉を続ける。


「……でも」


「ん？」


「……………………私のねえさまの方が、格好いい」


　軽くそっぽを向きながら、そう言う。美須々はしばしきょとんとしていたけれど、すぐにいつものような明るい笑顔を作って、


「分かってるわよ、そんなの」


　と、在紗の肩かたを叩いてきた。


　そうこうしているうちに整列は完かん了りようしたようで、担任の先せん導どうのもと、六年三組の面々は教室から廊ろう下かへと落ち着いた足取りで歩いていく。いつも降おりている階かい段だんを通り過すぎ、外部に繫つながる扉とびらを開けると、そこには緑色にペイントされた、鉄てつ製せいの非ひ常じよう階段があった。


「うわー、そういえばココ降りるの初めてかも」


「……うん、かも」


「こら、そこ静かに」


　ひそひそと喋しやべっていた在紗と美須々を注意したのは、担任ではなく極ごく彩さい色しきの婦人であった。美須々は小さく肩をすくめ、視し線せんで在紗に「降りましょ」と示してきた。


　総そう勢ぜい六十名を超こえる人間の足音が、金きん属ぞく製せいの階段の上でがんがんと鳴り響く。


　如いか何んせん、進みは遅おそい。避難するときは絶ぜつ対たいに走るなとしつこく教えられているし、何より校こう舎しやの三階に位置する高さに、足をすくませているクラスメートが少なからずいるようだった。


「………………」


　在紗は頰を撫なでる風に目を細める。何な故ぜだろうか、不思議と在紗はその剝むき出しの階段を怖こわいとは思わなかった。そういえば、昔からそうだ。在紗は高所──高さという点においては、恐きよう怖ふを覚えたことがなかったのである。


　在紗は首をひねり──しかし空の騎士たる駆真との小さな共通点が見つかった気がして、唇の端を小さく笑みの形にした。


　階段を降りきり、上うわ履ばきのまま地面に足をつける。


　その瞬間であった。





　──るぅおぉぉぉぉぉぉぅぅぅぅぅぅぅぉぉぉぉおぉおん──





　音おん域いきの低い管かん楽がつ器きを全力で吹ふいたような、空エ獣アの咆ほう吼こうが空気を震しん動どうさせたのは。


「────っ」


　思わず息を詰つまらせ、上空を仰あおぎ見る。


　そして、緊きん張ちようで渇かわく喉のどを唾だ液えきで湿しめらせることすら忘わすれ、在紗はしばしの間その場に立ちつくした。


　先せん刻こくは遥はるか上空に在あったそのあまりにも巨きよ大だいな空エ獣アは、基き本ほん的に地上に近づきたがらないというその習しゆう性せい上じよう考えられないようなペースで、高度を下げてきていた。よほど変わり者の空エ獣アなのか、それとも単たん純じゆんに腹はらを空すかせているのか。


　後者であった場合は、在紗たちは絶望するしかない。空エ獣アは長時間地面に触ふれていることはできないが、人間が、跳ちよう躍やくすれば一いつ瞬しゆんとはいえ空中にいられるのと同じように、勢いきおいをつけて下か降こうしてくれば、地上に蠢うごめくエサを獲とることも十分可か能のうなのである。


　青空に疎まばらにかかる白い雲をかき分けるようにして、その空エ獣アが、在紗たちの方に顔を向けていた。


　全体的なフォルムは太く短い蛇へびといったところだろう。だがその背せに生えた羽根と、巨木のような腕が、その形けい状じようを異い様ようなものにしていた。全身は外がい殻かくのような皮ひ膚ふに鎧よろわれ、顔にあたる部分も、まるで騎き士し甲かつ冑ちゆうのような形をしている。


　そしてその身の丈たけは、軽く三百メートルを超えるだろう。現げん存そんの空エ獣アの規き格かくをまったく無視した、異形の中におけるさらなる異形。


　──逃にげなければならない。


　それは誰だれもが感じていることであった。空エ獣アはその巨きよ体たいを滑なめらかにくねらせながら、順調に高度を下げ続けている。このままここに立っていては、どうぞお召めし上がりくださいと言うようなものだ。


　しかし、それを脳のうが認にん識しきしてなお、行動に移うつることができるものは一人としていなかった。その空エ獣アの、ある種神がかった威い圧あつ感によって足を地面に縫ぬいつけられてしまったかのように、誰もそこから動くことができなかったのである。


「──あ──」


　ただ掠かすれた声だけが、今の在紗の精せい一いつ杯ぱい。


「ね──え、さ…………ま……」


　それは呟つぶやきというにはあまりに無意味で、助けを求める叫びというにはあまりに脆ぜい弱じやく。


　ああ、しかし。


　身か体らだを伸のばして在紗の方へ顔を近づけてくる空エ獣アの、唯ゆい一いつ硬こう質しつの皮膚で覆おおわれていない部分──眼がん球きゆうに吸すい込こまれるように、空に黒い線が引かれる。その直後空エ獣アが再さい度ど大きな咆吼を上げて苦しげに身をよじった。


　そして、在紗の見上げるそこには、長い黒くろ髪かみを揺らめかせた空の騎士が、悠ゆう然ぜんと舞ぶ空くうしていた。


「ねえさま──」


　そう。マーケルハウツ式天駆機関を駆かる蒼穹園の天使。あるいは、魔ま女じよ。


　鷹崎駆真が、在紗の危き機きに駆けつけないことなど、有り得なかったのである。


　駆真は「大だい丈じよう夫ぶ」と小さく手を振ふると、つい今し方自分が蹴けり払はらった巨大な蛇に向き直った。一いち撃げきで空エ獣アの頭ず蓋がいを砕くだく彼女の蹴りも、ここまで大きなモノには必殺とは成り得ないらしい。油ゆ断だんなく空中で構かまえを取りながら、顎あごで早く逃げろと示しめしてくる。


　脳のう幹かんに微び弱じやくな電気が走るような感覚。在紗は大きく息を吸い込んだ。


「ねえさま……ねえさま……ねえさま──っ！」


　鳥とり肌はだが立つかのように、頭とう頂ちようの方に微び細さいな痺しびれが駆け上がっていく。何な故ぜか、鼻の奥おくが少し痛いたんだ。


　しかし立ち止まっている暇ひまはない。今度は在紗が頑がん張ばる番だった。未いまだ呆ぼう然ぜんとしているクラスメートたちの手を引っぱり、なんとか離はなれた場所へと誘ゆう導どうしていく。


　さすがに在紗一人ではどうにもならない作業だったけれど、そのうち皆みなの束そく縛ばくも解とけ、自発的に避ひ難なんを再さい開かいしていった。あそこまで巨大な空エ獣アなのだ、逃げてもさしたる意味はないのかも知れない。しかし今この行動は、自分たちが安全に逃げおおせることを目的としているわけではなかった。


　そう──駆真が思い切り戦えるようにフィールドを整えてやるのが、在紗にできる最大の功こう労ろうであったのだ。


「頑張れ──ねえさま」








　が・ん・ば・れ・ね・え・さ・ま。


　声は聞こえなかったけれど、在紗の唇くちびるからその言葉は読みとれた。


　頑張れ、ねえさま。


　駆真は自分の血流速度が超ちよう高こう速そくになっていくのを感じた。頑張れねえさま。その言葉は彼女にとって多量の興こう奮ふん剤ざい投とう与よにも勝まさるマホウの呪じゆ文もん。


　息を吐はけば口こう腔こうから煙けむりでも出てくるのではないかと思えるほどにヒート。ああ在紗、おまえはなんでそんなにキュート。駆真の心しん臓ぞうは弾はじけ飛びそうなほどビート。


　駆真は興奮と恍こう惚こつに身をよじりたくなる衝しよう動どうをなんとか抑おさえ、前方で吠ほえ続けるティアマット級空エ獣アに目を向けた。


　駆真の一撃を目に受けたその空エ獣アは、苦しむように長い身体をうねらせ、辺りに暴ぼう風ふうを巻き起こしてはいたが、それが致ち命めい的なダメージとなっているわけではなさそうだった。


　空エ獣アは等級に比ひ例れいして危き険けん度どが飛ひ躍やく的に上じよう昇しようする。実じつ質しつ的な最大種であるワイバーン級でさえ、大きくてもその体長は五十メートルほどだ。駆真の目の前にいるソレは、目算でその六倍。まさに伝説上の化け物を相手取っているようなものであった。




[image: ]


　一ひと際きわ大きな咆ほう吼こうを上げて、ティアマット級が己おのれの片かた目めを打ち抜ぬいた敵てき──駆真に顔を向けた。なるほどそれは、まるでその場に射い竦すくめられるようなプレッシャーである。


「────ふん」


　校こう舎しやが壊こわされてはたまらない。駆真は広々とした校庭の方にティアマット級を誘導した。


　そして校舎の外がい壁へきに設しつらえられた時計を一いち瞥べつし、低くうなる。


「……あと約二十五分。お相手を願おうか。──貴き様さまは神と踊おどれるんだ、光栄に思え」


　自じ嘲ちようでもするように、あるいは皮肉げに言い、駆真はマーケルハウツで宙ちゆうを走った。


　しかし──自分からティアマット級に近づこうとはせず、その周囲を蠅はえのように回るにとどめる。


　実じつ際さい、駆真はこの空エ獣アさえ上空で大人しくしているのなら、応おう援えんが到とう着ちやくするまで待機していようと考えていた。格かく闘とうを主体とする駆真の戦い方は、これほどの大きさを持つ空エ獣アを相手にした場合、極きよく端たんなまでに不利だ。


　特定以上の大きさを持つ空エ獣アを撃げき破はする場合は、周囲に民家などがなければ、対たい空くう砲ほうか何かで攻こう撃げきしてしまうのが普ふ通つうである。無む論ろんこのような場所でそんな作戦はとられないだろうが、それでも遠えん距きよ離りからの攻撃が主しゆ軸じくとなるだろう。


　もしこの空エ獣アの死し骸がいがあれば、その一匹ぴき分だけで巨きよ大だいな戦せん艦かん級天駆機関を製せい造ぞうできてしまうであろう体たい軀く。それに対し、蒼穹園の魔女はあまりにも小さすぎた。


「──くッ──！」


　その巨きよ軀くに比ひ例れいして、皮ひ膚ふの硬こう度どは他ほかの空エ獣アとは比くらべものにならないほど高い。駆真はティアマット級の背せに突つき立てた蹴りが弾かれるのを感じ、反撃を食くらわぬうちに後方へと離り脱だつした。


　もちろん、もっと加速をつけた攻撃ならば、その硬かたい皮膚をも破やぶれるだろう。しかし如いか何んせん、命めい中ちゆう率りつがあまりにも低い。その三百メートルを超こえる巨軀ゆえ、身か体らだのどこかに当たりはするかも知れない。だが、一撃で勝負を決められるポイントに命中させるとなれば、その難なん易い度どの高さは推おして知れよう。


　かといってまた目のような、皮膚に覆おおわれていない部分を攻撃すればよいかと言えば、決してそうとも言い切れなかった。


　もしこのティアマット級が高い知ち能のうを持っていた場合、同じ箇か所しよへの攻撃は受けまいと注意を払っていることだろう。あくまでも可か能のう性せいの話ではあるが、今ここにいる騎き士しは駆真一人だけなのだ。危き険けんの伴ともなう賭かけは許ゆるされない。


　つまり、駆真はティアマット級の豪ごう快かいすぎる攻撃をかわしながら、その周囲を飛び回ることしかできなかったのである。


「────ッ」


　人の血を吸すおうと飛び回る蚊かの気分が、ほんの少しだけ理り解かいできた。なるほど、人間の手の平とは彼らにとってさぞ恐おそろしいものに違ちがいない。轟ごう音おんと強風を伴ともなって振ふり回される空エ獣アの長い身体を紙かみ一ひと重えで避よけながら、駆真は思った。


　と──身体をうねらせたティアマット級が、少しの距離をおいて再ふたたび駆真と顔を見合わせるように静止した。


　駆真は警けい戒かいを保たもちつつも、その距離を維い持じするようにマーケルハウツを駆く動どうさせる。


　が。





　──るゥぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおンッ！





　今までにない大きな吠え声が、空気を殺ヽすヽ。


　超ちよう音おん波ぱ？　高周波？　音波攻撃？　そんな考えすら一気に駆く逐ちくされる。校舎に並んだ窓まどガラスががたがたと震ふるえ、壁からは細かな建材の欠かけ片らがぱらぱらと落ち、ポールに掲かかげられた校こう旗きがはたはたと揺ゆれた。


「────」


　咄とつ嗟さのことに、耳を塞ふさぐのが遅おくれる。まるで大だい爆ばく発はつの余よ波はを受けたように何も聞こえなくなり、一いつ瞬しゆん目め眩まいさえした。


　その刹せつ那なが、命取りである。


　物もの凄すごい勢いきおいでティアマット級の長い身体が迫せまるのに、駆真は対応しきれなかった。


　爪つま先さきで小さな小石を弾はじくが如ごとく、軽々と彼女の身体は校舎の壁に叩たたきつけられる。その際さい天駆機関の駆動が〈着タツチ〉になったのだろう、そこからずるずると地面に落ちていった。


「──か、ァ──ッ」


　臀でん部ぶが校庭についてから、苦しげに駆真がうめきを漏もらす。


　壁に打ち付けた背せと、攻撃をすんでのところで受けた右みぎ腕うでが、激はげしく痛いたんだ。右手の天駆機関は部品を組み直すことすら困こん難なんなほどに壊こわれ、弾けている。それに包まれていた腕は、内出血のためにか紫むらさき色いろに変色していた。


「……くそ」


　泣き出してしまいそうな痛みを堪こらえ、ティアマット級空エ獣アに眼がん光こうを送る。


　しかし空中から、あまりにも小さな駆真を見下ろす怪かい物ぶつに、そんな視し線せんなど意味を成さないのだろう。打ち方の甘あまかった虫に追つい撃げきを加えるように、巨大な身体を再さい度ど振ふりかぶるように後方へとやる。


「──────っ、この──」


　即そく座ざにマーケルハウツを〈翔ソア〉にセットしようとする。しかし、間に合わない──！








「ねえさま──ねえさま──ッ」


「ちょ……危あぶないわよアリサ！」


「だって……だって……」


　体重で劣おとる在紗に美須々の壁かべを破ることなどできはしない。しかしそれでも、彼女は手を伸のばすことを止められなかった。前方──地面に落ちた駆真に向かって。


　恐ろしく巨大な空エ獣アは、さらに駆真に攻撃を加えようとしているようである。在紗は身か体らだを流れる血が温度を失っていくかのような感覚に襲おそわれた。あんな空エ獣アの身体を直撃させられたら、駆真は死んでしまう！


「──ねえさま──ッ！」


　在紗が喉のどを擦すりきるような叫びを上げた瞬間。


　空エ獣アの身体を、光の線が覆おおった。








「────何──？」


　駆真は未いまだ自分に意い識しきがあることに幾いくばくかの驚おどろきを覚えながら、目前のティアマット級を眺ながめていた。


　信じられないことに、淡あわく光る帯のようなものが空エ獣アの身体に絡からみつき、その動きを空中で止めていたのだ。


「一体……これは」


「カァァァァルゥゥマァァァさぁぁまぁぁ……ッ！」


　呟つぶやく駆真に、恨うらめしげな声がかけられる。


　それに導みちびかれるように顔を左方に振ると、そこには一人の人間が立っていた。目の覚めるような金きん髪ぱつに、碧へき眼がん。時代考こう証しようを間ま違ちがっているかのような厚あつぼったいローブに身を包んだ、見覚えのある顔である。何な故ぜか髪はぐしゃぐしゃ、衣服もボロボロで、所々覗のぞいた肌はだには幾つもの切り傷きずや擦り傷が見えていた。


「……アステナ？」


「み、見つけましたよ……ッ！　今度こそちゃんと魔ま王おうを倒たおしてもらいますからね……！」


　顔面を涙なみだと鼻水で汚よごしたアステナが、今までにない鬼き気き迫せまる調子で言う。


「……どうしたんだ、その傷は」


「ど、どどどうしたって……そんなの、あのあと必死に魔王城じようから逃にげ出したからに決まってるでしょうッ！　ホントに、ホンッッットに死ぬかと思ったんですからねっ……！　ていうか今生きてるのが不思議なくらいなんですからね！」


「……何な故ぜここに？　幻げん素そとやらは全すべて掌しよう握あくされているのではなかったのか？」


「……幸いにも魔王がダメージを負ったおかげで、少しだけ幻素が解かい放ほうされたようです。一いち応おう、そのおかげでなんとか逃げることもできました」


　その点においてのみは、駆真に感かん謝しやしているようで、アステナが一いつ瞬しゆん怒ど気きを収おさめる。


「そうか。──それにしても、よく逃げられたな」


「よよよく逃げられたですッて……？　よくも臆おく面めんもなくそんなこと……！　じ、じゃあ何であの局面で裏うら切ぎったんですかッ！」


　アステナが肩かたをいからせ、叫さけぶ。と、それと同時にティアマット級が苦しげな咆ほう吼こうを上げ、身体をよじった。


「う、うるさいッ！」


　アステナが右手を複ふく雑ざつに動かすと、その指先の通ったところに、淡あわい光の線が生まれた。それを複雑に絡み合わせたかと思うと、彼女は手をティアマット級の方へと振る。光の方陣はそれに弾はじかれるように空エ獣アに迫り、輝かがやく鎖くさりとなってより強くその巨きよ軀くを拘こう束そくした。


「……おまえの仕し業わざ──か？」


「……ええ。今のはこちらの世界の幻素を使用しました。封シー緘ルという盟めい術じゆつです」


「そうか」


　駆真は痛みを押おさえて立ち上がると、無事な左手でアステナの頭を叩たたいた。


「あぅあッ！　な……なにするんですかぁ……」


「──一応感謝しておく。だからこれでチャラにしてやる」


「ぶ、文脈が滅め茶ちや苦く茶ちやですよぉ……」


　アステナが恨みがましく言ってくるが、本来ならば再さい会かいの折には足あし腰こし立たなくしてやろうと思っていたのだ。かなりの減げん刑けいといえるだろう。


　と、二人の会話に被かぶるように、ティアマット級が再ふたたび咆吼する。アステナの封シー緘ルとやらを一気に引き千ち切ぎり、解放を喜ぶように、そして束そく縛ばく者しやを恨むように空気を震ふるわせた。


「手伝え、アステナ。あの化け物を倒す」


「ふ──ふん！　何を言ってるんですか……！　あ、あなたは魔王を倒してくれなかったじゃあいたッ！」


　アステナの言葉など聞かず、その尻しりをマーケルハウツの爪つま先さきで蹴けり上げる。


「いいから、黙だまってやれ」


　その言葉を残し、駆真は上空へと飛び上がった。必然ティアマット級の眼がん前ぜんにはアステナ一人が残される形となってしまい、気の小さい盟術師は慌あわてて封シー緘ルの盟術を発動させるのだった。


「よし──」


　奥おく歯ばを嚙かみしめて右手の痛みを堪こらえ、空エ獣アの腹はらに蹴りを見み舞まう。


　やはりそこには背せほどの硬こう度どはなかったようで、ティアマット級は奇き妙みようなうめき声を上げた。だが、それでも致ち命めい傷しようにはほど遠いらしい。瞬間──その身か体らだを絡め取っていた光の帯が弾け飛んだ。ティアマット級はすぐに体たい勢せいを立て直し、その鋭するどい牙きばで駆真の肉を裂さこうとしてくる。


「──くっ」


　それを再び光の帯が遮さえぎり、その隙すきに駆真は上空へと脱だつする。


「──アステナ」


「こ、こいつを倒したら、今度は絶ぜつ対たいに、絶対に魔王を倒してもらいますからね……ッ！」


　言いながらアステナがふわりと宙ちゆうに舞い、校こう舎しやの屋上に着地する。おそらくそれも盟術の一種だろう。


　駆真は適てき当とうに手を振ふると、ティアマット級に向かって天駆機関を駆く動どうさせた。


　ティアマット級がそれに気づき、またも駆真に牙を立てようとするのを、アステナの封シー緘ルが絶ぜつ妙みようなタイミングで止める。即そく席せきの連れん携けいではあったけれど、アステナは存ぞん外がい上う手まく駆真の動きと呼こ吸きゆうを読んでくれていた。


　次いで、ティアマット級の首が横に揺ゆさぶられる。


「…………？」


　一いつ瞬しゆんまたも何らかの盟術かと思ったが──どうやら違ちがうようだ。


　その身体の弾かれ方に見覚えがあった。それは、超ちよう長ちよう距きよ離りからの、空エア獣・ブリ弾ツトでの狙そ撃げき。


　空エ獣アの骨ほねから製せい造ぞうされた空エア獣・ブリ弾ツトは、空エ獣アの特とく性せいをそのまま有した特とく殊しゆ弾だんだ。ホルダーにセットしていなければふわふわと浮ふ遊ゆうしてしまうそれは、銃じゆう口こうから射しや出しゆつされることによって異い常じような速度と射しや程てい距離をはじき出す。流れ弾だまの危き険けんが大きすぎるため、通常の銃じゆう砲ほう類るい所持免めん許きよの他ほかに特別資し格かくが無ければ扱あつかえない代しろ物ものだった。


　駆真の蹴りよりも遥はるかに威い力りよくの高い『点』の攻こう撃げきを皮ひ膚ふに突つき立てられ、ティアマット級が悲鳴のような叫びを上げる。


　たん、たん、と一定のリズムを持ちながら、空エ獣アの硬かたい肌はだを貫つらぬくその閃せん光こう。駆真は脳のう裏りに浮うかんだその人物の名を呼よんだ。


「──三谷原」








　五発程てい度どの空エア獣・ブリ弾ツトを撃うち込こんだときだろうか、スコープの中の巨きよ大だい空エ獣アの身体から光が搔かき消え、またも動きを取り戻もどす。


　今三谷原が構かまえているのは〈久く遠おんの声〉ではない。大型のグリフォン級以上の空エ獣アが出しゆつ現げんしたときのみ使用が許きよ可かされる、対アンチ・物マテリアルライフル・〈叫きよう喚かんの調しらべ〉である。


　重量があるため通常は伏ふく射しやで射しや撃げきを行うのが一いつ般ぱん的であるが、天駆機関の上ではそうもいかない。反動で後方へ吹ふき飛ばされてしまわぬように駆動をしっかり〈停ステイ〉に入れ、天駆機関のフロント部分に銃身を載のせるようにして遥はるか遠くの空エ獣アに銃じゆう弾だんを突き立てる。


　三谷原は細く、長く息を吐はき、〈叫喚の調〉に、手持ちの空エア獣・ブリ弾ツトを入るだけ装そう塡てんした。


「フーン、フフーン、フフー、フフフフーン」


　その妙みような鼻歌は、三谷原が連続して狙撃を行うときの癖くせのようなものであった。別べつ段だん意い識しきしてのことではないし、曲にこだわりがあるわけでもないのだが、何な故ぜか気づくといつも鼻からは変へん梃てこな音調が漏もれ出ている。


　三谷原自身が深しん層そう意識下で戦せん闘とう行こう為いに楽しみを感じているのかも知れないし──まったく逆ぎやくに、面めん倒どうな作業に耐たえかねた身体が、無む意い識しきのうちに口ずさんでいるのかも知れなかった。


『よく当たりますね……あんなの』


　耳に届とどく美み栄はえの声に、三谷原はふふんと鼻を鳴らした。


「……なんで俺おれの命めい中ちゆう率りつが高いか、分かるかい？」


『い、いえ……分かりません……』


　まさかそう返されるとは思っていなかったのか、口ごもる美栄に小さく笑ってから、三谷原は再び〈叫喚の調〉を構かまえた。


「簡かん単たんさァ。俺は絶対当たる時しか引き金を引かない。それだけの、単たん純じゆんなハナシ」


　そう言って三谷原は、へたくそな鼻歌を再さい開かいした。








　未いまだ戦せん況きようは有利とは言えない。


　幾いく度ど動きを止め、幾度蹴りを見舞い、幾度空エア獣・ブリ弾ツトを突き立てても、その規き格かく外がいの怪かい物ぶつは、まだ倒たおれようとはしなかった。


　しかし、追い風は確かく実じつに駆真に吹いていた。


　一時は絶望的な状じよう況きように陥おちいりはしたものの、予想外であったレーベンシュアイツからの応おう援えんと、三谷原ら鷹崎小隊の参戦。そして──


「こノ蛇へびがぁアッ！　ワタクシのマぁスターになぁにスルのよさァァァァッ！」


　倒すことは出来ずとも、騎き士したちが掃そう滅めつに十分な装そう備びを整えてくるまでの時間は稼かせげるだろう。そう駆真が考えていたとき、そんな怒ど号ごうにも似にた叫さけびが彼女の耳に届とどいた。


　その独どく特とくの発音をする者は、駆真の記き憶おくに一人しかいなかった。古代皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん・ウタである。


　彼女は駆真をも驚おどろかせた超ちよう加か速そくで以もつて皓こう成せい小の校庭に走り込み、足を曲げて跳ちよう躍やくすると、ティアマット級の背せに飛びついた。


「何──っ」


「おぁァァぁッ！」


　彼女の背には、十本近いケーブルが生えていた。そしてその先せん端たんには大きな『手』が認みとめられる。


　ウタは身か体らだを振ふりかぶるようにしてから前方に倒たおし、同時に無数の『手』を放った。


　幾つもの『手』はティアマット級の背を覆うように広がると、


「どっせぇぇぇぇぇイっ！」


　ぶちぶちぶちぶち、と凄すさまじい音を立てて、背に幾つもの穴を開けていった。


「……………………」


　赤い色の液えき体たいが空に撒まかれ、玉となってふよふよと浮遊した。視し覚かくからだけで空エ獣アの痛みが推おして知れる。


　さすがにのたうち回るティアマット級の背にしがみつき続けることは困こん難なんだったのだろう、ウタが身を翻ひるがえして綺き麗れいに着地をし、十分距きよ離りをとってから、空中の駆真に親指を立てて笑えみを向けてきた。


「おまえ……」


「ンもう、マぁスター。置いてッチゃうなんてヒドいですヨお」


　どうやらあのあと、ウタも迷めい宮きゆうを突とつ破ぱしたようだった。こちらはアステナと異ことなり駆真にさして恨うらみは抱いだいていないようで、からからと脳のう天てん気きな笑みを向けてくる。


「……………………」


　無言で、ウタと空エ獣アを交こう互ごに眺ながめる。頭中でのみ「凄まじいな」と呟つぶやき、周囲に展てん開かいする頼たのもしい仲間たちを一望した。


　──もしかしたら、これならば──


　駆真は遥か上空──蒼穹園の名のもとにもなった、透すき通るような青空に目を向ける。


「出来るだけ長くティアマット級の動きを止めろ！　可か能のうか！」


　大声で叫さけぶと、校こう舎しやの屋上から一つ、足あし下もとから一つ、インカムから幾つもの了りよう解かいの声が届いてきた。


「上等だ」


　そして駆真は、そこから一直線に、空へと舞まい上がった。


　マーケルハウツを〈翔ソア〉にセットしたまま、ただ上だけを向いて加速を続ける。上へ、上へ、上へ、上へ。雲を突つき抜ぬけ、それでもまだ上へ。


　長時間高速で飛行していたならば、全身が凍とう傷しようになってしまいそうな高度まで辿たどり着き、駆真はようやく上じよう昇しようを止めた。


　太陽の強い日差しをその背に浴びながら、右足を高く掲かかげる。


　そして。








「行キマスヨオ！　上の金きん髪ぱつさンん！」


　妙みような発音で喋しやべりかけてくる、これまた妙な出いで立ちの少女に多少戸と惑まどう様子を見せながらも、アステナは世界に広がる幻素を集積し、『手の平の中の奇き跡せき』を構こう築ちくする。


　その形けい態たいは『封シー緘ル』。光の帯で対象を絡からめ取り、その動きを奪うばう拘こう束そく盟めい術じゆつである。


「と、止まれッ！」


　アステナは両手の平を怪かい物ぶつに向け、右と左の指二本ずつを突き出して、時計の針はりで九時を示しめすように印を組んだ。


　瞬しゆん間かん、怪物の周りに淡あわい光が現あらわれ、その身体を幾いく重えにも雁がん字じ搦がらめにする。


　それを見計らってか、またも遠くから怪物の側部を、異い常じような速度を持ったつぶてのようなモノが襲った。


　るぅぉおおおおん、るぉぉぉぉおおん、と苦しげに声を出しながら怪物が束そく縛ばくから逃のがれようとするが、それはアステナが許ゆるさない。さらに精せい霊れいに呼よびかけ、光の帯を強く、太いものへと変えていく。


　そしてさらに、怪物を襲う影かげが一つ。


　身か体らだ中じゆう縫ぬい傷きずだらけの、いやに派は手でな髪をした少女が再ふたたび跳とび上がり、怪物の背を穿うがっていく。その度アステナの腕うでに負ふ荷かがかかるが、そこは仮かりにも魔ま導どう先進国レーベンシュアイツの宮きゆう廷てい盟術師である。決して封シー緘ルを弛ゆるめることなく、拘束を維い持じし続けた。


　が──そんな中、怪物の行動に変化が現れる。


　まるで溜ためた息を一気に吐はき出すように、ほんの少し首を縮ちぢめたのだ。


「な、なななな何ですか……っ」


　不ふ穏おんな空気を感じ取って、アステナが奥おく歯ばを震ふるわせる。


　目の前の怪物が、何かを仕し掛かけようとしている。具体的な行動などはわからなかったが、何な故ぜかそれは感じ取れた。


　片かた足あしを後ろに引き、衝しよう撃げきに耐たえるように体たい勢せいを作る。


　しかし、結局それは無む駄だに終わった。結果を言ってしまえば、何も起こらなかったのである。


　──否いな、正しくは、その怪物が何もできなかっただけで、現げん象しようとして何も起こらなかったわけではない。


　怪物が首を戻もどそうとした刹せつ那な、地面から槍やりのように鋭するどい岩が隆りゆう起きし、その首を射い抜ぬいたのだ。結果怪物はそこで完全に行動を止められ、まるで標本に飾かざられた昆こん虫ちゆうのように、地に繫つなぎ止められることとなった。


　無む論ろんまだその巨きよ大だいな異い形ぎようは生に執しゆう着ちやくし、封シー緘ルで束縛されていない身体の末端部を必死に動かしてはいるのだが、その自由がほぼ完全に奪うばわれていることは、誰だれの目にも明らかであった。


「──ぉおぉ、すんゴイですネエ、金髪さン！」


　地面から縫い傷の少女が感かん嘆たんにも似にた声を上げてくるが、身に覚えのないアステナは、ただ不思議そうに首をひねるだけだった。








「──まあ、これくらいのお手伝いは構かまいませんわね。今、またハウリングを吐はこうとしていましたもの」


「──ええ、これくらいのお手伝いは構いませんわよ。今、またハウリングを吐こうとしていましたもの」


　虚こ空くうから、お互たがい以外誰も聞くことが無いであろう澄すんだ声こわ音ねが響ひびく。


「わたくしたちの迷めい宮きゆうから生まれた神を殺そうとするなんて、本当、悪い子ですわね」


「わたくしたちの迷宮から生まれた神を殺そうとするなんて、本当、悪い子ですわよ」


「うふふふふ」


「うふふふふ」


　声たちは笑い合い、虚空に搔かき消えていった。








　三谷原はバゼット式天駆機関の上で、まだ空エア獣・ブリ弾ツトの残る〈叫きよう喚かんの調しらべ〉のスコープから目を外した。そして片かた手てで器用に胸ポケットから煙た草ばこを取り出し、火を点つける。


『そ……曹そう長ちよう、いくらなんでも喫きつ煙えんは……。任にん務むはまだ……』


「……いんやァ、終わりさ」


　通信端たん末まつから聞こえてくる美栄の言葉に返し、三谷原は紫し煙えんを吐き出した。


『……は？』


「──天てん鎚つい・〈空うつほ分わかち〉。生で見られるたァ君らも運がいい」


　三谷原がのんびりとした口調でそう言う。その垂たれ下がった目は、遥はるか上空に跳とび上がった駆真を見つめていた。








　超ちよう高こう速そくで蒼そう穹きゆうから地上に向かって一本の線が引かれていく。


　意い識しきが飛びそうになる浮ふ遊ゆう感の中、鷹崎駆真を構こう成せいする全すべての要よう素そが、細く、鋭するどく研とぎ澄すまされる。


　今この瞬間、駆真の右足は最強無む比ひの鎚つちとなりつつあった。この世界に断たてぬモノなど無く、砕くだけぬモノなども無い。触ふれしもの全てに破は壊かいを撒まく、絶ぜつ対たい平等の裁さい断だん者しや。


「──────────────────────────────────！」


　そうして雲を突つき破やぶり、下へ、下へ、下へ、下へ。


　地に繫がれ光に囚とらわれた、哀あわれなる異形の頭部を捉とらえ、さらに下へ。


　視し覚かくなどは、もうほとんど機き能のうしてはいなかった。ただ身か体らだの細部に至いたるまでが異常なまでに敏びん感かんになったように、肌はだの感かん触しよくのみで彼かのケモノの位置が確かく信しんできる妙みような感覚だけが鮮せん明めい。


　脳のうがフルに活動を開始して全身がハイ。この身はただ砕くために。


　生ける伝説、ティアマット級空エ獣ア。


　その脳のう天てんに。


「────────────────────────────────消え失うせろ」


　駆真と言う名の鎚が、突き立てられた。
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　ろぉぉぉぉぅぅぅぅぅぁぁぁぁぁぁぁぁぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉおおぉぉん──





　長い、長い断だん末まつ魔まを残し、その甲かつ冑ちゆうの如き頭部が、縦たてに断ち分かたれる。


　おびただしい血けつ液えきや砕けた頭とう骨こつ、脳のう漿しよう、皮ひ膚ふの砕さい片へんなどが駆真の混こん濁だくした視界を飾かざり、ティアマット級の巨大な体たい軀くから力が抜ぬけ落ちた。


　本来ならば地に還かえり、土の糧かてとなって次代の生命を育はぐくむべきその死し骸がいは、しかし空中に横たわったままだ。それが空エ獣アの空エ獣アたる所ゆ以えん。血の一滴てき、爪つめの一ひと欠かけ片らさえも、大地に触ふれることはない。それは、どのような大型種であっても逃のがれ得ない定さだめ。


「…………っ」


　眉まゆをひそめる駆真。天駆機関の外がい殻かく装そう甲こう、内部緩かん衝しよう材ざい、空戦衣を通し、すぐさま脚あしに重く鈍にぶい手て応ごたえが伝わってきた。


　インパクトの際さいにダメージ軽けい減げんのための体重移い動どうを行っているとはいえ、ティアマット級の厚く硬かたい頭ず蓋がいを踏み抜いた衝しよう撃げきは凄すさまじい。手の指先、脳天の先まで痺しびれるような震しん動どうが伝わり、駆真の意識を朦もう朧ろうとさせた。


　しかし空中にいるまま気絶するわけにはいかない。軋きしみを上げる身体を気き遣づかいながら、マーケルハウツを緩ゆるやかに〈浮フロート〉から〈着タツチ〉に切り替かえ、地面に足をつける。


　ダメージの少ない左足から着地させたのだが、それでも全身に電撃のような痛いたみが走った。だが、それを顔には出さぬよう必死に抑おさえ込こむ。別に騎き士しとしてのプライドとか、そういうものが働いたわけではない。


　そう、理由はもっと単たん純じゆんに──


「ねえさま──」


　そんな、可か愛わいらしい声が鼓こ膜まくを震ふるわせたからだった。


　在紗がその白い髪かみを揺ゆらしながら、小走りになって駆真の元に寄よってくる。それを苦く痛つうに歪ゆがんだ顔で出で迎むかえることなど、駆真に出来るはずがなかったのである。


「大だい丈じよう夫ぶ……？　ねえさま」


　心配そうな顔で駆真を見上げてくる在紗に応こたえようとするが、肺はいが痛いたんで、上う手まく声が出せなかった。もしかしたら肋ろつ骨こつの一部が肺を傷きずつけているのかも知れない。


　しかしそんなことで在紗を不安がらせるような真ま似ねは出来なかった。ゆっくりと膝ひざを折り、在紗と目線の位置を合わせてから、彼女の頭を優しく撫なでる。そして──





　駆真は優やさしげに、笑ヽっヽたヽ。
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　──そんな駆真の柔にゆう和わな表ひよう情じようを見てか、周囲からどよめきが起こる。


　辺りには小学校にいたと思おぼしき面々やアステナ、ウタの他ほか、今いま更さらながら参じた蒼穹園騎士団の騎士たちが確かく認にん出来た。皆みな一様に怪かい奇き現げん象しようでも目まの当あたりにしたかのような表情で、駆真たちの方を眺ながめている。


　無む論ろん、駆真がそんなことを気にするはずもない。加え、今はそれに対たい応おうするだけの体力も残されていないようだった。頭の後ろの方へ意識が引っ張ぱられていくように感じると同時に、駆真は在紗に上体を預あずけるようにして倒たおれ込んだ。





　　　　　◇





　在紗がふと顔を上げると、時計の短たん針しんはもう五の位置にまで差し掛かかっていた。


　どうやら知らず知らずのうちに時間が経たってしまっていたらしい。いつの間にか窓まどから入る陽光も赤く染そまっており、白を基き調ちように構成された病室を見事に彩さい色しきしている。


　在紗は腰こしを落ち着けていた丸まる椅い子すから立ち上がると、窓に設しつらえられたブラインドを下ろして光を遮さえぎった。夕日に彩いろどられた壁へき面めんはとても綺き麗れいだったのだけれど、その刺とげ々とげしい西日は、ようやく訪おとずれた駆真の僅わずかながらの休息を邪じや魔ましてしまいそうであったから。


　今この場──皓こう成せい大だい付ふ属ぞく小からもっとも近い位置にある総そう合ごう病院の一室にいるのは、在紗と、ベッドの上で眠ねむる駆真だけであった。


　少し前までは駆真の容よう態たいを心配した騎士たちが何名かいたのだが、彼女の傷が思いの外ほか軽けい微びだったことが医い師しの口から知らされると、皆安あん堵どしたような様子を見せて帰っていった。駆真が目覚めるまで待っていたいという人もいたのだけれど、それが原げん因いんで明日の仕事に遅おくれることになっては少しよう尉いに申し訳わけが立たないと、残念そうに去っていった。


　かくしてようやく小さな個こ室しつに二人きりとなったわけではあるが、在紗もそろそろ家に帰らなければならない時間だった。面会の終しゆう了りよう時じ刻こくは午後八時なのだが、もう帰路に着かねば、日の落ちた道を歩くことになってしまう。常つね日ひ頃ごろから、夜道を一人で歩いてはいけないと教えられている在紗にとっては、美しい夕日はタイムリミットを示しめす黄色信号なのである。


「……よし、と」


　長らく座すわっていたことで見事に皺しわを作ってしまった制せい服ふくのスカートを手で軽く叩はたき、在紗は傍かたわらに置いていた通つう学がく鞄かばんを背せ負おった。


「……そろそろ行くね、ねえさま」


　言って、駆真の頭を撫でるように手を滑すべらせ、漆しつ黒こくの髪を指で梳すく。さらさらと細指の隙すき間まからこぼれ落ちていくそれは、さながら凪なぎに吹かれる若わか草くさのようだった。


　ほう、と息を吐はいてから、爪つま先さきを入り口に向ける。


　しかしそこからの一歩が問題だった。別に一人で家に帰るのが怖こわいわけではない。ただ、医師から太たい鼓こ判ばんを押されたとはいえ、未いまだ目を覚まさない駆真を置いて去ることを、頭のどこかが不安に思っているのかも知れなかった。


　否いな──多分、それだけではないだろう。


　在紗にはまだ、駆真に言わなければならないことがあったのだ。


　窓に寄り、ブラインドの隙すき間まから外の様子を覗のぞく。まだ、まだ大だい丈じよう夫ぶと小声で呟つぶやくと、在紗は膝を折って駆真の枕まくら元もとに身を乗り出した。胸きよう部ぶの上下運動に合わせて聞こえてくる微かすかな呼こ吸きゆう音おんに安堵感を覚えながら、自分の腕うでの上に頰ほおを置く。


「……ねえさま」


　呼よびかけるように呟いて、頰を指で押してみる。無む論ろん、反はん応のうはない。


　駆真がきちんと眠ねむっていることを神しん経けい質しつ気味に数度確認したあとで、在紗は囁ささやくように口を開いた。


「今日は、来てくれて、ありがと……本当に、本当に嬉うれしかったよ。……正直に言うとね、忙いそがしかったら来なくていいよとか、無理しないでいいよとか、あれね、少し、噓うそ。……本当はね、絶ぜつ対たい、絶対来て欲ほしかったの。任にん務むなんて放ほうって、来て欲しかったの」


　辿たど々たどしく、駆真の反応が変化しないことを逐ちく一いち確認しながら言葉を紡つむいでいく。もし意い識しきがあるときにこんなことを言ってしまっては、駆真は迷まよい無く騎士団の仕事を捨すて置いて在紗のもとに駆かけつけてしまうだろうから。


「……だから、ちょっとだけ遅おくれちゃったけど、ちゃんと来てくれて嬉しかった。それに、ねえさま、今日は──ううん、今日も、すごく格かつ好こう良かったよ。うん、誰にも負けないくらい。私、本当に、ねえさまの姪めいでよかった。──ええと……ん、なんて言えばいいのかな……」


　在紗は数すう瞬しゆんの間思案するが──己おのれの意い思しを端たん的てきに表す言葉はすぐに知れた。


「大好きよ、ねえさま」


　そう言った瞬間、駆真の眉み間けんが微かすかに動いた気がして、在紗はバッと立ち上がった。


「……ねえさま？」


　意識が戻もどったのだろうか？──そう思った途と端たん、自分の言動が恥はずかしくなって、在紗は頰を染め目線を斜ななめ下に逸そらした。しかし、駆真が目覚める気配はない。在紗は放念に細く息を吐くと、鞄を背負い直してから駆真に手を振ふった。


「……じゃあね。また明日来るから」


　名な残ごり惜おしい気がしないでもないが、もう本当に帰らねばならない時刻である。在紗はなるべく足音を立てないようにリノリウムの床ゆかを歩き、ゆっくりと扉とびらを開けた。


　と──


「ん？」


「……っ」


　在紗は小さく呻うめきを上げた。ドアを開けた先に聳そびえていた壁に弾はじかれ、尻しり餅もちをついてしまったのである。


「おっと」


　どうやら壁に思えたのは大おお柄がらな男だん性せいらしかった。白しら髪が混まじり──というよりもはや白色の領りよう域いきが多い長ちよう髪はつをうなじのあたりで一つに括くくっている。歳としはもう五十を超こえていそうだが、一いつ切さいの無む駄だが削けずられたかのような肉体は、その老ろう齢れいを感じさせぬほどの迫はく力りよくを滲にじませていた。


　騎き士し団だんの肩けん章しようが付いた略りやく式しき礼服を身につけているところから、駆真への客であることが分かる。在紗は床に臀でん部ぶをつけたまま小さく会え釈しやくした。


「すまんな。大だい丈じよう夫ぶか」


「あ……はい、大丈夫、です」


　差し出された手を握にぎって立ち上がる。いやに骨ほね張ばった、硬かたい手だった。もう何年も前に刻きざまれたのであろう細かい傷きずが幾いくつも確かく認にん出来る。在紗が視し線せんを上げてその男性の顔を見ると、左のこめかみの辺りにも大きな裂れつ傷しようの痕あとがあった。


　と、男は在紗を立ち上がらせたかと思うと、顎あごの辺りに手をやって眉まゆを上げた。


「ああ、君は──鷹崎の娘むすめか」


「あ、いえ……姪、ですけど」


　言いながら、在紗は疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。姉妹に間違えられることはよくあるのだが、さすがに親子に見られたことは一度もない。


　しかし男は意外そうに目を丸め──やがて得心がいったかのように小さくうなずいた。


「ああ、そうか」


「……はい？」


「いや、気にしないでくれ。そう大したことじゃあない。……どちらにせよ、ここは鷹崎駆真少しよう尉いの病室で間違いないんだろう？」


　言うと、男は入室の許きよ可かを求めるように、首を傾かしげる仕草をして見せた。思えば、まさに今部屋を出ようとしていた在紗はちょうど入り口を遮さえぎってしまっている。在紗は「あ」と小さく呟くと、軽く頭を下げてから壁かべ際ぎわに寄よって道を開けた。


「悪いな」


「いえ……」


　男は在紗の目の前をのしのしと歩くと、駆真の眠ねむるベッドの横に立った。そのまま穏おだやかな寝ね息いきを立てる少女を見下ろす。


「あ……すいません。まだねえさま、起きてないんです」


「ん──そのようだな。まあ仕方あるまい」


　その低い声こわ音ねには、言うほど残念そうな心ここ地ちは認みとめられなかった。駆真の寝顔を眺ながめながら腕うで組ぐみして息を吐はき、苦く笑しようのような表ひよう情じようを作る。


「──まさか、ティアマット級まで倒たおしてしまうとはな。未いまだに信じられん」


「………………」


　恐らくそれは誰だれにかけた言葉でもあるまい。感かん嘆たんに言葉が付ふ与よされた独どく白はくのようなものだ。


　しかし在紗にはそれが駆真への賛さん辞じに聞こえて仕方がなかった。駆真は騎士団の偉えらい人（階級章の見方はよく分からないけれど、きっとそうだろう）すら脅きよう威いに感じる巨きよ大だいな空エ獣アを見事退たい治じせしめたのだ、という事実が改めて認にん識しきされて、在紗は少し頰ほおを染そめる。正直、自分が直ちよく接せつ誉ほめられるよりもずっと嬉うれしかった。


「──ん？　どうかしたか」


「あ……いえ、なんでもありません……」


　どうやら少し顔に出てしまっていたらしい。在紗は先せん刻こくとは別の意味でさらに顔を赤くして、顔を俯うつむかせた。


　男は在紗の反はん応のうを不思議そうに見ていたが、すぐに視線を切ると、組んでいた腕を解とく。


「ティアマット級について聞いておきたかったんだが……報ほう告こく書しよを待つとするか。あまり長なが居いしても悪いしな。おいとまするよ」


　言って、踵きびすを返して病室のドアの方に歩いていく。


　が──その短い道中、何かを思いだしたかのように「ああ」と呟つぶやくと、壁際に立っていた在紗の方に顔を向けた。


「そうだ、忘わすれるところだった」


「──？」


　在紗がきょとんと見返していると、男は懐ふところに手をやり、封ふう筒とうのようなものを引っぱり出した。そして在紗の手をむんずと摑つかみ、それを無む造ぞう作さに握にぎらせてきた。


「え……と、これは……」


　在紗は困こん惑わく気味に手て渡わたされた封筒と男の顔を交こう互ごに見ていたが、彼は面おも白しろがるように在紗を眺ながめるだけでそれが何かは答えようとしなかった。


「いやなに、難なん攻こう不ふ落らくの鉄てつ仮か面めんを崩くずした女の子がいるというんでな。まあ、受け取っておいてくれ」


　そう言って、小さく笑う。


　在紗はさらに混こん乱らんするだけだったが、男は構かまわず扉とびらに手をかけた。


　そして、ぎい、と音を立ててドアを開け、病室から一歩足を踏ふみ出したのち一いつ瞬しゆんだけ振ふり返ったかと思うと、


「しかし──鷹崎駆真か。やれやれ、奴やつも恐おそろしい妹を持ったものだ」


　そんな言葉を残して、去っていった。


「え──」


　在紗は数秒の間、彼の言ったことが理り解かい出来なかった。


　だが──脳のうは、すぐにそれが意味することを探さぐり当てた。


　思えば、先ほど彼は在紗のことを鷹ヽ崎ヽの娘と言っていたのだ。嗚あ呼あ、そのときに気づいても良かったはずだ。それが、鷹崎駆真を示しめしていたのでないことに──


「……あ──」


　在紗は短く喉のどから音を発すると、数秒の逡しゆん巡じゆんのあと、病室の扉を開け、廊ろう下かに出た。左右に視線をやって男の背せを探さがす。


　しかし、もうその巨きよ軀くは見あたらなかった。在紗は幾いくばくかの落らく胆たんと、それと同じくらいの、否いな、少し多いくらいの奇き妙みような安あん堵ど感を込こめて小さく吐と息いきする。


　そして、しばし惚ほうけたように立ちつくしたあと、手元に残された封筒に目を落とした。端はしのよれた安っぽい茶ちや封ぶう筒とうだ。口に封はされておらず、適てき当とうに折り返しただけになっている。


　在紗は少しだけ思案したあと、意を決して口を開き、中を覗のぞき込んだ。


「え……これって」





　　　　　◇





　夕日の射さし込む廊下に硬かたい靴くつ音おとを響ひびかせながら病院の待合室に現あらわれた男を認め、彼の副官を務つとめる女は、正すまでもない姿し勢せいをもう一度確かく認にんするように小さくうなずいてから足を動かした。大おお柄がらな男の歩調に遅おくれぬよう早めに歩みを進め、彼の隣となりに並ならぶ。


「御ご用ようはお済すみになりましたか、少しよう将しよう」


「ああ。待たせたな」


　言って彼女の方を一いち瞥べつしながらも、男は歩ほ幅はばを狭せばめようともペースを落とそうともしない。


　とはいえ何もそれは今に始まったことではない。女は男の倍ほどのスピードで靴音を響かせながらも、顔には別べつ段だん不満を滲にじませなかった。分ぶ厚あついレンズの眼め鏡がねをくい、と上げ、先を行く男に問う。


「少しよう尉いの様子はいかがでしたか？」


「ん、ああ、命に別べつ状じようは無さそうだが、まだ目覚めてはいなかったよ」


「そうですか。徒労に終わってしまいましたね」


「いや、そうでもないさ。もう一つの目的は果たせたからな」


　言って、男は唇くちびるの端に笑えみを浮うかべた。


「もう一つの目的……ですか」


「ああ。鷹崎の娘むすめ……ええと？　在紗、といったかな。今日は彼女に会えただけでもよしとしておくさ」


「……？　少尉に娘さんが？」


　女は怪け訝げんそうに聞き返した。そんな話は初耳である。


　確たしか鷹崎駆真の歳としは十七であったはずだ。その年ねん齢れいではまだ養子は取れないはずだし、もし仮かりに娘がいるとしても赤ん坊ぼうであることは間ま違ちがいない。


　しかし男は頭をくしゃくしゃとかくと、苦く笑しようしながら返してきた。


「いや、そうじゃない。あー、またやっちまったな。……そうだよな。君らは、鷹崎っていったら駆真だよな」


　男はそう言うと一人で自じ己こ完結した様子で首を小さく上下させた。


「……いまひとつ話が見えてこないのですが」


「ああ、娘云うん々ぬんは忘わすれてくれ。そう大したことじゃあない」


「は、はあ」


　女は怪訝そうに眉まゆをひそめた。


「ええと、その在紗さんというのはどんな人物なのですか？」


「そりゃあ」


　言いながら、男が肩かたを小さく震ふるわせる。どうやら笑っているようだ。


「前ぜん人じん未み踏とうの快かい挙きよを成なし遂とげた偉い人じんだよ、偉人。もし俺おれが女王陛へい下かなら勲くん章しようを授じゆ与よするし、物書きなら伝記を認したためるだろうな」


「そ、そんなにですか」


「いや、やっぱさすがにそれはないかも知れん」


「…………あぁ、そうですか」


　女は疲つかれたように息を吐はいた。──実じつ際さいこの上官を相手に話していると、時折得も言われぬ虚きよ脱だつ感というか脱力感に襲おそわれることがある。そう、今のように。


「どうした？　行くぞ」


「あ、はい」


　どうやら足が止まってしまっていたらしい。男の言葉に返かえして歩行を再さい開かいする。


　無む論ろん、その間彼の速度はまるで落ちていなかった。小走りになってその巨きよ木ぼくのような背せに追いつき、廊下を進んでいく。


　そのままエレベーターに乗り込み一階へ降おりた二人は、ロビーを抜ぬけて外に出た。


　つい先刻まで世界を赤々と飾かざっていたはずの夕日は少し勢せい力りよくを弱め、建けん造ぞう物ぶつの海からその身の四半分程てい度どしか覗のぞかせていない。もうさほど間をおかずに夜がやってくるだろう。


「──ああ、そうそう」


　ふと、少将が口を開いた。


「なんでしょう」


　聞き返すと、彼は明あ後さつ日ての方向を向いたまま続けてきた。


「君が……まだ俺の副官を続けていようと思うなら、鷹崎在紗の名は覚えておけ」


「──は？」


　予想外の言葉に、女は素すっ頓とん狂きような声を出した。


「それは……どういう」


「──別に。何となく、な」


　男は呑のん気きに言って、病院から出た。女も少し戸と惑まどいながらそれに続く。


　太陽は、もう消え入ってしまいそうだった。





　　　　　◇





「どうしよう……」


　再ふたたび手元に目を落とし、呟つぶやく。何な故ぜあの騎き士しがこんなものを在紗に手渡したのかは分からないが、それが理由もなく受け取っていいようなものではないことだけは在紗にも分かった。


　と──俯うつむいた在紗の後頭部に、何かが覆おおい被かぶさった。形と温度からして、人の手。しかも成人男だん性せいのものと思おぼしき大きさである。


「……あ」


　もしや先せん刻こくの男が戻もどってきたのではと思い顔を上げるが……違う。そこにあったのは予想外の、しかし見知った顔だった。


「よう、在紗ちゃん。鷹崎のやつァ起きたか？」


　いつものように気け怠だるそうな顔をした男──三谷原雄ゆう一いちが、病室の中を覗き込みながら言ってくる。彼も他ほかの騎士たちと同じく、もう帰ってしまったのだと思っていたのだが。


　そんな在紗の思考を表ひよう情じようから読みとったのだろうか、三谷原が気の抜けたような笑みを浮うかべた。


「いや、在紗ちゃん一人で帰らせたりしたら、鷹崎が起きたあとに殴なぐられっからなァ。別にずっと待っててもよかったんだけどよォ、ほら、なんつーの、ヤニが切れちまって」


　言って指を二本口元へ持っていき、ふぅと息を吐いてみせる。どうやら喫きつ煙えん所じよに行っていたらしい。そういえば先ほどから、煙た草ばこの臭においが漂ただよっていた。


　在紗は冗じよう談だんめかすように肩をすくめる三谷原を見て苦笑した。こう見えてよく気の付く彼のことだ。煙草が吸すいたくなったのは事実だろうけれど、もしかしたら、在紗に駆真と二人の時間をくれたのかも知れない。


「んで、どうかしたのか？　慌あわてて飛び出してきて」


　三谷原が不思議そうに訊きいてくる。在紗は「あ」と小さく漏もらしてから、手に握にぎった封ふう筒とうを三谷原に示しめした。


「うん？　これは？」


　開いた封筒の口から中身を覗き見た三谷原が首をひねる。その中には、蒼穹園初代女王の肖しよう像ぞうが印刷された高こう額がく紙し幣へいが二枚まい入っていた。


「実は……」


　在紗は今し方病室に来らい訪ほうした騎士と思しき男に手て渡わたされた旨むねを簡かん単たんに説明した。はじめは眉まゆを歪ゆがめていた三谷原だったが、話が進むにつれ口の端はしを上げていき、最後には「あァ」と得心がいったように呟いた。


「もしかして一月前の文書のやつか。はは、アレ本当に有ゆう効こうだったんだなァ」


「えと……何の話ですか？」


「いやまァ、要は、そいつは確たしかに在紗ちゃんのモンってことさ。好きに使えばいい」


「でも、そんな。困こまります……」


　在紗は三谷原の顔を見上げて言った。眉は情なさけなく八の字になっており、本当にこの封筒の中身をどう処しよ理りすればよいのか分からないと訴うつたえかけている。


　三谷原は数秒の間眉み間けんの辺りを小指でかきながら呻うなっていたが、目線を在紗から病室の奥おくに飛ばしたかと思うと、あごをしゃくってベッドに眠ねむる駆真を示した。


「──んじゃ、こんなのはどうだ？」


　三谷原は在紗の頭に再さい度ど手を置いてから、そヽれヽを提てい案あんした。


　それは素す敵てきなアイディアだった。しかし在紗は微かすかに眉をひそめると、


「……でも、んと、本当に使っちゃっていいんですか？」


　言って、また悩なやむように下した唇くちびるを嚙かむ。


「いいんだよ。構かまうこたァない」


　へらへらと笑ってから、三谷原は首を後方に向けた。


「しっかし……一体ドコのどいつだァ？　在紗ちゃん、その封筒持ってきた奴やつの顔、覚えてるかい？」


「あ……はい。結けつ構こう年ねん齢れいのいってる人で、でも身か体らだは鍛きたえられてて……」


「んンー……そんなの騎き士し団だんには幾いくらでもいるからなァ」


「髪かみを一つに結んでて……あ、あと、左のこめかみの辺りに、傷きずみたいなものが」


「あン？」


　在紗は息を呑のんだ。一いつ瞬しゆん、三谷原の目が鋭するどくなった気がする。


　しかし在紗の瞬まばたきとともに三谷原の表情は普ふ段だんの頼たよりないそれに戻っていた。小さく放念しながら、返す。


「知ってる……人ですか？」


「……さあてねェ」


　と、そんな三谷原の言葉を最後に、在紗は会話を切った。


　こういった反はん応のうを始めた三谷原から新たな情じよう報ほうを聞き出すことが不ふ可か能のうに近いことを在紗が知っていたのもあるし、刹せつ那なの間顔を覗のぞかせた彼女の知らない三谷原の表情に、これ以上この話題を続ける気を削そがれたというのもある。


　しかし在紗が話を中ちゆう断だんしたもっとも大きな理由は、後方のベッドが小さく軋きしむ音を聞いたことだった。


「──ねえさま？」


　振ふり向くと、まだ身を起こすには至いたっていないものの、微かに目を開けた駆真が、小さく口を動かしているのが分かった。


「大だい丈じよう夫ぶ？　ねえさま」


　慌てて駆真のそばに駆かけ寄よる。駆真は眼がん球きゆうを巡めぐらせて在紗の姿すがたを認みとめると、安心したかのように表情を緩ゆるめた。


「ああ──在紗、無事……だった？」


「うん、ねえさまが守ってくれたから」


　駆真は少し頰ほおを染そめてから、柔やわらかく微ほほ笑えんだ。


「──よかった。……あ……、そうだ……。──に、──」


「え？　何……？」


　軽く咳せき払ばらいをしてから、駆真があとを続ける。


「……お願い。担たん任にんの……安倉先生に、訊いて……」


「……何を？」


　駆真は、至し極ごく真ま面じ目めな顔で答えた。


「授じゆ業ぎよう参観は延えん期きですよね、って……」
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　果たして後日、皓こう成せい大だい学がく付ふ属ぞく小しよう学がつ校こうの授じゆ業ぎよう参さん観かんは執とり行われる運びとなった。


　まだ校こう舎しやの修しゆう繕ぜん作業は続いていたのだけれど、駆かる真まを初めとする保護者たちの熱ねつ烈れつな希望もあって、事件からちょうど三週間目を数える今日、国語と総合科目の参観が行われることになったのだ。


　六年三組の生徒たちも、一人とてつもなく嫌いやそうな顔をした女子生徒を除のぞいては概おおむねそれを楽しみにしていたようであった。鷹たか崎さき在あり紗さもその内の一人なのだろう。いつもよりも一時間は早く起き床しようし（昨夜は寝ねるのが遅おそかったのに、だ）、念入りにその白い髪かみを梳すき、準備を万ばん端たんに整えていた。


　もっとも鷹崎駆真の入れ込みようは在紗のそれと比ひ較かくにならないほど強力である。在紗が就しゆう寝しんしたあともシャンプーとコンディショナーを繰くり返し髪に叩たたきつけ、サキから教わったナチュラルメイクを何度も実験し、嗅きゆう覚かくが麻ま痺ひしかけるほど慎しん重ちように香こう水すいを選せん定ていし、昨日クリーニングから返ってきたばかりのブルーのスーツにさらにアイロンをかけ、それらを全すべて装そう着ちやくしてから鏡の前で幾いく度ども幾度もポーズを決めていた。


　もっとも、そのおかげで彼女の睡すい眠みん時間は削けずり削られ、目元の隈くまをファンデーションで隠いん蔽ぺいするという工作が必要になってしまったのだけれど。


　無む論ろん、騎き士し団だんの任務が入らぬよう、参観の日取りが決まった日から綿めん密みつに根回しを行っている。そして念のためインカムと携けい帯たい電話の電源を切り固定電話の電話線を抜ぬき、たとえ緊きん急きゆう任務の通信が入ろうともそれを受け取れない状じよう況きようを構こう築ちくしていた。さして意味がないことは分かっていたが、ポストの口さえガムテープで塞ふさいである。


　まさに、準備は限りなく万ばん全ぜんに近い。万全と断定しないのが駆真の慎重さであり、それゆえに準備は万全となった。


　──だが駆真は授業参観に気を取られるあまり、失しつ念ねんしていたのかも知れない。


　つい数週間前に、億分の一の確率にも満たないような事件群に巻き込まれたことを。








「よし」


　駆真は洗面所に設しつらえられた姿見の前で小さく拳こぶしを握にぎった。彼女の姿容は今、頭頂から爪つま先さきまで完かん璧ぺきに整えられている。中でも、華はなやかながら派は手でになりすぎない程度に化け粧しようを施ほどこされた貌かおは、密かな自信作であった。一晩に及およぶ格かく闘とうの末、ようやく納なつ得とくのいく出来に仕上がったのだ。


　授業参観自体は午後からであるので、少々準備が早すぎる気がしないでもないが、今日は保護者のために空き教室が開放されているという話だ。どうせなら少し早めに学校に赴おもむき、この機会に在紗の同級生のお母様方と親しん睦ぼくを深めておこうという狙ねらいがあった。


　と、


「ねえさま」


　駆真が達成感を嚙かみしめていると、背はい後ごからそんな声が聞こえてきた。


　振ふり向くと、そこには既すでに着き替がえを済ませた在紗が鞄かばんを背負って立っていた。ふと時計を見ると時刻はもう七時三十分。駆真はともかく在紗はそろそろ家を出ねばならない時間だった。


「そろそろ……学校、行ってくる」


「あ、うん。御ご飯はんはちゃんと食べた？」


「……うん」


　と、駆真はそこで在紗の様子がおかしいのに気づいた。両手を後ろに回し、少し恥はずかしそうに俯うつむいている。何より登校の準備が整っているはずなのに、何な故ぜか洗面所の入り口から去ろうとしなかった。


「……？　どうしたの、在紗」


　駆真が尋たずねると、在紗はちらりと目線を上げると、小さな声で言った。


「ん……少し、前まえ屈かがみになって、目を瞑つぶってて」


「こう……？」


　在紗の行動を不思議に思いながらも、駆真は言われるままに背を丸め、目を閉じた。数すう瞬しゆんおいて、首にひんやりとした金属の感かん触しよくが現れる。


「──ッ、在紗？」


「……ん、もう、いいよ」


　目を開け、下方を見やるが、自分の首など見えるはずもなかった。駆真は近くにあった鏡を自分に向け、そヽれヽを確かく認にんした。


「あ──」


　息を呑のむ。白い首元を、天使が飾かざっていた。


「在紗、どうしたの、これ……」


　その銀色のネックレスを示しながら、在紗に問う。そのしっかりとした銀の重さと細かな意い匠しようは、百苑えんや二百苑で買えるような玩がん具ぐのそれではない。


「……ねえさま、アクセサリーとか、買わないから。どうかなと思って……」


「う、うん、すごい嬉うれしいけど……高かったんじゃないの……？」


「ん……よく分からないけど、この前、騎士団の人が二万苑もお金をくれて……三み谷や原はらさんに相談したら、ねえさまに何かプレゼントしたらどうかって……」


「…………？」


　駆真は首をひねり、後日三谷原に事情を聞いてみようと決めた。


「ま……いいか。ありがとう、在紗」


「……うん」


　少し頰ほおを染そめ、在紗がうなずく。


　駆真は情けない笑えみの形に歪ゆがもうとする口元をどうにか抑おさえ込みつつ、在紗の肩かたを指先で軽く叩いた。


「さ、そろそろ行かないと、遅ち刻こくしちゃうよ」


「ん、うん」


　在紗が後ろを向き、廊ろう下かを歩いていく。駆真は見送りのためにその背を追った。


　と、リビングの入り口に差し掛かかったとき。


「………………な」


　駆真は、美しく飾られたはずの貌を当とう惑わくと──冷たい怒いかりに染めた。


　理由は簡単なものである。


「あア、ああ、神様ア、その節はどーもゥ。あノときは出しテモらって助かりマシたア」


「いえいえ」「あなたも」「自力でわたくしたちの元に」「辿たどり着いたではありませんの」


「え、ええと、あなた方神様なんですか？　も、もしかして魔ま王おうより強いですか……？」


　そんな会話をする集団が、いつの間にか鷹崎家のリビングのテーブルを囲うようにして座すわっていたからだ。


　駆真は在紗を自分の背に隠かくすようにしてから、両目をつり上げた。


「……貴様ら、何をしている」


　そんな苦々しい声に反応するように、彼女らが一いつ斉せいに駆真の方を向いた。右からウタ、地ち宮ぐう院いん姉し妹まい、アステナという並びでソファに腰掛けている。天あま由ゆ良らと霊たま由ゆ良らに至っては、どこから出したのか瀟しよう洒しやなカップで紅茶まで飲んでいた。


「おおォ、マぁスター。いや、ナニって、マぁスターの願いを叶かなエるノガ魔人の仕事じゃアないでスカあ」


　頭から生えた釘くぎの先せん端たんをぺかぺか明めい滅めつさせながら、こともなげに言うウタ。よく見ると彼女の尾びてい骨の辺りからケーブルが生え、背後にある電源プラグに差し込まれていた。


「何を勝手に充電しているんだ、貴様」


「ジューデン？　あはハ、嫌いやだナあ、ワタクシがそんな機械みたイナ真ま似ねするはずナいじゃナイデすかア」


「…………」


　駆真が無言で頭を抱かかえていると、ウタに続いて、地宮院姉妹が口を開く。


「さて、鷹崎駆真さん。あなたはもう第二十位の神ですのよ」


「つきましては、まず神の称しよう号ごうの持つ意味について説明しようと思うのですけれど」


　次いでアステナに目をやる。すると、彼女は机をどんと叩たたいて立ち上がった。


「あ、あの怪かい物ぶつをやっつけたら魔王を倒たおしてくれるって約束したじゃないですか！　わ、忘れたとは言わせませんよ……ッ！」


「……ち」


　駆真は忌いま々いましげにリビングに陣じん取どった来訪者たちを睨ねめ付け、小さく舌打ちする。


　そしてすぐさま在紗の手を引くと、廊下を走り階段を駆かけ上がった。そのまま自室に滑すべり込み、ドアに鍵かぎをかける。


「ね、ねえさま？」


「気が変わったわ、在紗。今日は一いつ緒しよに学校行こう」


　言いながら駆真は、部屋の隅すみに置かれていた巨きよ大だいなジュラルミンケースを開けた。中には緩かん衝しよう材ざいにくるまれた駆真の愛機・マーケルハウツ式天てん駆く機き関かんが収まっている。普ふ段だんは他の天駆機関と同じように、騎士団本部の格かく納のう庫こに保管してあるのだが、自分で細かな調整を施ほどこしたいときなどはこうして自宅に持ち帰ってくることがあった。


　慣れた調子でそれを両手両足に装着していく。と、廊下の方からバタバタという足音が聞こえてきたかと思うと、扉とびらが荒あらっぽくドンドンとノックされた。


『カ、カルマ様……っ！　約束破ろうったってそうはいきませんよ……！　ちゃんと魔王を倒してもらいますからねッ……！』


　どうやらアステナらしい。駆真は不ふ機き嫌げんそうな眼まな差ざしをドアに送ってから、甲かつ冑ちゆうを纏まとった手で部屋の窓を開けた。


「行くよ、在紗」


「え──」


　きょとんとする在紗の身か体らだを抱え上げ、駆真は二階の窓から空へ飛び立った。そのまま数メートル空を歩き、体勢を整える。少し時間は早いが、このまま彼女らを無視して小学校に向かってしまおうという魂こん胆たんだった。


　だが──


「……ぁ、ああっ！　カルマ様ッ、なんでそんなところからッ？」


「────ちッ」


　どうやら廊下の窓から発見されてしまったらしい。駆真は在紗に「ちゃんと摑つかまっててね」と柔やわらかい声で言うと、天駆機関を〈翔ソア〉駆く動どうさせた。


「カ、カルマ様、お待ちをぉぉぉッ！」


　もちろん待つ気などはない。在紗を抱えながらの飛行のため、作戦行動時のようなスピードは出せないものの、滑なめらかに青空を進んでいく。


「悪いが貴様に構っている暇ひまはない。大人しくレーベンシュアイツに帰れ」


　だがアステナも、それで諦あきらめる気はないらしい。精せい霊れいを集め、身体を浮ふ遊ゆうさせて駆真と在紗を追ってくる。


「ま、待ってくださぁぁぁい！」


「待つものか」


「お、お願いしますよぉぉ！」


「聞く耳持たん」


「あらあら、お話くらい」「聞いて上げればよろしいではありませんの」


「…………何？」


　アステナとの言葉の応おう酬しゆうの最中耳に入った涼すずしげな声に、駆真は眉まゆをひそめた。


　それなりの速度で飛行しているはずの駆真のすぐ横に、いつの間にか双ふた子ごの大地神が飛んでいた。


「……なんでこんなところに」


「だってあなたが」「逃にげてしまうんですもの」


　うふふ、と笑い合う姉妹に、頰の筋肉が痙けい攣れんを始める。


　しかも。


「……マぁスター…………！」


　アステナの後方から、盲もう目もくの魔人までもが猛もうスピードで走ってくるではないか。


「……何でオマエまでッ」


　ぴく、ぴく。駆真の額ひたいに血管が浮うき上がる。


「どうしてどいつもこいつも……」


「ね……ねえさま？」


「──私の邪じや魔まばかりするんだぁぁぁッ！」


　異界に召しよう還かんされし勇者であり、魔人の主あるじであり、神の称号すら持つ少女の悲ひ痛つうな叫さけびが、蒼そう穹きゆう園えんの青空にこだました。







ＥＮＤ







あとがき







　はじめまして。このたび第二十回ファンタジア長編小説大賞で準入選をいただきました、橘公司と申します。


　ちなみに「こうじ」じゃありません。「こうし」です。何度言っても間違えられます。ナカジマと呼ばれるナカシマさんの気分です。同じ悩みを抱えた公司とナカシマさんはいつしか固い絆きずなで結ばれます。そして誓うのです。自分の名前を読み間違えた人間への復ふく讐しゆうを。同志はどんどん集まるでしょう。フカザワと呼ばれるフカサワさん。ヤマザキと呼ばれるヤマサキさん。アンチ濁だく点てん同盟の結成です。濁点をなくせ！　濁点を殺せ！　我らに濁り無き世界を！　その勢いは凄すさまじいものでした。いつしか言語学者や音声学者なども取り込み、完全に濁音のない言語とその発音で構成された新生日本語が作られました。もうその頃ころには、東日本はほぼ制圧状態です。会話の中で濁音を出そうものなら裁判なしで投獄されてしまいます。某ゲームの原始時代編に至っては、主人公の名前つけようとした瞬間にお縄です。そしてついに、衆議院にて国定教科書及び国語辞書からの濁点完全放ほう逐ちく法案が可決されました。我らは勝利を摑つかみ取ったのです。同盟最初期のメンバーであるナカシマさんとフカサワさんとヤマサキさんは涙を流して喜び合いました。と、そこで公司はこう言いました。「そういや私の名前ってタチバナコウシなんですよね。タチハナってなんか格好悪いからやめません？」公司は殺されました。


　怖いですね。人の名前はちゃんと読もうと思った公司です。





　さて、『蒼そう穹きゆうのカルマ』、いかがでしたでしょうか。


　あれ？　まだ読んでらっしゃらない？　まあ最初にあとがきから読んでしまう人って結構いらっしゃると思うので（はい、私もです）、極度のネタバレは無しの方向でいきましょう。


　この話、一言で言うとごった煮です。もしくは寄せ鍋なべ。多分読んでくだされば分かると思います。相当具だくさんです。カニと鱈たらと鶏肉が全部入ってる感じです。私は全部好きなので嬉うれしいです。鍋の季節ですよね。ちなみに鍋はスープ自体に味がついてるものよりポン酢でいただく方が好きです。お腹減りました。とりあえずガム嚙かみます。


　原題？　記憶にありません。ガム美お味いしいです。





　ところで、もうお気づきでしょうか。本作、タイトルが『蒼穹のカルマ １』なのです。


　なんと続きが出る模様です。ありがたいです。続刊。嗚あ呼あ、なんて甘かん美びな響き。それだけでもうごはん三杯はいけます。すいませんうそです。言葉だけで三杯は結構きついです。せめて海の苔りください。


　次巻では、今回裏方に徹してくれた騎士団にも日の目を見せてやろうかなあと思ってます。どうかお楽しみに。





　さて、本作が一冊の本になるまでには、様々な方のご尽力がありました。


　まず拙作を選んでくださった選考委員の先生方、そして富士見書房編集部の皆さんや下読みさん。根気よく手直しの作業に付き合ってくださった担当編集者のＫさん、Ｈさん。ありがとうございます。あなた方の存在なしには駆真は空を飛べませんでした。


　駆真たちに素敵すぎる姿容を与えてくださった森もり沢さわ晴はる行ゆきさん。駆真の最初のラフデザイン、なんと十三種。しかもフルカラー。公司の中で超人認定されました。


　そして最初期からの読者である友人の毬、キノ、ラムセス二世。ツマラン作品をずっと読んでくれてありがとう。


　そして今この本を手にとってくださっているあなたへ、ありがとうございます。


　人間誰しも、暇で暇でしかたないとき、ありますよね。そんな時間を、駆真たちがほんのちょっとでも楽しく出来れば幸いです。


　では、運が良ければまたお会いしましょう。




橘　公司　　


http://close.h-doing.com/





著者


橘　公司


●たちばなこうし





東京都在住。第20回ファンタジア長編小説大賞準入選作である本作でデビュー。未だにこの受賞が大がかりなドッキリなのではないかと疑っている。あるいはここは仮想現実で、本当の私はカプセルの中で眠っているのかも知れない。……く、どうやらここまでのようだ。真実に気づいた私をフジミのエージェントが追っ──（記録はここで途切れている）
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